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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／やすも




デザイン／杉山絵（草野剛デザイン事務所）







プロローグ




　シエル・ミグラテル、それが僕の名前だ。空を飛ぶ者なら、多分「ミグラテル」という姓は皆知っていて、「シエル」という名前は誰も知らない。あの頃、スワローとして駆け出した僕はそんな少年だった。

　六年前。と言っても、年という単位は場所によって違うから、これは僕のホームランドであるヴェセルの六年だけれど、とにかく父さんは六年前にとてもとても遠い北の果てに、比喩ではなく現実的に旅立って、そして帰ってこなかった。その一年後に父さんの乗っていた純白の水上戦闘機「ポラリス」と、何よりも大切にしていた（それは当然、父さん自身や僕の命よりも、という意味だ）ストリームチャートだけが操縦席に乗って、それはそれは奇跡みたいに、不意に港に帰ってきた。そうして僕は、一晩ばん目めは何が起こったか分からずそれ故何も考えず、二晩目に事態を理解して呆ぼう然ぜんとし、三晩目に泣き明かして、四晩目に自分の将来にまた呆然とし、五晩目に父さんの後を継いでスワローになる決意をして、そして六日目の朝、目を真っ赤に腫らした僕はヴェセル・スワローギルドの門を叩たたいた。

　ただ、その時の僕は立場上スワローになったというだけで、海を渡る神話の渡り鳥というよりは、どっちかというと貴族の家の草地をうろうろしてご飯を貰もらうニワトリに近かった。でも今の僕は堂々と……とは言えないまでも「スワローです」と心にトゲなく自己紹介できるくらいには真っ当に空を飛んでいる。

　もう一度繰り返して言うけれど、その頃の僕は空を飛んでいるとは言えないくらいのひよっ子だった。そして彼女に出会わなければ、僕は今でもニワトリのままだったかもしれない。本当の意味で空を飛んではいない、そんな飛行機乗りのままだったかもしれない。

　これは今から三年前、僕がまだ父さんの「白翼」の名を継いで間もなかった頃、大おお袈げ裟さかもしれないけれど、星と星がぶつかるくらいの巡り合わせで出会った相棒と空を駆け、これまた大袈裟に言えば、僕らの暮らす小さな世界を守った時の話だ。





一　スワロー　シエル・ミグラテル




　空の鳴き声は、とても独特だ。高度三〇〇〇メード、時速三五〇キロメードでポラリスが切り裂いた青い欠片かけらは、渦を巻くような音を立てて風防の横を駆け抜けていく。

　澄んだ水色をどこまでも引き延ばした空。天高く輝く太陽、その光を薄く透かす白雲の群れ、空と海の間に向かって薄く色素を落としていくグラデーション、そして際限なく広がる静かで広大な、海。それだけが僕に見える全てだ。

　それ以外には何もない。

　この世界は海と空と、ほんの少しの神様のお目こぼしで出来ている。

　人々が「ノア」と呼ぶこの世界は、以前は広い広い、それこそあの水平線まで繫つながる土の足場が広がっていたらしい。そしてその土の上で、今よりもずっとたくさん人が暮らしていたのだという。それを神様が生意気だと言って、一晩で水の底に沈めてしまった。ただその大災害の前に、ノアという、神様にちょっと好かれていた男の人が（各地の遺跡に残されたノアの肖像は凄くかっこいい。だからもしかしたら、神様は面食いの女性だったのかもしれない）神様から「船を造りなさい」と言われて、言われたとおりに水に浮かぶものすごく大きな、それこそその上で数万人の人が暮らしていけるような巨大な土台「船」を何個も、何十個も造った。ノアは当時の世界ではものすごくお金持ちだったらしいけれど、そんな自分の資産を全部なげうって、その上絶対に返せないだろうってくらい馬鹿みたいな額の借金まで抱えて、何に使うんだか意味の分からない物をせかせか造り始めたものだから、人はノアを見て頭がおかしくなったと笑った。でもノアはそんなことを気にしなかったし、自分が正しいことをしていると信じて疑わなかった。

　そしてそれは正解だった。信じる者は救われた。

　世界のほぼ全てが水に飲み込まれ、大地は没し、生命は絶えた。けれど、各地でノアの言葉を信じて準備をしていたほんの僅かな人々と彼らが従えていた動物は、ノアの船に乗り込んで生き延びることができた。それから人々は、ノアの功績を讃たたえてこの世界そのものを「ノア」と呼ぶようになった。そうして今でも人は、ノアの造り出した船の上で暮らしている。

　めでたしめでたし。

　そう神話では語られている。小さい頃に親が決まって話をする「早く寝ないと、水の底に沈められてしまうぞ」という警句があって、この神話を知らない人は、多分いないんじゃないかと思う。

　きっと、どこかのとんでもない大ほら吹きが嘯うそぶいた壮大な夢物語が、何千、何百年の時間をかけて、多くの人の口を渡り歩き、多くの思いを吸い込んで色付き、そして神の奇跡になるのだろう。でも、それは悪くない夢だと僕は思う。だってもし本当に、この世界に土の地面が広がっていて、自分の足で歩いてどこまでも行けるのならどれほど素晴らしいことだろう。そんなふうに考えられる余地を残してくれただけでも、遠い遠い昔の大おお噓うそつきは偉大なんじゃないかな。僕はそう思っている。

　でも、陸が広がっているのはあくまで夢か、それと同じくらい遠い昔の話で、目の前の現実はそうじゃない。僕の周囲には無限に広がるマリンブルーとスカイブルー。それはとても美しいけれど、同時にとても恐ろしい。気を抜けばたちまち僕は何の拠より所どころもない漂泊物となり、誰にも知られることのないまま風と波の向こう側に消えることになるだろう。

　僕は周囲に目を配りながら、操縦席右側のチャートホルダーに備えられたストリームチャートに手を伸ばした。

　鏡面のように光を照り返して輝くケースは、耐腐食性に優れた純アルミネ銀で作られている。左上には父、アカーシャ・ミグラテルの名が、その下には僕、シエル・ミグラテルの名が刻まれている。ストリームチャートは代替わりの度にそうしてケースに名を刻み直していくのが習わしで、刻まれた名の数はそのストリームチャートの歴史と、信用と、価値を保証する。十以上の名が刻まれたチャートもある中で、二代しかないこのストリームチャートはとても若いチャートだ。だけどコイツの価値は例外で、多分この世界に存在するストリームチャート全ての中でも、十指には入る貴重品だと思う。

　ケースの鍵穴に鍵を差し入れて回すと、四つ折りのような形になっていたケースが自動で左右、前後に開き、小さな机のような形になる。手前にせり出した天板には計算用のノートとペンが備えられている。ペンは父さんがくれた、アルバトーレの風切り羽を材料にしたものだ。前面には水すい密みつ革で装丁された分厚いチャートブックが固定されていて、その裏には全図が入っている。チャートブックをめくり、この辺りの海図を開く。

　ヴェセルを出発してからちょうど四十時間、機体に備え付けられた計算儀とストリームチャート、そして飛んでいる空の様子を順繰りに見ながら、まずは出発地のヴェセルの航路を計算する。それから、頭の中のバイオコンパスが感知する指針変化とポラリスの計器記録から自機位置を割り出す。次に目的地のナーヴェの航路を割り出し、飛行方角に修正を加える。

　出発地、自機位置、目的地。全ての場所が常に移動しているこの世界では、一度地上を離れたらこの位置割り出しが常時欠かせない作業になる。

　速度や高度、時間はポラリスの計算儀で正確に計測できる、が、飛行をする上で最重要の情報でありながら計測できないものがある。

　方位だ。

　このノアでは不便かつ頼りないことに、方位の把握は全て「感覚」頼みだ。その感覚を司る器官を「バイオコンパス」と呼ぶ。

　学者が言うには、このノアは磁力、という微弱な力の帯によって包まれているらしい。その力の向きは決まっていて、それを感じ取ることで僕たちは今、どちらを向いているかを把握することができる。クーロンがどうとかローレンツがこうとか言われるけど、正直理屈は僕にはよく分からないし、他の人も分かっていないと思う。

　この感覚を言葉で説明するのは難しい。例えば、水の流れに体を浸しているような、とでも言ったらいいだろうか。水は常にゆっくりと同じ方向に流れていて、ポラリスがその中を進んでいくと、流れの向きがかすかに変わる。僕はその変化を体全体で感じ取る。それを絶えず丁寧に繰り返すことで僕は、果てしなく広く均一な水の中で、自分がどこに居て、どこに向かっているのかを覚さとることができる。

　バイオと付くからには、そうではないコンパスももちろんあった……はずだ。遥はるか昔の、伝説のノアが生きていた時代には、石で出来た誰でも使える「普通のコンパス」って、ものすごく便利な物があったらしい、ということは伝承に残っている。だけど今のところ、世界のどこからも実物は発掘されていない。だから感覚の鈍い人が一旦空に飛び出せば、出発地が目視できなくなったその時点で死を覚悟しなければならない。そういうわけで、このノアでは長距離を移動するためには「鋭い方向感覚」という才能が必須ということになる。バイオコンパス自体は誰でも持っている。が、その精度は人によってかなり違う。八方位知覚以下のＤ級から、十六方位までは把握できるＣ級、三十二方位まで把握できるＢ級、三百六十度単位で方位が分かるＡ級、分単位の把握も可能なＳ級、さらに秒単位の正確さで方位を知覚できるＳＳ級まで、大きく六段階に能力が分けられる。僕のバイオコンパスはＳ級精度。スワローになるにはＳ級以上の精度が必須だ。

　そして僕のバイオコンパスによれば、この視界にもうじき変化があるはずだった。

「あるはずだ……なんて、もし見えなかったら死ぬかもしれないんだよなあ」

　誰に言うでもなく呟つぶやいて不安になる。

　所詮は感覚だ。誤差だってあるし、自分の位置割り出しは飛行速度と距離、バイオコンパスが感じ取った力の方向、変化の速度、調子と言ったデータから「想定」したものに過ぎない。当然予想からはある程度ずれるし、ずれが大きければ目的地に辿たどり着つけないことだって考えられる。実際、出発してから二度とホームランドに帰ってこなかったスワローはたくさんいる。それが即遭難した、という結論にはならないわけだけど、父さんが帰ってこなかったのは確かだ。

　僕の計算によれば、ナーヴェはこの辺りの海域にいるはずだ。結構強い南風が吹いている。ナーヴェは北回帰型海流に乗っている船国だ。少しでも早く北に戻ろうと思って展てん帆ぱんしていればもう数百キロ南かもしれない。この辺りをぐるっと回って、見当たらなければ航路を辿って南下していくしかないわけだけど、できればそんな不安ばかりの飛行はしたくない。
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　見えますように……見えますように……。

　そう願いながら僕は周囲をぎょろぎょろと、本当に目を皿のようにして見回す。水のきらめき、雲の影。間違い探しだ。かすかな風景の変化を僕は見つけようとする。

　その時だった。

「……あった！」

　南西の海上に、小さく輝く人工物の反射を僕は見た。恐らくナーヴェの王城だ。僕は望遠筒を取り出して覗のぞき込こんだ。それから安あん堵どの息を吐く。

　間違いない、今回の目的地、船国ナーヴェだ。







　船国──この世界で「国」と言えば船国のことを指す。巨大な人工の浮島、ノアの遺産である「船」の上に築かれ、世界を巡る大いなる海流「ストリーム」に乗って移動しながら生活している。動かない天然の島に作られた島国もあるにはあるけれど、それはとても稀まれだ。理由は二つ、一つは国を作れるほどの面積を持った島がほとんどないこと。もう一つは、多くの島は船国にとって貴重な資源生命線である為ため、常に船国同士の覇権争いに晒さらされていて、まともに人が住める場所ではないことだ。

　近付くに従ってだんだんとその姿が大きくなっていく。「黒くろ鋼がねの剣」と称されるナーヴェの外観は実に特徴的だ。ナーヴェは全体を見ると紡ぼう錘すい形けいを二つ合わせたような形をしており、南側と北側が尖とがっていて中心に行くに従って太く、高くなっている。海岸線には無数の対空砲台が並んでおり、そこからなだらかに、中心部に登っていくように街が広がる。その中でも目立つのは北側のど真ん中に据えられた巨大な砲台群──三基の八〇センチメード三連装主砲だ。有効射程は三万メード、航路接近で船国同士の戦いになった時に相手の船を直接攻撃する為の砲台だ。南には飛行場と水上機・船舶用の港、そして国土中央には天を貫くように漆黒の王城がそびえ立っている。中心に王城を置くのは船国の基本的なスタイルだが、真っ黒という禍まが々まがしいカラーリングは珍しい。

　これには多分、ナーヴェのお国柄が影響しているのだろう。ナーヴェは十以上の島々で戦争を繰り広げている北の戦闘国家だ。戦いという観点から見れば、船国の外観自体も相手を畏怖させるようなものであるべきだ、ということだろう。

　……まあ、外から見るとあんまり住みたいとは思えないけど。

　そう僕は苦笑しながら、備え付けの通信機に手を伸ばす。ストリームチャートをめくり、ナーヴェの情報が書かれたページを見て、管制塔の回線帯域を指定する。

「こちらはナーヴェ管制だ、所属と搭乗者名、乗機名を答えよ」

「ヴェセル・スワローギルド所属スワロー、シエル・ミグラテル。乗機はポラリス、登録番号はＳ００６。着水許可を求めます」

「……確認する。しばらく待たれよ」

「分かりました」

　ぶつんと通信が切れた。武闘派の船国らしい無骨な応対だ。それにしても。

「しばらく待て、か」

　あんまりいい感じのしない返事だ。僕は大きくナーヴェを概観するように旋回する。一周して戻ってきた時、ああ、やっぱり予感は当たるもんだな、と僕は思った。

　飛行場の格納庫から、スタンバイされた要撃機が出てくるのが見えたからだ。

　管制から通信が入る。

「こちらナーヴェ管制。お待たせした……照会したところ、ポラリスという機体と、ミグラテルという姓は確かに我がナーヴェが信用したスワローとして登録している。だが、シエルという名を我々は知らん」

　予想どおりだ。やっぱりそう来るか。

「よって王命により、着水は許可できない」

「こちらは荷を積んでいます。積荷を持ったスワローの規定をご存知の上での返答と考えてよろしいですね？」

　信用勝負のスワロー稼業、客に舐なめられたら終わりだ。こちらも声を精一杯鋭く、冷たく尖とがらせて返答する。

「無論だ、君がミグラテルの名にふさわしいか、今一度確かめさせてもらおう」

　通信が切れた。管制官の最後の返事は、淡々としていながらもどこか楽しそうな気配が滲にじんでいた。先ほど準備していた要撃機が上がってきて、同時に通信が入った。今度は全国共用回線帯域──オープンチャンネルだ。

「ナーヴェ空軍所属特等飛行士、クライス・アルエットだ」

　階級と比してずいぶん若い声だ。特等、ということは軍のエース格。しかもナーヴェ空軍とくれば相当の腕だろう。全く、父さんはどこに行っても有名すぎる。名を継ぐほうの苦労も考えてほしい。

　地上を見下ろすとそこかしこに人だかりが出来ている。どうやらギャラリーも集まってきているらしい。この空戦も住民たちからすれば危ないから逃げるというものではなく、久々に来た面白い見世物、ということか──なるほど、お国柄とは恐ろしいものだ。

「ヴェセル・スワローギルド所属スワロー、シエル・ミグラテル。スワローギルドの規定に従い、本機の積荷の安全を脅かす者は何なん人ぴとであろうとも排除します。よろしいですね？」

「結構だっ！」

　通信が切れた。

　スロットルを全開に吹かす。正面からクライスの駆る要撃機が一瞬に接近する。接触寸前ですれ違い、空戦の火蓋が切られる。

「大きな楕だ円えん形けいの翼に流線型のボディライン……スピットファイアか」

　クライスの機体は、北の船国で好んで使用されているスピットファイア・アーキタイプからデザインされた要撃戦闘機だ。

　どんな形の航空機が優れているのか、ということについて、僕たちは恐ろしく無知だ。多分、あらゆる技術や理論において、現代はノアの生きた時代に劣っている。船も航空機も含めて僕たちは太古の遺産にすがって生きているわけだ。そして島や船の深層部から発見された状態の良い飛行機の残骸を僕たちはアーキタイプと呼んでいる。今各国で使われている航空機は基本的に全て、何かしらのアーキタイプを元に設計されている。

　スピットファイア最大の特徴である楕円形翼は高い安定性を持ち、高速での格闘戦でも機体のコントロールを失いにくい。恐らく単純な空戦性能はこっちが劣るだろう。

　けれど、戦いは乗機の性能で決まるわけじゃない。まずは、機体性能とパイロットの力量を見極める。

　操そう縦じゆう桿かんを斜め手前に引き倒しながらスロットルレバーを押し込む。機体を斜め上に上昇させながら百八十度旋回するシャンデルターンで高度を稼ぐ。空戦においては低高度よりも高高度が圧倒的に有利だ。上から下に撃ち下ろすことは容易だが、下から上に向かって反撃することは難しい。

　旋回しながらクライスの挙動を確認する。彼のスピットファイアもほぼ同じ機動でこちらに向かってくる。

　だが、想像以上に速い……新型か？

「あれだと時速六〇〇キロメードは軽く出る……二〇〇〇馬力ってとこか」

　ポラリスの永久機関エンジンは出力一五〇〇馬力、最高速度は時速五五〇キロメード。永久機関エンジンとしては現存最高レベルの出力だ。だがクライスのスピットファイアの速度はポラリスを遥はるかに凌しのいでいる。流石さすが戦闘国家といったところか。

　クライスが先行し、僕はそれを追いかけるように上昇する。フルスロットル。エンジンが永久機関特有の甲高い唸うなりを上げ、ポラリスを高空へと引き上げる。

　位置取り自体は背後に付けた僕の有利。だがクライスのスピットファイアは僕を振り切る勢いで加速する。

「……！」

　クライスの機体が僅かに軌道を動かしたのを僕は感じ取る。僕の頭上でクライスの操縦席が逆さに映った。

　宙返りから一気に急降下、力業で僕の背後を取る気か。上昇勝負を諦め、シャンデルの反対、斜め下にループしながら方向転換するスライスバックで反対側に加速し、僕は一度距離を取ろうとする。

「くっ、やっぱり速いな……っ！」

　恐ろしい速度だ。彼の駆るスピットファイアは、スピードを落とさず大回りして、反転した僕の尻に食らい付いてきた。

　だけど、うん……大体分かった。

　ナーヴェが僕の相手に差し向けただけあって実に良い腕だし、機体も優秀だ。

「僕の腕じゃ厳しいな、これは……」

　父さんならきっと、造作もなく彼の後ろを取り返すだろう。何せ一対三十の空戦を、自分だけでなく相手も無傷で突破した怪物だ。でも、僕は父さんみたいな人間離れしたパイロットじゃない。まだ子どもで、普通の人間。身の丈に合った戦い方をするしかない。

　後ろにぴったりと付けるクライスを、首を回してちらりと窺うかがう。彼の考えは手に取るように分かる、撃つタイミングを計っている。当たる瞬間、ターゲットサイトにポラリスが張り付いたように固定される刹那を待っている。

　僕の頭はポラリスの操縦席からクライスの乗るスピットファイアの操縦席にシンクロする。

「……っ！」

　撃つ。その一瞬を捉えて僕は機首を落とした。頭上を一条の火線が一拍遅れで通り過ぎ、碧へき空くうを切り裂いていく。

　僕はそのまま水面ギリギリまで降下し速度を上げる。
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　青が牙を剝むく。

　液体のはずの海面が、まるで硬質の壁のような恐ろしさで迫ってくる。だけど恐れはない、限界まで僕は高度を落とす。超低空を飛行すれば水面効果による揚力でエンジンの出力差を埋められるし、後ろからも狙いづらくなる。

　僕の背後にクライスはぴったりと張り付いている。僕はラダーと操そう縦じゆう桿かんを操り、小刻みに機体を左右に蛇行させるシザースモーションを掛けてクライスを揺さぶるが、彼は落ち着いている。機関砲も撃たない、確実に当たる時以外は撃たないつもりだ。

　そういう相手ならやりやすい。

　ここまでは機体の勝負で、僕の完敗。だから今度はこっちの土俵で勝負させてもらう。

　ここからは、度胸と腕の勝負だ。

　海面を切って直進する僕らの真正面にはナーヴェの街並み。ギャラリーもさぞ楽しめるだろう。

　第一、僕自身もかなり面白くなってきた。

　僕はフルスロットルのまま北側から街上空に突っ込む。

　ナーヴェの街中にはそこかしこに物見台や高角砲塔が林立している、当たれば即死の障害物の森だ。僕はそれを接触寸前の距離でスラロームしながら飛んでいく。

　目の前に弾丸のような速度で迫ってくる壁を視界の端に流しながら機体を操る。

　死が、僕のすぐ横を転がっていく。それが僕の感覚を極限に研ぎ澄まさせる。

　集中しろ、操縦桿とスロットルレバーを握る両手、ラダーペダルを踏む足の裏から、機体に五感を繫つなげ。

　ポラリスを、自分の身体そのものに変えろ。

　その瞬間、生と死の狭はざ間まに追い詰められた僕の全てが、白の翼と一つになる。

　普通の人間なら目を開けていることも恐ろしいだろうこの曲芸飛行に、クライスはしっかりとついてきている。

　なら……これはどうだ？

　街中を抜けると、目前に山のような漆黒の王城が迫る。僕はこのまま衝突してやるぞという勢いで真まっ直すぐ加速する。先に針路を変えたほうが後ろを取られる、チキンレースだ。

　風が吼ほえ、大気が音を立てて裂ける。風景が軋きしんでばらばらに解ほどける。

　死がものすごい勢いで、形となって僕に迫る。

　でも、何も怖くない。不思議なくらい、恐れがない。それは麻ま痺ひでも逃避でもなく、自然なことだ。

　だってこれは父さんの飛行機で、僕は父さんの息子だから。

「俺は空を飛ぶしか能がない。だから飛んでいるんだ。人が一生を賭ける理由なんて、そんなもんで充分だろう？」

　そんな、呆あきれるほどに空を愛した父さんの息子だ。

　僕はきっと笑っていただろう。死ぬ、そう決まるコンマの差。

　刹那に風が変わった。

　本当にぶつかる、その一拍の手前、僕は機体を一気に捻り旋回させる。胴体と王城の間で空気が圧縮し、僕とポラリスを空へと押し返す。そして僕の目の前には、予想どおりクライスのスピットファイアがあった。

　背後をぴったり取る……捕捉。

「参った！　……降参だ」

　僕がトリガーに指を掛けたその時、そう通信が入った。

　……本当に良い腕だ。操縦技術だけでなく、引き際も完璧だ。

　そう感心して僕が見ていたクライスのスピットファイアは、拍手をするみたいに翼を振って見せていた。







「いやあ見事見事！　腕は父君にも遅れを取らんな？」

「きょ、恐縮です……」

　そう言って僕の肩をバシバシと叩たたくのはナーヴェ王、シュベルト・ナーヴェ・ファルケその人だ。あの後着水した僕が案内されたのは王城の謁見の間で、入った瞬間これだ。

「以前、君の父君が初めてナーヴェを訪れた時のことを、つい昨日のように思い出したわ」

「い、いえ。父には全く及びません」

　そう僕が謙遜して言うと、突然に鬼のような形相になってシュベルトは僕を睨にらみつけた。

「何だと……？」

「……へっ？」

「それはナーヴェの飛行機乗りなど、父に及びもつかぬ自分でも一蹴できると、弱兵も良いところだという……我が国の飛行士への侮辱か？」

「い、いえ！　そんなつもりはっ！」

　そう僕が震えながら顔の前でぶんぶんと手を振ると、一瞬にしてシュベルトの顔が満面の笑みに戻った。

「……冗談だ」

「へ？」

「あんまり気弱そうな顔をしているから脅かしてみたくなっただけだ！　はっはっは！　そこは父君には似なかったようだな！　何、世の中俺みたいな奴やつばっかりでは上手くは回らん、君のような人間も世界には必要だ、結構結構！」

「は、はあ……」

　獣の咆ほう哮こうのような大音量で、豪快な笑い声を部屋いっぱいに響かせるシュベルトを見て、僕は思った。

　苦手だ、と。

　だけど僕はつるりと微笑を浮かべ、そんな気持ちは微み塵じんも表に出さない。

「そうだ……おい！」

　そうシュベルトが思い出したように言い手を叩たたくと、側近が駆け寄ってくる。

「シエル君に例の物を」

「はっ」

　そう言って側近が下がり、その数分後に運んできたのは。

「き、金っ!?」

　ぎらぎらと光る金のインゴット。五〇〇グラーメが二つで一キログラーメ。ざっくり四〇〇万ゴート──人一人が一年間、ゆっくり生きていける額だ。

「先ほどの非礼の詫わびだ、持っていってくれ」

「え、ちょ、仕事も受けていないのに頂けません！」

　僕が慌ててそう断ると、シュベルトは眉を顰ひそめて非難する。

「お堅い奴やつだな、いいじゃないか、やると言ってるんだから貰もらっておけば」

「そ、そうは言っても……」

　僕が恐縮していると、シュベルトは溜ため息いきを吐ついて立ち上がった。

「なら、これでどうだ？」

　そう言ってシュベルトは大きな右手でインゴットを鷲わし摑づかみにし、自分の顔の横に掲げる。

「半分は、先ほどの見事な空戦の観覧料」

　それから左手でもう片方のインゴットを持ち上げ、それも顔の横に掲げる。

「もう半分は、父君に代わって『白翼』を継いだ君との契約料ということにしよう。これで文句あるまい？」

　そう言ってまた何度目かの豪快な笑い声。そこまで言われてしまえば、僕はもう頷うなずくしかなかった。

「では正式に契約といこう。シエル君、ストリームチャートを」

　僕は頷き、持ってきたストリームチャートを開いてチャートブックを取り外すと、シュベルトの御ご前ぜんに差し出した。

「ペンと王印を持て」

　ナーヴェのページの、その裏面をシュベルトが開く。シュベルトはそれを見て目を細める。

「父君にも、この私がサインをしたのだな。一代でこれほどのチャートブックを作り上げるとは本当に驚くべきことだよ。君の父君は空と風と海に愛された、まこと『白翼』という名にふさわしいスワローであった」

　僕の胸に、微かすかな痛みが走る。父さんの話をされる時はいつもそうだ。

　父さんを押し付けられている、強いられている。

「はい。シュベルト様にそう仰おつしやって頂ければ、父も喜ぶと思います」

　だけど、僕は笑う。

　僕には「偉大な父を誇る息子」の姿が求められている。僕はそれに応えなければならない。

　いや、応えてしまう、のかもしれない。スワローとして僕に課せられた、直ることのない職業病。

　僕はスワロー、たった一人で海を渡り、人と人を繫つなぎ、国と国を結ぶ者。だから僕は人に好かれなくちゃならない。人を好きでいなくちゃならない。そこに、僕の意思が介在する余地はない。僕がスワローである限り、つまり、僕が僕である限りは。

　王が玉座から立ち上がり、跪ひざまずいた僕に直接チャートブックを手渡した。

「ナーヴェ王シュベルト・ナーヴェ・ファルケの名の下に、スワロー『白翼』シエル・ミグラテルにナーヴェのストリームチャートを預ける……これからもよろしく頼む」

「ありがとうございます」

　受け取ったチャートブックのページには、父さんに宛てた署名の下にこう書かれていた。

　──王名において、スワロー、シエル・ミグラテルと船国ナーヴェの契約を結ぶ。ナーヴェ国王シュベルト・ナーヴェ・ファルケ。

「ではお堅い儀式はここまでにしよう！　おい、酒を持て！」

「……僕は未成年なんですが」

「それはヴェセルの法であろう？」

「恐らくナーヴェの法でも未成年かと……」

「そんな法は聞いたことがないぞ！」

「シュベルト様、シエル殿は我がナーヴェの法においても禁酒の歳としにございます」

「何!?　何と使えぬ法だ！」

　……やっぱり、この人は苦手だ。







　スワローを継ぐ、というのは割と面倒でデリケートな問題だ。それはスワローにとって欠かせないストリームチャートの扱いにある。

　船国は全て、この世界を循環する巨大な海流──ストリームに乗って刻一刻と移動している。乗っているストリームが違うわけだから、当然この航路は船国によって一つ一つ違っている。北から南まで大きく回る船国もあれば、一周が小さい船国もある。中には複数の航路を帆を使って渡り歩く国もある。そのストリームの一周期を一年としているから、国によって一年の長さは違ってくる。このストリームの動きを詳細に記録したものがストリームチャート──海流図だ。

　ノアが生み出したという船は人が築くにはあまりに巨大で、新しく造ることができない。それに船の上には作物が栽培できるように土壌は張られているものの、金属類、石油、石炭といった地下資源はない。だから船国の多くは慢性的な土地不足と資源不足を抱えている。それ故に争う。資源は天然の島から採掘するしかない。複数の船国のストリームがぶつかる島では、土地の覇権を巡って各国の遠征軍が一年に一度接近する本国からの増援を頼りに、終わりのない戦争を繰り広げている。だが、それだけならまだ良い。

　一番悲惨なのは船国そのもの同士が接近してしまった時だ。一度船国同士の戦闘が始まれば被害は凄惨を極め、最悪どちらか片方が滅んでしまうこともある。

　それ故に自分たちの居場所を知らせるストリームチャートは船国にとって生命線ともいえる最重要機密だ。だから基本的に、他国のストリームチャートを知ることはできないし、知ろうともしない。それに触れようとすることは自国を危険に晒さらす紙一重の行為だ。でもそんな事情の船国同士だからこそ、手を組めるなら組みたいし、協力できるなら協力したい、というのも本心だ。

　だから船国と船国が交流を持つには、一つクッションが要る。それが「スワロー」だ。高い精度のバイオコンパスと、燃料を必要とせずいくらでも飛び続けられる旧時代の遺産「永久機関エンジン」を搭載した水上飛行機を駆り、船国から船国へと渡り歩く者、それがスワロー。

　僕たちスワローはそれぞれの船国と「信用」を以もつて契約し、各国のストリームチャートを預かる。一つのストリームチャートには、その船国に暮らす何万もの人々の命運が懸かっている。父さんが僕に残したストリームチャートには十五の船国の航路と百七十六の島の位置が記録されているのだから、命よりも大事にしていたのは当然の話だ。

　そんな父さんのストリームチャートを継ぐ、ということは、父さんの「信用」を継ぐ、ということと同義だ。スワローがストリームチャートを継承するには、前の持ち主からの推薦書、または遺書と、そのストリームチャートの価値に応じて課されるスワローギルドからの試験を通らなければならない。だが、それだけでチャートに載った船国が僕を認めてくれるわけじゃない。船国も命が懸かっているのだから慎重になる。前任と同じく、後継者が信用に足る者かどうかには。

　ナーヴェ王であるシュベルトが僕を信用してくれたことには感謝しないといけない。おかげで僕は仕事を、空を飛ぶ理由を失わずに済むのだから。

　正直に言って僕は、スワローとしての仕事にも報酬にも大して興味はなかった。今、僕がヴェセルから預かってきた手紙の値段は一通で三〇万ゴート。これを高いと思うか安いと思うかは人によって違うわけだけど、僕にとっては過分な値段だ。でも、そんなことはどうでもいい。別にタダで運んだって僕は構わない。

　僕は飛行機に乗るのが好きで、空が飛びたいだけだった。ただ、父さんの『白翼』を継いだ僕には、空を飛ぶのに理由が必要だった。僕がスワローとしての仕事をしているのは、有り体に言ってしまえば「そこに行く」理由を得る為ために過ぎなかった。







　王城からやっと解放された僕は、本来の目的であるヴェセルからの手紙の宛先探しに街中を歩いていた。

　ナーヴェの街は道が恐ろしく入り組んでいて、油断するとすぐに迷子になってしまう。上陸された時の白兵戦を想定してわざと城下を複雑に作っているのだという。そう聞くと凄く物騒だけど、歩いてみるとこれがそうでもない。通りづらいように狭く作った道、それを挟む家々はとても距離が近くて、何だか人の生活そのものがぎゅっと密着しているように感じられる。頭の上を通る歩道橋から下の道を歩く知り合いに挨拶をしたり、なんて光景もさっきから何度も見た。

　それは実にアットホームで良いのだけど……。

「ここ、どこだろ……」

　やっぱり、道が分かりづらいのは良くないと思う。

　特に行き止まりが辛つらい。同じ小こ路みちを行ったり戻ったり、それを繰り返すのは実に切ない。そんな思いでうろうろと歩きまわっていた時だった。

「なあ、君」

　突然そう背後から声をかけられて、僕は振り返った。

　すらっと背の高い青年が立っている。育ちの良さそうな整った顔だ。大きく丸い青の瞳は、体たい軀くの大きさに反して優しく、人懐っこい印象さえ与える。金色の髪は自然な癖で綺き麗れいに後ろへと流れている。着ている茶色のジャケットにはナーヴェ国旗のプリント。軍人だ。

「えっと、その僕は怪しい者じゃなくてですね……」

　不審者だと思われている。そう思って反射的に言い訳を始めた僕に、青年は笑顔で手を振った。

「いや、そうじゃなくて。何か同じ場所を行ったり来たりしてるから、迷ってるんじゃないかと思って」

「あ……」

「ああ、すまない。勘違いだったらいいんだ、失礼した」

　僕の呆ほうけた顔を見て、彼はそう言って去ろうとした。彼の背中がくるりと回るのを見て、僕は思わずこう叫んだ。

「ま、迷ってます！」







「スワロー……ということは、君があのポラリスの操縦士のシエル・ミグラテルか!?」

　そう言って口を開けて僕の顔を見る彼に、僕は苦笑するしかなかった。

「悪いが、とてもそんな凄すご腕うでには見えないな……」

　正直な人だな、と思う。言葉としては侮られていても、本心から驚いて言っているのが分かるから悪い気分にはならなかった。

「よく言われます……あなたは、下で見ていた方ですか？」

　そう訊きくと、驚きに驚きを重ねたように目を丸くして、それから彼は声を上げて笑った。

「すまない、人に名を尋ねておいて自己紹介がまだだったな。俺はナーヴェ空軍第一要撃飛行隊所属、クライス・アルエットだ」

「クライスさん、ってことは……」

「ああ、俺が君にやられたスピットファイアの操縦士」

　なんという偶然だろう。これにはお互いに、変な笑みを交わすしかなかった。

「それにしても、その歳としで本当に恐ろしいな。エンジンも機体性能も、それに地の利も、全部俺の有利だったはずなのに……完敗だったな」

　そうクライスは笑いながら言ったけれど、それは多分大人の表情だ。その裏側には、隠しきれない、あるいはわざと仄ほのめかすように残された悔しさが滲にじんでいた。

　僕は考えてしまう。こういう時、何と返事をするのが正しいのだろうと。何が自分にとって、相手にとって正解なのだろうと。

　そんなことはない、と言えば負けた相手には嫌味に聞こえるかもしれない。あなたも良い腕だと言えば、上から目線に見えるかもしれない。そうだ、と認めれば自信過剰もいいところだ。

　僕は正解の表情をして、正解の言葉を口にしたいと願う。いつだって、大人でありたいと願う。正しく響きの良い言葉をすらすらと語り、こんなふうに人と話す時、目蓋の内側で苦しまなくてもよい、そんな大人になりたいと願う。

　でもやっぱり、僕は子どもなのだろう。だから僕のところには都合の良い正解は降ってはこない。

　僕が返事をしないから、会話が止まってしまった。クライスの案内に従って、僕は無言で手紙の届け先へと歩いた。

　人と上手に話すのは、僕には難しい。いつだって、とても。

　ゆるやかな坂を上っている時、不意にクライスがこう訊きいた。

「なんで俺は、君に勝てなかったんだろう」

　僕はその答えを考えてみた。そうしたら、自然とこんな言葉が出てきた。

「僕の勝負に乗ったからだと思います。街の中に入らなければ、勝負は分かりませんでした」

「自分の空で、あんな勝負を挑まれたら降りるわけにはいかないさ」

　僕はクライスの言葉に首を振る。

「そういう問題じゃなくて、機体の特性の問題です。僕のポラリスはクライスさんのスピットファイアに速度では完全に負けていました。でも、代わりに旋回半径はポラリスのほうが小さい。小回りはこっちのほうが利きます。それに永久機関の特性で加減速性能はガソリンエンジンに勝っています。クライスさんのスピットファイアは旋回よりも速度を活いかした勝負のほうが活きる機体だったから、もっと空を広く使うダイナミックな戦いを心がければ……」

　そこまで話して、クライスがずっと無言だったことに気付き、はっとして僕は言葉を止めた。

「す、すいません！　偉そうに……」

「いや、良い。君に勝てなかった理由が分かった気がする」

　そう呟つぶやいたクライスは微笑を浮かべていた。それも、今度は愛想の笑顔ではなく、本当に嬉うれしそうに。僕には彼の気持ちが上手く飲み込めなかった。そんな僕に、クライスはこう続けた。

「さっきの戦い、君は楽しいと思ってたんじゃないか？」

「……ちょっとだけ」

　僕が正直に言うと、クライスはやっぱりと呟いた。

「俺は怖かったよ。君に付いていけるのか、街の中に突っ込んだ時凄く恐ろしかった」

　そう言ってクライスは空を仰いだ。

「君は、空を飛ぶということにとても純粋で正直なんだな。自分の腕と機体、相手の腕と機体をよく理解し、一番良い飛び方を選んだ。それに対して俺は、そこに驕おごりとか、プライドみたいな不純物を持ち込んだ。だから、負けた」

　あっけにとられて、僕は言葉を発することができなかった。そんな僕を、怪け訝げんな目でクライスは眺めた。

「……どうした？　そんな顔をして」

「いや、そんなこと考えたこともなかったから……」

　僕が思ったとおりにそう言うと、クライスはさっきのシュベルト王のように声を上げて朗らかに笑って見せた。僕にはクライスが笑った理由が分からなくて、びくびくした気持ちで彼を見ていた。

「じゃあ、君は何を考えながら空を飛んでいる？」

「何を、考えて？」

「そう。シエル君、君は空の上で何を思う？」

　そうクライスが訊きいて、僕は自分が何を考えているのか考えた。だけど、しっくりくる答えは簡単には出てこなかった。

「よく、分かりません」

「自分が何を考えているか、分からない？」

　僕が頷うなずくと、クライスも頷いた。

「面白いな」

「もしかしたら、何も考えていないのかもしれません」

「そうか」

「クライスさんは」

　そう自分から切り出したことにちょっと驚きながら、僕は言葉を継いだ。

「クライスさんは、何を考えながら空を飛んでいるんですか？」

「自分が死ぬことと、相手を殺すこと」

　そう何の迷いもなくクライスが答えて、僕は息を飲んだ。

「俺は戦闘機乗りだ。だから敵を撃つのが役目で、失敗すれば俺が撃たれる」

　僕は、操縦士を殺したことがない。戦闘に巻き込まれたことは何度かあるけど、わざと軽い損傷を負わせて撤退させたり、振り切って逃げたり、そんな戦い方ばかりしてきた。スワローは積荷を守る為ためには戦うけれど、戦うことそのものを目的にして機関銃は撃たない。

　クライスは、機関銃を敵機に当てる為に空を飛んでいる。戦う為に飛行機に乗っている。そんな当たり前のことが、僕の頭の中をぐるぐると回った。

「悲しい……ですね」

　そう僕は言った。だけどクライスは小さく首を振った。

「そんなことはないと俺は思うよ」

「どうして？」

「俺が戦い続けることができれば、他の誰かが戦わなくて済む」

　クライスの言いたいことは分かった。でも、それは詭き弁べんというか論理のすり替えというか、やっぱり僕には良いことには思えなかった。

「自分以外の誰かを守る為に、自分を犠牲にするということですか？」

「ああ、そういうことだ」

「それはやっぱり、悲しいと思います」

「そうかな。俺は、守りたい人たちの為ために空を飛ぶのは、悪くないもんだと思ってるんだけど」

　クライスは自分に言い聞かせるような調子でそう言った。僕はそれ以上何も言わなかった。またしばらく、無言で僕たちは歩を進めた。

「君は、どうしてスワローになったんだ？」

　不意にクライスが、そう尋ねてきた。その問いにはすぐに答えられた。

「空を飛ぶには、理由が必要だから」

「理由？」

「僕は空を飛ぶ為に、父さんの……アカーシャ・ミグラテルの『白翼』の名とポラリスを継ぎました。だから僕が飛ぶには理由が、スワローであることが必要なんです」

「理由、か」

　クライスは僕の言ったことについて考えているようだった。それから少し間があって、結論を出したようにクライスはこう返事をした。

「悲しいな」

　クライスは僕と同じように「悲しい」と言った。クライスが僕の話のどの部分を、どう悲しいと言ったのか、僕には分からなかった。僕は訊きき返す。

「どうして、クライスさんはそう思うんですか？」

「だって、君は空を飛ぶ為にスワローをしているんだろう？」

　僕は頷うなずく。それを見てクライスは小さく微ほほ笑えんだ。

「俺なら、スワローをする為に空を飛びたいと思うね」

　僕はクライスの言ったことについて考えてみた。何が言いたいのか、摑つかめそうで捉えきれないようなところがあった。まるで雨雲の先にかかる虹みたいに。

「飛びたいから空を飛ぶ、それじゃ、だめなのかな」

　僕はそう呟つぶやいた。クライスは前を向いたまま優しくこう言った。

「良いと思う。空を飛ぶ為だけに空を飛ぶ、きっと素敵なことだ」

　それから立ち止まり、僕のほうを向いてこう付け加えた。

「けど、俺はそうしたいとは思わない」

　そう言ったクライスの声色は、清すが々すがしいくらいに迷いがなかった。

「さあ、着いたぞ。その住所はここだな」

　いつの間にか、目的の家の前まで来ていた。クライスと話していた時間が長かったのか短かったのか、よく分からないくらい僕は真剣に話をしていた。

「君と話せてよかったよ、シエル君」

　クライスの言葉に僕も頷く。クライスは僕に背を向ける。

「案内、ありがとうございました」

　僕はクライスの背中にそう声をかけた、彼は一度だけ振り返った。

「君がスワローである理由、見つかるといいな」

　僕はクライスに一礼して、踵きびすを返した。手紙を届けないといけない。







　門扉をノックすると、中から姿を現したのは若い女性だった。エプロンドレスに白のカチューシャ、恐らく家付きのメイドだろう。

「ヴェセル・スワローギルドより参りました、シエル・ミグラテルです。こちらの旦那様にお手紙を預かって参りました」

「スワローさん!?　今、主人を呼びますので中でお待ちください！」

　メイドは僕を応接室に通すと、慌てた様子で部屋を後にしていった。

　無理もない、僕が来ることなど想定していなかっただろう。ヴェセルとナーヴェの間には国交がないから、行き来できるスワローも多分僕以外にはいない。

　しばらくして一人の老紳士が部屋へと入ってくる。綺き麗れいに白くなった髪をオールバックにまとめ、歳としは取っているが体は引き締まっているように見える。艶やかに光を照り返す紺色のジャケットは羊毛だ。飼育に広い土地と牧草を必要とする羊の毛は、ノアではかなりの高級品だ。

「ヴェセルからスワローが来たと聞いて驚いたよ、一体どなたからの手紙かな」

「『戦友だ』と伝えてくれ、と申し受けております」

　そう言って、僕は分厚い水すい密みつ革の鞄かばんから一通の手紙を取り出す。赤いシーリングワックスで封がされている。

「さて、誰のことだろうか……」

　主人は一ひと頻しきり手紙を検分し、それからペーパーナイフで丁寧に封を切った。

「これは……そうか。確かに、紛れもなく私の戦友だ。懐かしい」

　そう言って主人は顔をほころばせた。それから、手紙に落としていた視線を上げる。

「手紙の送り主のことは、君は知っているのかね？」

「……？　えっと、お預かりしただけですが」

　スワローは、基本的に送り主や送り先の素性、荷物の中身には触れないのが暗黙の了解だ。同じように受取人も、たとえ何を持ってこられたとしても荷物についてスワローに責は問わないことになっている。つまりスワローは相応の代金さえ貰もらえれば基本的に何でも運ぶが、運んだ物については当事者同士の問題とする、ということだ。場合によっては国交を左右するような荷物も運ぶ為ためにこういった慣例が次第に定着していったのだと思う。だから僕も、基本的には荷物を運ぶ為に必要なこと以外は求めない。個人的にあまり求める気もない。そういった部分に踏み込んでも、厄介で面倒なだけだ。

「君のような若いスワローには話をしてやってもよかっただろうに。送り主も昔はスワローをやっていた男だよ」

　そう主人は話した。その目はまるで夕焼けを見るようで、この部屋の中とは違う、どこか遠くに焦点を合わせているようだった。

「こう見えても私も、若い頃はナーヴェ空軍の要撃機操縦士だったんだ」

　僕は頷うなずいた。道理で、歳としの割に体が締まっている。

「ずいぶん昔の話だが……彼がナーヴェに荷物を運ぶ途中、別の船国のコルセアに襲われていたところを一緒に切り抜けたことがあった。そうか、あの時のことをまだ覚えていたんだな……」

　そう、主人は思い出をなぞるような、ゆっくりとした口調で呟つぶやいた。

「君、まだ時間はあるかね？」

「はい。お預かりしているのはこの手紙だけでしたから」

　僕は慣れたいつもの微笑を作るとそう返事をした。

「少し時間を貰もらえないか、返事をお願いしたい」

「もちろん承ります」

「今、メイドに代金を持たせよう。しばらくゆっくりしていってくれ。用意できる物は彼女に遠慮なく申しつけてくれて構わないよ」

「ありがとうございます」

「今日は良い御お客きやく人じんを迎えられて嬉うれしく思う、ありがとう。では、失礼」

　そう軽く一礼すると、主人はきびきびとした動作で部屋を後にした。

　手紙を届けると、ほとんどの人が返事を出す。距離や場所にもよるけど、手紙一通の相場はおおよそ二〇万～四〇万ゴート。人一人が一ヵ月ゆっくりと暮らせる額で、代金は安いものじゃない。もちろんスワローからの手紙を受け取るような人の多くが裕福である、ということもあるのだろうけど、多分理由の一番大きなところはそこじゃない。

　閉鎖された船国という世界で暮らしている人にとっては、声が聞こえなくても、姿が見えなくても、海の向こうに存在する友人を感じられるということに、それだけの価値があるということなのだ。

　昔、父さんが言っていた。海の向こうに誰かがいるという事実を味わえるのは、それだけでとても贅ぜい沢たくなことなのだと。だから、顔を見て声も聞けるスワローは、最高に恵まれた仕事なのだと。

　僕には未いまだに、父さんの言っていたことを理解できても実感できないでいる。

　僕が荷物を届ければ、みんなが嬉しそうに受け取る。だから僕も、貴方にこの荷物を届けられたのが嬉しいと、そんな顔をする。

　でも、そこに僕の心はない。僕の本当の心は形作られた表情の裏側にあって、そこに鍵を掛ける時、僕は息が詰まるような、微かすかな苦しさをいつも感じる。

　そんなに、誰かと関わることは大切なことなんだろうか。

　そんなに、僕のしていることは大切なことなんだろうか。







　返事を預かって、当日中に僕はナーヴェを発たった。今ナーヴェとヴェセルは距離を近付ける航路にあるから、行く時よりも短い飛行で帰れるはずだ。着水休憩を取りながら六時間飛んだところで、一旦無流海域に着水して夜を明かし、陽ひが出るのを待ってもう一度飛び立った。昼前にはヴェセルが見えてくるはずだ。

　飛行は順調に進み、太陽が頭上に上る頃、予定どおりヴェセルが見えてきた。

　船国の姿にはその国の歩んできた歴史が映る。ヴェセルの姿はナーヴェとは全く違っている。対空砲台や物見塔と言った戦う為ための設備は少なく、代わりに目立つのは美しい白で構成された街並みと、鏡のように陽光を照り返して輝く中央の王城だ。「海うな原ばらの白姫」という異名を持つヴェセル王国は、潤沢な資源を背景にほとんど戦をすることなく平和を保ってきた数少ない船国だ。ヴェセルの航路上には他国の航路と交わらない島が多く存在し、そこから産出される資源を独占的に扱うことができる。ヴェセルの外観にはその富が滲にじんでいるというわけだ。

　通信機の周波数を合わせ、ヴェセルの管制塔を呼び出す。

「ヴェセル・スワローギルド所属、シエル・ミグラテルです」

「よお、シエル。こちらから機体を確認した。着水を許可する」

「ありがとうございます」

　ヴェセルは僕のホームランド、仕事を請ける拠点にしている船国だから、離着水は頻繁に行う。管制官もほとんどは知り合いで、ヴェセルの港は顔パスみたいなものだ。

「着水にはいつもどおり十六番ポートを使ってくれ、おかえり」

「ただいま」

　ただいま、という返事にはいつも少し緊張する。何というか、慣れない。僕は通信を切る。そのまま南側に旋回して港を目指す。







　着いたその足で僕はヴェセル王城へと向かった。

　見慣れたヴェセルの王城。だが、足元から見たその姿にはいつも圧倒される。くすみのない巨大な白が、首が痛くなるほどに高く、蒼そう天てんを貫いている。僕自身スワローになっていくつかの王城をこの目で見てきたけれど、ヴェセルより美しい城には出会ったことがない。

　近衛このえ兵へいの案内に従ってエレベーターで王城を上り、上層の謁見の間へと入る。

「スワロー、シエル・ミグラテル。ただ今戻りました」

「よく無事で戻った、シエル。面おもてを上げよ」

　跪ひざまずいた姿勢から顔を上げる。ヴェセル王、ソーレ・ヴェセル・カナール。歳としは五十を回ったと言うが、表情に宿る精せい悍かんさは老いを一切感じさせない。ヴェセルの豊かさを堅実に守り、維持してきたその治世は賢王と呼ぶに足るものだろう。

「アカーシャから『白翼』を継ぎ、初めてのナーヴェへの旅であったな。かの国の様子は如い何か様ようであったか？」

「着いて早々に一騎討ちを申し込まれました。謁見を賜った折にシュベルト王から伺いましたが、父も同様に一騎討ちで腕を披露し、契約に至ったと」

　そう苦笑しながら僕は話す。ソーレ王の目が興味に微かすかに光って見えた。

「ほう。して、相手はどのような者であったか？」

「ナーヴェ空軍特等飛行士、クライス・アルエット殿と伺いました。非常に優れた腕の乗り手でしたね」

「父譲りのお前をしてそう言わせるのであれば、位に違たがわぬ飛行士なのであろうな」

　ソーレの言葉に僕は頷うなずいた。しかしそれ以上にソーレが興味があるのは、クライスの乗っていた飛行機の性能だろう。

「彼の乗機も実に優れた要撃機でした。スピットファイア・アーキタイプの機体でしたが、恐らくヴェセルでは把握していない新型であったと思います。目測ですが、速度は時速六〇〇キロメード以上、最高で六五〇は出るかもしれません」

「ふむ……だとすれば、我がヴェセルの要撃機を遥はるかに凌しのぐ性能だな」

「ええ。試作機かもしれませんが、二〇〇〇馬力クラスのエンジンを積んでいると思います」

　王は眉を顰ひそめ、一ひと頻しきり黙り込んだ。それから小さく頷き、僕を見た。

「……良い土産みやげ話ばなしを聞いた。心ばかりではあるが、褒美を取らせよう。これからもこのヴェセルを止まり木とし、励んでほしい」

「ありがとうございます」

　恭しくしきたりに従った礼を取り、退出しようとした。

「シエルよ」

　その時ソーレに呼び止められ、僕は振り返った。

「つかぬことを訊きくが、ナーヴェ以外の船国で、最近この辺りで渡った国はあるか？」

「……いえ。この前はディヴェル島からバルコに渡る仕事を引き受けていたものですから」

「船国バルコか、ずいぶんと遠方だな」

「ええ。そちらに掛かりきりだったもので、この辺りでの仕事はしておりませんが……どこか気になる国がございましたか？」

「……いや、よい。引き止めて済まなかったな」







　人の行き来がほぼない以上、船国には他国の情報はほとんど入ってこない。その貴重な情報源が僕たち「スワロー」だ。僕たちは仕事で他国に渡り、そこで見聞きした情報をホームランドに持ち帰る。特に王の代替わりや同盟や戦争といった政治的な情報、新兵器の開発や軍備の増強といった軍事的な情報は貴重で、それ自体がスワローとしての仕事や売買の対象となる。

　ナーヴェのガソリンエンジンの性能については、結構価値ある情報だったと思う。ヴェセルでの僕の仕事にも追い風になるだろう。

　王城を後にし、ナーヴェからの返事を依頼主に届けた後、そんなことを考えながら僕はヴェセル城下町の大通りを歩いていた。

　そこら中に響く喧けん騒そう。道を埋める人の波。空と坂と、きらきらと光る白壁が織りなす風景。この活気は、交易に富んだヴェセルならではの景色かもしれない。

　赤あか煉れん瓦が敷きの緩やかな坂道を、店をはしごしながら歩いていく。

　街に出た目的は二週間分の食料品だ。僕は塩漬け豚、燻くん製せい牛といった保存食を中心に、野菜や卵、パンといった食材を大金をはたいて買いこんでいく。

　金さえ出せば物が買える、これは船国の上では結構凄いことだ。船の上で作れるものは限られているし、船の外から持ち込めるものも限られている。だから、いくら対価を用意したところでそもそも物がない、ということが船国においては日常茶飯事だ。その点ヴェセルは恵まれている。豚の塩漬けなんて、他国じゃ日の当たる店先には並んでいない。

　なんでこんなまとめ買いをしているかと言えば、それはこの先ちょっとしたバカンスを計画していたからだった。

　今、ヴェセルの航路の近く、一〇〇〇キロメードほど北東の無流海域にサンクティエラ島という小さな島がある。この島は父さんが見つけて、こっそり私有していた島だ。僕はこのサンクティエラ島で一週間ほど、仕事を休んでのんびりと休暇を過ごそうと思っていた。ナーヴェの仕事で普通の人の一年分は稼いでしまったから、それくらいでちょうどいい。







　買い物を済ませ、後部座席にどっさりと荷物を積み込んだ僕は夕暮れの入り口にヴェセルを発たった。海風は実に穏やかで、紅と藍の境界を静かに揺らしていた。僕とポラリスは、深呼吸をするように丁寧にその中を飛んだ。

　次第に色を変えていく空の中を飛ぶことが僕は好きだった。多分、それがこの世界の美しさを一番身近に感じる方法なんだと、僕は信じていたから。

　三時間ほど飛行すると米粒のような小さな島が見えてきた。もっと昔に見つかっていても良かったんだろうけど、無流海域にあったこととその小ささから発見されずにきた島だ。このサンクティエラの存在を知っているのは、父さんとその知り合いのごく僅かなスワローに限られている。サンクティエラは小さな入り江を持った三日月に似た形をしていて、入り江には父さんが造った小さな桟橋と小屋がある。

　僕は機体を島に向かって降下させた。







　入り江にゆっくりと入っていくポラリスから見える景色。真っ赤な夕日を照り返し、そこから透明へと美しくグラデーションしていく水面と、銀に光る砂浜。豊かな森と小さな小屋。

　そこは世界の特等席。サンクティエラ「聖なる場所」とは言い得て妙だ。もし買い手がつくとしたら、きっと国が揺れるようなお金か軍隊が動くんじゃないか、そう思えるような、本当に綺き麗れいな島だ。

　こんなに素晴らしい場所を見てお金のことを考えるようになるなんて、僕も大人になったのか汚くなったのか。自分の思考に僕は一人苦笑する。

　操縦席を降りて、水面に浮かぶ桟橋に飛び降りる。ぎし、と木が軋きしんで、僕の重さに橋が沈む。この桟橋は橋げたにフロートを繫つないだ簡易なもので、地面に固定されていない。だから歩くと吊つり橋ばしみたいにゆらゆらと揺れる。

「……懐かしいな」

　足裏に伝わるこの感覚に、思わず僕はそう声を漏らした。

　この島に来るのは七歳の時以来だ。父さんは僕をこの島に連れてきて、それから何も言わずに自分だけヴェセルに帰ってしまった。それから四日の間、僕はこの島で一人ほったらかしにされていたのだ。

　今になって思うと笑ってしまうけれど、あの日、最初の夜を迎えた僕は本気でもう死ぬんだと思った。もうだめだ、もうだめだ、そう心の中で繰り返し、両目を泣き腫らし、浜辺に身を投げ出して仰いだ夜空。

　その景色に圧倒された。自分が死ぬかどうかなんて、どうでもよくなってしまうくらいに。

　ありったけの宝石を集めて宙に放り投げ、その刹那を切り出した世界の断片。薄雲の中から顔を出す、無数の色、輝きの渦。

　街から見上げる四角い空とも、飛行機から見る際限なく広がる空とも、あの日の夜空は違った。

　こんなにも美しいものが、この世界にはあるんだ。僕はただ、純粋にそう思ったことを覚えている。

　次の日から、僕はなりふり構わずに何でもやった。半日かけて、うろ覚えの知識で試行錯誤して火を起こした。魚も獲とった。三日目には罠わなを作って追い掛けずに魚を捕まえることにも成功した。そこらに生えている野草だって、恐る恐るちょっとだけ食べてみて、一時間経たってお腹を壊さなければ苦くても不ま味ずくても食べた。夜には外から聞こえてくる動物の鳴き声や葉擦れの音が怖くて、小屋の暖炉に焚たいた火の傍そばを離れられず、毛布にくるまって座っているといつの間にか朝になっていた。

　たったの四日間だったけれど、この島が僕に色々なことを教えてくれた。食べることの難しさ、夜の恐ろしさ、空の美しさ、海の表情、大気の声、森が呼吸をする音、自分の小ささ、世界の大きさ。

　この島は、僕にとってそんな場所だ。

　小屋の扉を開けると、キイという高い音と共に埃ほこりっぽい空気がふわりと流れ出してきた。

　まるで時の流れが止まってしまっているようだ。小屋の中の様子は僕の記憶の中と何一つ変わらない。

　まずは掃除から始めないといけない。けど、とりあえずやるべきことは全部後回しだ、明日でいい。僕はベッドの埃だけを軽く払いのけた。木が腐っている様子もない。まずは今晩寝られれば問題はない。時間はいくらでもあって、急いでやらなければならないことなんて何一つないのだから。

　ポラリスから荷物を降ろして小屋の中に運び込むと、外はもう真っ暗だった。幼かった僕がそうしたように、僕はランタンに火を灯ともして浜辺へと出た。







　ゆっくりと流れる時間に身を任せて、朝には朝を、夜には夜を楽しみ、眠りたい時に眠り、目覚めたい時に目覚める、美お味いしい物を丁寧に調理して食べ、いくら見ても飽きることのない、一刻ごとに色を変える景色を味わい、全てを感じるままに過ごす。僕はそんなふうにこの一週間を過ごそうと思っていた。

　けれどそうはいかなかった。

　僕は浜辺に歩き出してすぐに、この島の時間は止まってなんかいないんだということに気付かされることになる。

　小屋を出た瞬間に、僕は違和感を覚えた。ここに来る時に見た浜辺の景色と何かが違っている。

「……何だ、あれ」

　その感覚の正体が、浜辺の向こうに転がっている何かの影であることに僕は気付いた。最初、僕は流木か何かだろうと思った。けれど、妙に気になってしまい僕は正体を確かめる為ためにそっちに歩いていった。

　近付くに従って輪郭がはっきりとしてくる。それは木ではなくて、布の塊だった。

　すぐ近くまできて、僕はそれが何かちゃんと確かめようとランタンの明かりをかざした。そして驚いて、思わず後ろに尻もちをついた。

「……人っ!?」

　布の塊だと思ったのは服。手と、顔と、足と。肌が見える。間違いない、人間。

　もう一度恐る恐る近寄り、顔を光で照らす。

　それは真っ白な服に身を包んだ、小柄な少女だった。

　最初、僕はその子が死んでいると思った。あまりにも、まるで北の海に降る粉雪みたいに肌が白かったから。でも彼女の口元で耳を澄ませてみると、ほんの微かすかに呼吸をする音が聞こえた。

　生きている。僕は、そっと彼女の手に触れてみる。

　……酷ひどく冷たい。長い間海水に晒さらされていたせいで体温が下がり切っている。

　とにかく、体を温めないといけない。

　僕は少し躊躇ためらいながら彼女の体を抱え上げた。華きや奢しやだけれど、力が抜けているのと服が思いきり水を吸っているせいで見かけより重い。しっかり持たないと落としてしまう。僕の腕の中で、彼女は苦しそうに眉をひそめて息をしている。
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　僕は急いで小屋へと戻ると、とりあえず彼女をベッドに寝かせた。手足をぐったりと投げ出し、力ない様子で仰あお向むけになった彼女を前に、僕は迷った。

　彼女は今、海水で濡ぬれ鼠ねずみの状態だ。このままだと濡れた服が体温をどんどん奪っていってしまう。外からいくら温めたところで効果はないだろう。

　……けど、だからと言って意識のない女の子の服を勝手に脱がすというのはどうなんだ？　目を覚ましたとしても後々まずいんじゃないか？

　そんなことを考えながら、僕は彼女の顔をじっと見下ろした。

　綺き麗れいな顔を苦しそうに歪ゆがめて、小さく、けれど必死に息を吐いている。

　だめだ。命が懸かっているんだ。こんなことで迷ってはいられない。

　……とは言っても、これは、一体どうすればいいんだろう？

　彼女が着ている服は男の僕からすると作りが複雑すぎた。

　外から見る限りでは、白いワンピースの上にボタン留の、これも白いショートコートを着ている。コートは紐が背中でクロスするように掛けられた肩吊りで、首のチョーカーに繫がっている。ペンダントも下げているが、トップは胸の内にしまわれていて見ることはできない。

　で、上着だけでも何とか脱がせられないか、なるだけ触れないよう外からちょこちょこと頑張ってみたけれど……

「……む、無理だな、これ」

　全部首のチョーカーに繫がっているので、これを外さないと何も進まない。でも、表から見る限り外せそうな場所はない。ということは……。

「首の裏側か……」

　いや、仕方ない。これは不可抗力だ。

　そう自分に言い聞かせて、ベッドの横から首の下に右手を滑り込ませる。絹みたいな青髪の感触を振り払いながら指先に意識を集中する。やっぱりそうだ、ボタンが付いている。

　でもこれ……片手じゃ外せそうにない。

　ボタンと彼女の首筋に触れたまま、僕は一回硬直した。

　僕が押さえるように持ち上げている、彼女の顔を見る。相変わらず、悪夢にうなされるような苦しげな表情で、荒く呼吸を繰り返している。

　……ごめん。ちょっとだけ、我慢して。

　そう心の中で謝って、僕は意を決してベッドに上った。横から彼女の上に覆いかぶさるように、僕は左手を彼女の顔の横に突いた。

　彼女の顔が、額が触れそうなほど近くにあった。僕は目を逸そらし、作業に集中する。

　そこから出来るだけ触れないように、抱き付く手前で写真を撮ったみたいな、そんな姿勢で、僕は両側から彼女の首に手を回した。

　ボタンを外す。チョーカーが取れると、少しだけ彼女の表情が緩んだように見えた。

　上着を脱がせてやると、だいぶ楽になったようだった。袖の下に付けていた紺のロンググローブもくるくると外してやる。どうしても彼女の肌に指が食い込んでしまうけれど、仕方ない仕方ないと脳内で繰り返しながら無心で遂行する。

　こうして、彼女の身に付けているものは胸までのワンピースとペンダント、そして長いソックスにまで軽くなった。流石さすがにこれ以上手を出すのは無理だな。

　そして触れ場に更に困りながらも、なんとか彼女の体を毛布で二重に包むことに僕は成功した。着ていた服はハンガーに掛けて暖炉の横に吊つるしておく。

　……何だか凄く疲れた気がする。だけど休んではいられない、次は室内の温度を上げなければ。夜の空気が満ちたこの部屋は彼女の体温を戻すには冷たすぎる。

　記憶を頼りに小屋の裏の物置を漁あさると、使っていない薪まきが出てきた。湿ってはいない。僕はそれを一抱え持ち帰ると、暖炉に井の字に組んだ。紙片と小枝にマッチで火を点つけて薪に移す。

　僕は火を絶やさないように薪を投げ続けた。だんだん熱くなってきて、僕は途中で上着を脱いで半袖のシャツ一枚で暖炉の火を見ていた。

　振り返ると、彼女の表情は少し穏やかさを取り戻したように見えた。心なしか血色も戻ってきているように見える。とりあえずは大丈夫そうだ。

　ぱちぱちと、ほの赤く爆はぜる火を見ながら僕は考えていた。彼女は一体何者で、どこから来たのだろう、と。

　今、サンクティエラから一番近くにある人の住む場所はディヴェル島……およそ北西に七〇〇キロメード。海に生身で放り出されて、生きて流れ着くような距離ではない。

　とりあえず放っておくわけにはいかないから助けてみて、実際助かったのだから良かったのだが……面倒なことにならなければいいんだけど。彼女の寝息を聞きながら僕は彼女が目を覚ました後のことを考えていた。







「ん……」

　布の擦すれる音で僕は目を開けた。ぼんやりとした目の前には、燻くすぶった炭の黒。

　途中で寝てしまったらしい。

「あ、あの」

　透き通った、笛の音のような声が響いて、僕はおぼろな両目をこすりながら振り返った。

　毛布を首元まで引き上げ、大きく丸い目を不安げな空色に染めながら、僕のほうを見る少女の姿がそこにあった。





二　流れ着いた少女　ステラ




「……あれ、私」

　そう言った途端、少女はめまいに顔をしかめた。

「あんまり無理しないほうがいいよ。多分、体には相当応こたえているから」

　彼女に不安を与えないよう、僕は注意深く適度な微笑と明るい声をセットした。

　僕は立ち上がり、とりあえず暖炉から種火を取って流しのオーブンに火を起こす。

「……ここは、どこですか？　私は、一体？」

　僕は少女のほうを見た。どうしていいか分からない、というふうにおろおろと周囲を見回している。どこまで伝えるかを選びながら、その思考が表に出ないよう自然を装って僕は話す。

「ここはサンクティエラ島……って言っても正式な名前じゃなくて、父さんが見つけて勝手にそう呼んでるだけなんだけど、とにかくそういう小島だ。場所が広まると面倒だからあんまり言いたくないんだけど、ざっくり言って今はヴェセルっていう船国の比較的近くにある。僕はそこからここに来てる。一番近い人が住んでる場所はディヴェル島、って立地」

「サンクティエラ、島……」

　少女は確かめるように、力の抜けた声でそう繰り返した。

「後の質問は、むしろ僕が聞きたい」

「後の質問？」

「君は一体何者なのか。ってこと」

　薪まきに火が点いた。僕は島の泉から引いている水道の蛇口を捻り、薬や缶かんの中に水を満たした。そのままオーブンの上に掛ける。

「昨日の夜、君はこの浜辺に流れ着いていた。でも、さっき『近く』って言った船国や島は、近いとは言っても飛行機基準の距離だ。だから港から海に飛び込んで真まっ直すぐ泳いできても、とてもじゃないけど生きて辿たどりつけるところじゃない。僕から訊きくけど、君はどうしてこの島に流れ着いたの？」

　無論、僕は彼女の事情をそんなに知りたいわけじゃなかった。人の深いところに入り込んでも、面倒なだけであんまり良いことはないと僕は思う。しかし彼女については何も知らないほうがまずい。

　このままサンクティエラに放っておくわけにもいかないから、ヴェセルかディヴェル島に送り届けてやらなければならないわけだが……この状況だ。彼女に何かしら厄介な事情があることは間違いない。それを知らずにいるのは僕としてもちょっとばかり危ない橋だ。

　……少しは、個人的な好奇心もあったかもしれないけれど。

　彼女は何も語らなかった。じっと下を見たまま何かを考え込んでいるようだった。あるいは語ることを拒絶しているようにも見えた。

「いいんだ、別に。話したくないなら」

　……すぐには出てきそうにないな。

　一ひと頻しきり待ってから僕がそう言うと、少女は少ししゅんとした表情を浮かべた。

「……ごめんなさい」

「謝ることないよ、誰にだって事情はあるんだし。初対面の相手だったら話せることのほうが少ないって思う」

　僕はそう、一応自分では明るさを割り増しして言ったつもりだった。さっきの自分の言い方がそっけなく聞こえたなら、彼女に申し訳ないと思ったから。

「……ありがとうございます。助けてくれて」

　そう言って彼女は、ベッドの上から丁寧に頭を下げた。

「体は起こせそう？　今、お湯が沸いたらお茶を淹いれるから」

「体は大丈夫なんですけど、その……」

　そう言って彼女は毛布で全身を包んでベッドに座ったまま、きょろきょろと部屋の中を見回している。その視線がぴたりと止まった。僕はその先を見る。

　暖炉の横に吊つるされた、彼女の上着一式。

　そこで、僕は昨日の一連の顚てん末まつを思い出した。

「あっ……ご、ごめん！　ずぶ濡ぬれで体温が下がっちゃうから、その、できるだけ手早く見ないように触れないように努力はしたつもりなんだけど……」

　僕が慌ててそう言い訳をすると、彼女はみるみる顔を真っ赤にした。

「い、いいんです、ありがとうございます」

　彼女は無理をするように、赤い顔のまま笑って優しく僕に言った。僕は彼女から目を逸そらして、服をハンガーから外して彼女に手渡した。

「ちょっとだけ、後ろを向いていてくれませんか？」

「う、うん」

　彼女に言われて、僕はベッドから離れて後ろを向いた。「すいません」と小さく声が聞こえて、それからするすると衣きぬの擦れる音。

　昨日の顚末を思い出してしまい、僕は目をぎゅっとつぶってそれを追い払った。

「もう大丈夫です」

　ゆっくりと振り返る。前に手を組んで立つ彼女は、まるで白うさぎのようだな、と僕は思った。

　僕は丸テーブルの椅子を引いて彼女に勧める。彼女は実に優雅な立ち姿で歩いて、膝頭をぴったり合わせて、ちょこんと椅子に座った。ティーポットに湯を注いで温めて、バッグの中から紅茶の葉を取り出す。

「良い香り……そんなに高級なお茶、もったいないです」

「気にしないで。僕が飲みたいだけだから」

　香りだけで分かるのか、と僕は少し驚いていた。ヴェセルの専門店で買ったダージリアは、確かに相当値の張る品だ。

　ポットの湯を捨てて茶葉を入れ、勢いよく湯を注ぐ。軽やかな香りが部屋いっぱいに広がる。僕はもしかしたら、飲むよりもこの淹いれる瞬間の香りのほうが好きかもしれない。僕はポットとティーセットをテーブルに運んで、彼女の向かいに座った。

「助けて頂いてありがとうございました。改めて感謝を、何かお礼が出来ればいいのですけど」

　そう言って、彼女はもう一度頭を下げた。僕は小さく首を振る。

「大丈夫、大したことはしていないから気にしないで」

「ありがとうございます。私は……」

　そこで、少しだけ彼女が口を噤つぐんだ。本当に一瞬のことだったから、普通の人は気付かないかもしれない。そんな間だった。

「ステラ、と言います」

「僕はシエル。シエル・ミグラテルだ」

　彼女が姓を言わなかったことに僕は触れなかった。姓の有無はちょっとデリケートな問題だ。だからこれも、考えなしには踏み込まないほうがいいことだ。

「早速なんですけど、一つお聞きしたいことが」

「答えられることなら」

　僕はそう返事をする。ステラは、実に真剣な声でこう尋ねてきた。

「今日は、何月何日ですか？」

　僕はその質問に、一瞬固まってしまった。

「えっと……日付？」

「はい」

　彼女の真面目な表情に押されて、僕は素直に答える。

「どこのカレンダーで？　ヴェセルのカレンダーならすぐ答えられるけど」

「それでお願いします」

「じゃあ、今日は葡ぶ萄どう月の三日だ」

　良かった、まだ間に合う。そうステラは小さく呟つぶやいた。それを微かすかに聞きながら、僕はお茶の様子を注視していた。

　良い頃合いだ。僕は立ち上がってティーポットを手に取ると、茶ちや濾こしを通してゆっくりとカップに注いだ。朝の空の匂いに似た、さわやかな香気が広がる。

「どうぞ」

　そう彼女に勧めて、僕は自分のカップにも同じように注いだ。

「あの、さっきここは島だって仰おつしやいましたよね？　サンクティエラ島」

　僕は頷うなずく。

「シエルさんは、どうやってこの島に来たんですか？　他の場所から簡単に来られる距離ではないって言ってましたけど」

　ああ、と僕は答える。

「僕は流れ着いてるわけじゃないよ、さっき飛行機基準って言ったとおり、飛行機で来ているんだ」

「それじゃここにはどこからか『シーガル』が？」

　シーガルというのは、船国や島同士を結ぶ定期飛行艇のことだ。僕たちスワローの使う飛行機のほとんどは、永久機関エンジンを積んだ小型水上機だけど（というよりも発掘されている永久機関が小型用しかない、と言ったほうが正しい）、シーガルの使う飛行艇は二～四発の大型ガソリンエンジンを搭載している。速度は出ないけどかなり長い距離を飛べるし積載量も遥はるかに多い。だから、国交のある船国同士や自国の島との連絡にはシーガルを使うほうが遥かに安上がりで効率的だ。

　ただ問題もある。船国の空軍には「コルセア」という、他国のシーガルを狙う専門の重戦闘機部隊がある。シーガルの使う飛行艇は航続距離と積載量に優れる反面、鈍重で空戦能力がほとんどない。ガソリンエンジンの戦闘機では護衛を出すにも航続距離が足りない場合がほとんどで、海上でコルセアに発見されてしまうとシーガルは一たまりもない。だから重要な積荷は、シーガルが就航していてもあえてスワローに依頼することも多い。

「いや、こんな無人島にシーガルは来ないよ。自分の飛行機」

「自家用飛行機をお持ちなんですか!?」

　僕はステラの声に苦笑する。驚くのも無理はない。個人で飛行機を持っている人なんて豪商か貴族の趣味持ちか、あるいはスワローか、というくらいで、ほとんどいない。僕はその中に含まれるようにはとても見えないだろう。

「そこの入り江に泊めてあるけど、見る？」

「ぜひっ！」

　ステラは食い付くように頷いた。僕は立ち上がって外へとステラを促した。

　ドアを開けると、朝の陽ひ差ざしが一瞬に差し込んで視界を真っ白に染めた。細めた目が次第に慣れてきて、島の景色が浮かび上がる。

「綺き麗れい……」

　ステラが感嘆の声を上げた。

　降り注ぐ朝日が放射状に円を描き、右手に広がる緑を輝かせている。砂浜はそれ自身が光を放っているかのように煌きらめいて、その先に広がる海は静かに凪なぎ、青と白と緑に揺らめいている。

　その入り江の真ん中に向かって桟橋が延び、そこにポラリスが泊まっている。

　それを見てステラが小走りに駆けていく。僕もその後に続く。

「真っ白ですね、雪のよう」

「ステラは雪を見たことがあるの？」

「いえ、写真を見たことがあるだけです。きっと本物はこんなふうに美しいのでしょうね」

「汚れやすいから苦労するよ」

　僕が言うとステラはくすくすと笑った。

「永久機関エンジン？」

「詳しいね」

　僕は驚いて言った。「飛行機が好きなんです」とステラは言った。

「永久機関は、燃料を入れなくてもどこまででも飛べるんですよね？」

　僕は頷うなずく。

「仕組みはよく分かってないんだけどね、エンジンが堅けん牢ろうすぎて分解できないんだ。だからなんでずっと飛べるのかは、実は誰も知らない。けど、コイツは今まで一回も止まったことはないよ」

「空は、自由なんでしょうね。行きたいところに、どこでも行けるんでしょう？」

　ステラは無む垢くな声で、憧れるように言った。

　そんなことはない、そう僕は心の中で呟つぶやいた。ステラに掛ける必要はない言葉だったから。

「もしかして、シエルさんはスワローですか？」

　僕は頷く。ステラはそれを訊きいて、食い付くようにこう訊いてきた。

「じゃあこの飛行機の名前って、ひょっとしてポラリス？」

　ステラの言葉に、僕は本当にびっくりしてしまった。それが顔に出てしまったようで、ステラは付け加えてこう言った。

「やっぱり。ミグラテルって、『白翼』のミグラテルだったんですね」

　なるほど、父さんを知っていたのか。

「そう、でも僕は君の知っている『白翼』じゃない。それは父さんのアカーシャ・ミグラテルだ。僕は二代目ってとこかな」

「お父様は？」

　僕は一瞬、言葉をなくした。僕が曖昧な微ほほ笑えみを浮かべると、それでステラは何かを察したようで、それ以上何も言わなかった。

「……シエルさんは、お父様のストリームチャートも？」

「うん。受け継いでいるよ」

　その時、ステラは迷うように足元に視線を落とした。それから数秒の後、何かを決意するようにはっと顔を上げて僕にこう訊きいた。

「……バトーのストリームチャートをお持ちですか？」

　バトー。ヴェセルと同じくらいの規模の船国だ。ヴェセルとは一部被かぶる航路を取っている船国で、うろ覚えだけど今は結構近くに来ているはずだ。

　一瞬考えて、それから僕は言う。

「持っているけど……それが？」

「シエルさん、お願いがあります」

　そう言って、ステラは僕のほうに真まっ直すぐに向き直った。僕も釣られて姿勢を正した。

「私を、バトーに連れていってもらえないでしょうか？」

「バトー、に？」

　僕は思わず訊き返した。頷うなずくステラの表情はすこぶる真剣、というか切実だった。

　僕は一ひと頻しきりステラの頼みについて考えた。

　流れ着いた、素性の分からない少女。全く知れない事情。

　……どう考えても、面倒な臭においしかしない。僕は首を傾かしげてステラにこう尋ねた。

「それなら、少なくともステラがここに流れ着いたいきさつくらいは教えてもらえるんだよね」

　ステラは僕の言葉に、無言で深々と頭を下げた。

「……話せません」

　え、と僕は思わず息を飲んだ。続けてこう訊く。

「じゃあ、君がバトーに行きたい理由は？」

「それも、話せません」

　……どうしたものだろうか。

　ステラの取り付く島もない返答に、流石さすがに言葉がなかった。ただ、ステラは「すいません」と一言付け加えただけだった。

　しばらく、波と風の音だけが僕らの耳を満たした。

　僕はステラから視線を外し、堪こらえ切れず吐いた息の後に、もう一度、確認するように尋ねた。

「……つまり、事情も何も分からないまま、君をバトーに連れていけ、と？」

「そうです」

　僕はまた少し考えて、それから首を振った。

「悪いけど、それはできない。ディヴェル島かヴェセルまでだったら、これも何かの縁ってことで連れていくつもりでいたけど。でも、それ以上は何も分からないでは引き受けられない」

「無理を言っているのも、無礼極まりないのも承知です！　あの、でも……でもっ！　私は絶対にバトーに行かなければならないんです！　お願いします！」

　そう言ってステラはものすごい勢いで、何度も何度も僕に頭を下げた。有無を言わせない圧迫感というか、必死さというか、そんなものが漂っていた。

　それが余計に、僕に関わるなと警告する。彼女は危険である、と。

「そうは言っても……」

「わっ、私は荷物ですっ！」

　僕が濁した言葉を遮って、突然ステラはそう叫んだ。僕はその真意を量りかねて、怪け訝げんな表情で彼女を見た。

「スワローは、届け人の素性にも、荷物の中身にも、触れないのが慣例だと聞いています」

　……痛いところを突いてくる。だが、それならこっちにも言い訳が立つ。

「ディヴェル島かヴェセルまでは、僕個人の好意で連れていってもいい。だけど、スワローとしての仕事の依頼なら話は別になる。それなら仕事に見合った代金を貰もらうし、僕とポラリスの値段は、多分君が思ってるほど安くはない」

「相応の対価があれば、引き受けてくれますか？」

　僕は頷うなずく。他の方法がほぼない以上、スワローの人運びは物と比べて格段に高い。この条件なら、僕の言い値で一〇〇〇万ゴートはふっかけてもいい仕事だ。ステラがどれくらいの値段を考えているのか分からないが、まず断れるはずだ。彼女をディヴェル島かヴェセルまで運んでやって、それで後腐れなく終わりだ。

　僕はそう思っていた。

　だけど、彼女を見つけた時にそう感じたように、やっぱりそう上手くは話が進まなかった。

　ステラは不意に首の後ろに手を回した。昨日の夜にみた、銀のチェーン。するするとローブの中から引き抜かれて、手に収まったそれをステラは僕に差し出した。

「これで、足りますか？」

「これは……」

　ステラの手の中のペンダントトップ。巨大な青い宝石が埋め込まれている。僕はそれをしげしげと見つめた。

「これ、一〇〇カラッテは軽く超えてる。それにこの六筋の星の模様……本物のヘキサ・サフィール？」

　ステラは頷く。恐ろしく貴重な宝石だ──安く見積もっても、三億ゴートは下らない値が付くだろう。

「バトーまで連れていって頂ければ、それを代金の代わりに差し上げます」

　……弱った。心の中で僕は頭を抱えた。

　ここまで言われたら、スワローとしては対価を言い訳にはできない。その上彼女がヘキサ・サフィールを身に付けているという事実も、それを差し出す選択も、僕の中での彼女の危険度を大きく引き上げる。

「……君が何者なのか、ってことも、話してはもらえないんだろうね？」

　僕は一応そうステラに言ってみる。「ごめんなさい」の一言に、僕は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「どうして、そこまでするの？」

　僕の質問にステラは少し困ったような表情を浮かべる。きっと、話せないことが多すぎて返事ができないのだろう。僕はこう続けた。

「もう、君の事情を聞こうとは思わない。でもそのヘキサ・サフィールを手放してもいいのなら、多分君はそれで何だってできる。好きなところで好きに暮らしていける。なのにどうして？　だって、どう考えてもバトーへの渡り賃に手放すには大きすぎる。まともなやり方じゃない」

　もうその時の僕には、別にステラから何かを聞き出そうという気持ちも、彼女の行動を責めようという気持ちもなかった。そこはもう、諦めていたんだと思う。

　ただ、純粋に不思議だった。それほどまでにステラを動かすものは何なのだろうと。もちろんその中身を話してはくれないであろうことは分かっていたけれど。

　多分、僕にはそれほどまでに自分を突き動かしてくれるものはなかったから、興味があったのかもしれない。

「お金とか、そういうことじゃないんです。話せないことばかりで、本当に申し訳ないと思っています。でも、私は何に替えても、絶対にバトーまで辿たどり着つかなくちゃならないんです」

　ステラは僕の目を真まっ直すぐに見て、何の迷いもなくそう言った。

　僕にはもう、スワローとして彼女の依頼を断る理由が見つけられなかった。

　大きく息を吐いて、それから僕はこう言った。

「……分かった。君の依頼、ヴェセル・スワローギルド所属スワロー、シエル・ミグラテルとポラリスが引き受ける」

「ありがとうございますっ！」

　向日葵ひまわりのようなキラキラした笑顔で礼を言うステラを目の前に、僕の心には不安ばかりが渦巻いていた。バトーまで渡って三億ゴート、「詐欺」「ペテン」という言葉も恐れおののいて逃げ出すくらいの価格設定、まさに一いつ攫かく千せん金きんの拾い物だ。

　けど……。

　世の中、そんな甘い話はないというのが常だ、と僕は思う。彼女が抱えている事情はどれほどのものだろうか……僕はステラにばれないようにもう一度深く溜ため息いきを吐ついた。







「それで、出発はいつにする？」

「時間はそんなにないんです、できるだけ早く」

「せっかくの休暇のつもりだったんだけどなあ……」

「ごめんなさい、その、邪魔しちゃって」

「荷物が気にすることじゃない、引き受けたのは僕だ……っと、確かこの辺に」

　そんな会話をステラと交わしながら、僕は小屋のタンスの中を漁あさっていた。流石さすがにあのローブでポラリスに乗せるのは厳しい。

「あったあった」

　僕は茶色く分厚いそれを引き出し、肩の部分を持ってぱんと音を立てて広げた。父さんがしまっておいた予備の飛行服だ。

　自分の胸の前に吊つるしたそれを、僕はステラと交互に眺めた。

　……サイズが合わないのは仕方ないか。

「その服で飛行機は無理だ、ちょっと大きいけどこっちに着替えてくれる？」

「はい」

「僕は外で準備してるから、終わったら出てきて」

　そう言って僕は外に出た。

　小屋のデッキテーブルにストリームチャートと計算儀を広げる。飛行計画を立てなければならない。

　まずはバトーの現在位置と航路を割り出してみる。このサンクティエラからバトーまではおおよそ三〇〇〇キロメード、無流海域で一夜を明かしての飛行で二日間の行程だ。ただバトーは現在南向きの航路を取っているから、バトーの航路上に乗ってからは一日約二〇〇キロメードの速度でバトー自身もこっちに接近してくる。だから実際にはもっと早く着くはずだ。

　しかしながら、接近してくる船国を目的地にするのは追いかけるよりも気を遣う。万が一すれ違ってしまうと悲惨なことになる。今日中に出発するとして、今日の夜までに一五〇〇キロメードを飛んでバトーの航路に乗る。二日目はバトーを探しながらゆっくり北上することになるだろう。

　帰りのことを考えると、水・食糧は二人分で五日くらいか……。

　そんなことをストリームチャートを睨にらみながら考えていると、小屋のドアが開いた。僕は顔を上げてそちらに視線を移した。

「ど、どうでしょう？」

　先ほど手渡した飛行服を着こんだステラの姿。手を広げて、くるっと回って見せる。

　……やはり男物では相当大きい。余りすぎた袖と裾をドーナツのようにロールしてなんとか手足は出ているが、首まわりの余りはどうにもならない。

「やっぱり、ちょっと大きくて……」

「まあ、仕方ないな。動けるなら大丈夫だと思う」

　……ある意味では似合っているし。







　僕は休暇用に買い込んできた食糧をポラリスに積み込んでいく。日持ちのしない野菜は今日の昼食にここで食べていくしかない。水は機体内のタンクに直接入れる。永久機関エンジンを搭載していることのメリットに、燃料にペイロードを割かなくてよいことがある。海の上では真水は何よりの生命線だ。軽くしたければ投棄することもできるから、とりあえず積めるだけ積んでおく。

「結構、たくさん入るんですね」

「一週間以上海の上ってこともあるからね、スワローは」

　僕は手際よく、隙間ができないように荷物をパッキングして詰め込んでいく。それから顔を上げて、カーゴを覗のぞき込こんでいるステラに少し冷たい声でこう忠告する。
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「座っているだけと言っても長距離飛行はかなりの負担だ、慣れてないと相当辛つらいけど」

「大丈夫、我慢します」

　そう言うステラの目は、今のところは芯の強さを漂わせている。空に出てから泣き言を言わなければいいのだけれど……。

「今回は二日がかりの飛行になるから、一晩は海の上、つまりこのポラリスで夜を明かすことに……」

　……そう言えば、ステラと二人きりになるのか。

　そんな当たり前のことを今更ながらに僕は意識して、妙に顔が熱くなった。

　そんな僕を見て同じことを思ったのか、ステラも顔を真っ赤にした。

　僕とステラの間に、しばらく沈黙が走った。

「だ、大丈夫です！　私、何もしませんから！」

　突然にそう叫ぶと、ステラは満面の笑みを作って手を振った。

　そ、それは僕のセリフじゃないだろうか。そう思いながらも「分かった」と僕も頷うなずいた。

　荷物を積み終えたら、念入りに機体を点検していく。ヴェセルには父の代から贔屓ひいきにしている整備士（ちなみに彼女も僕と同じで代替わりした二代目だ）がいるんだけど、今は自分で点検していくしかない。基本的に永久機関エンジンは不具合という言葉とは最も縁のない存在で、砲弾を食らおうが火に焼かれようが水に沈められようがぴんぴんしている代物だ。だからそこは気にしなくていい。

　まずは外装を一通り点検していく。特にダメージや問題はない、ナーヴェでの空戦の疲れも見られない。機体本体の造りも父さんと例の整備士がこだわったもので、ポラリスは「休まず飛び続ける」ことに凄くタフだ。続いて内部の計器のチェック、こちらは念入りに行う。これが狂っていると位置計算に齟そ齬ごが生じて、最悪どこにも辿たどり着つけずに海の藻も屑くずだ。速度計、高度計、水平儀、旋回計、昇降計、飛行距離カウンタ、チャート計算機。一つ一つ丁寧にチェックをする。

　……大丈夫だ、問題ない。

　最後に点検する箇所。僕は機首部分の小さな扉を開ける。

「そこには何が入ってるんですか？」

　後ろから覗き込んできたステラを仰ぎ、僕はこう答えた。

「機関砲」

　空の上では何が起こるか分からない。戦闘になることだってままある。

　……特に今回は。

　ステラがここに辿たどり着ついた経緯を僕なりに考えてみた。

　彼女は飛行機に乗っていて、この付近の海域で墜落した。無流海域では船国を動かすような大きな流れは発生しないが、風によって起こる波──波浪は起こる。それに乗って、彼女は運良く、墜落機の中からサンクティエラに打ち上げられた。

　これでもかなり奇跡的だけど、それくらいしか思いつかない。もちろん彼女の乗っていた飛行機はエンジントラブルか何かで墜落したのかもしれない。

　……けど、何者かに撃墜された可能性だって充分にある。

　機関砲なんて、できれば使いたくはないけれど、使いたくないのと使えないのは全く別の次元にあることだ。

　ポラリスの装備は、主翼に装備された二〇ミリメード速射機関砲二門と、後部座席に備えた一二・七ミリメード旋回重機関銃一挺ちようだ。

「一応聞いてみるんだけど」

「はい？」

「ステラは、銃は撃ったことある？」

「……ないです」

「だよね」

　後部銃座はほとんど使ってないから上手く動くか微妙なところだ。試し撃ちしておいたほうがいいだろう。

　僕は後部座席に移ると、機関銃を海上の空に向けた。腕に力を込めてしっかり固定し、トリガーを引く。

　瞬間、轟ごう音おんと反動が僕の全身を包み込んだ。吐き出された薬やつ莢きようが海へと落ちていった。問題ないな。僕は手招きをしてステラを呼んだ。

「ちょっと撃ってみて」

「わ、私がですか？」

「他に誰もいないよ」

　僕がそう言うと、ステラは必死に首をぶんぶんと振った。

「無理ですよ！　こんなの触ったことないし」

「君がこれを撃てないなら、僕らは死ぬかもしれない」

　僕は機関銃に安全装置を掛け直してから、そう言った。座席を横から覗のぞき込こんでいたステラが動きを止めた。

「空は安全な場所じゃない。僕が敵機に捕捉された時、ステラがこの銃を撃てるかどうかで、僕らが生きるか死ぬかが決まるかもしれない。僕らは二人だけでこのポラリスに乗るんだ。だから僕が操縦席に座っていれば、後部座席のコイツを使えるのは君しかいない。無理だと言うなら、その意味を理解した上で言ってほしい」

　僕は少し鋭い声でそう言った。ステラは一ひと頻しきり、黙って機関銃を見ていた。それから。

「……やってみます」

　小さいけれどしっかりと、ステラはそう答えた。僕は頷うなずいて後部座席から出た。

「乗ってみて」

　ステラはぎこちない動きで席の縁をまたぎ、すっぽりと収まった。

「凄く、狭いんですね」

「ステラの体ならずいぶん広く使えてるよ。日中も寝る時もそこに座りっぱなしだから、一日乗ってれば慣れる」

「うう……頑張ります」

　ポラリスの後部座席は、進行方向と真逆に据えられている。ちょうど操縦席と背中合わせになるような形だ。

「計器も操縦席と同じように付いてるんですね」

「そこは本来ナビゲーター席、航路計算なんかは後部座席の仕事なんだ。でも僕は一人で飛ぶことに慣れてるから操縦しながらでも自分でできる、心配ないよ。よし、じゃあ射撃練習といこう」

「えっと……まずどうすれば？」

「撃つだけなら難しいことは何もない。まず、そのトリガーの横のレバーを倒して」

「こうですか？」

　ステラは言われたとおりに引き金の横部分に付けられたレバーを水平に倒した。

「それを手前に引いて」

「はい……んっ！」

　ステラは力を込めてレバーを手前に引いた。錠を解くような音ががしゃんと響く。

「それで安全装置が外れて、射撃できる状態になった。後はしっかり押さえて、狙って、引き金を引くだけだ。僕がさっきやったみたいに空に向けて撃ってみて」

　緊張した面持ちで機関銃に取り付くステラ。

　……実に似合わない。銃身がしっかり押さえられていないから、撃ったら反動で相当ばたつくだろうな。

　と思いながらも、僕は何も言わないで見ていた。

「い、いきますっ……うわわわわわっ!!」

　射撃と同時に、機関銃に引きずられるようにステラの体が振動した。射線はぶれぶれで、予想どおり狙いは定まらず弾はあさっての方向に飛んでいった。

　ステラは驚きを張り付けたような表情で、ぽかんと座席に固まっていた。

「どう？」

「なんというか……ビリビリしますね」

　そう呆ほうけた顔のまま、ステラはこちらを向いて感想を述べた。僕は思わず笑ってしまった。

　この撃ち方ではまず当たることはないだろう。けどそれでいい。当たるほうが困るのだ、下手をすればステラを人殺しにしかねない。威嚇になれば上出来だ。

　これで一通り準備は終了、ポラリスはいつでも飛び立てる。

「食事にしよう。生の食材、使い切らないと」







　葉物はあらかたサラダにしてしまうことにする。ボウルに豪快に放り込み、モディナ特産のバルサミーノ酢とオリーブ油、蜂蜜で作ったドレッシングをかける。残った野菜は肉と一緒にライ麦のパンに挟んでサンドイッチにしておく。これならポラリスに持ち込んでおけば今晩も食べられる。

「シエルさん。料理、お上手なんですね」

　横で見ていたステラが感心したように語尾を上げてそう呟つぶやく。

「ステラは、料理は苦手？」

「えっと……あんまり」

　へへ、とステラは曖昧な笑みを浮かべた。

　僕は包丁をくるりと手の中で回すと、刃のほうを持って彼女に差し出した。

「やってみる？」

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　そう言ってステラは包丁の柄を両手で握った。

「こ、こうですかね……」

「えーと……うん、ちょっと待ってね」

　僕はステラから一歩下がって言った。なぜなら、彼女の受け取った包丁が両手でお腹の前に構えられ、少し震えながらこっちを向いていたからだ。

「す、すいません。包丁って持ったことなくて……」

「持ったことない!?　一度も？」

　ステラはこっちに刃先を向けたまま困ったように頷うなずく……一体どんな育ち方をしているんだ。

「まずは、刃を僕に向けるのをやめよう」

「はっ!?　そ、そうですね、危ないですね！」

「ちょ、自分にも向けちゃだめ！」

「あ、すいません！」

「あっ、そんな振り回したらあぶな……」

「ごめんなさい！」

「うおっ!?」




　……五分後。




「……人には向き不向きがあるから」

「うう、すいません……」

　あまりに申し訳なさそうにするものだから、何だか僕のほうが悪いことをした気になってしまう。

「どうして、そんなに料理が上手なんですか？」

「別に上手いわけじゃないと思うんだけど……そうだな、でも小さい頃からやってるから」

「何歳くらいから？」

「生まれてすぐ」

「出てきてすぐですかっ!?」

「……ってのは冗談だけど」

　と言いながら僕は考えてみる。実は僕の感覚からすると、案外噓うそとも言えない。

「いつから始めたかなんて覚えてないな。気が付いたらやってた」

「め……親御さんは、作ってくれなかったのですか？」

「父さんはスワローだから、あんまり家にはいなかった。それに母さんは僕が物心ついた頃にはもういなかったし。基本的には僕一人で何でもやらなきゃならなかった。今はもう、父さんだっていないしね」

　そう当たり前のように言うと、ステラは何か、ちくりと針で刺されたような表情をした。

「寂しくは、ないんですか？」

「寂しい、か……」

　僕はステラの言葉について少し考えてみた。その言葉は本当に考える対象でしかなくて、僕には感慨とか、感傷みたいなものはまるでなかった。

　ステラにその時の僕がどう映っていたのか分からないけれど、僕には彼女が想像したような感情は何もなかったと思う。

　少し不安そうに僕を見るステラに、小さく笑いながら僕はこう言った。

「多分、そういうふうに感じていた頃のことは、昔すぎて忘れちゃったよ」







「基本的には座っていてくれればいい」

「は、はい！」

「そんなに緊張しなくて大丈夫だよ、ステラが何かするわけじゃないから……まあ一応」

　そう言って後部座席の機関銃を僕は見る。

「そいつを撃ってもらうことは、あるかもしれない」

「で、できるでしょうか……」

「大丈夫、さっきできたんだから」

　そう言って僕は笑って見せる。引き受けた以上はもうお客様だ。

「当てなくていい。狙いは付けず、ただ僕が『撃って』って言った時に真後ろに向かって撃ってくれればいいよ。ただし、僕が指示した時以外は絶対触らないこと。危ないから」

「はい」

「ここから丸二日は飛行機の中だ。覚悟は良い？」

「大丈夫です。道中、よろしくお願いします」

　真まっ直すぐな目でお辞儀をしたステラに、僕は頷うなずき返かえした。

　唸うなりを上げるエンジン音。暖機運転はもう充分だ。

「よし、行こう」

　操縦席に乗り込むと僕は計器類を最終点検する。操そう縦じゆう桿かんとラダーの動きも問題なし。ポラリスは万全、エンジンの機嫌も良さそうだ。僕は口元のマイクに声を掛ける。

「通信チェック、聞こえる？」

「……これがマイクかな？　はい、大丈夫です」

　耳元からステラの声が聞こえる。

　ポラリスの操縦席と後部座席は有線通信機で繫つながっている。飛行帽に直接仕込む形になっているから、風防を開けた騒音下でもしっかり声が通る。

「じゃ、離陸するよ」

　スロットルレバーを段階的に上げながらエンジンとプロペラを繫ぐ。

　永久機関の離水操作はデリケートだ。ガソリンエンジンはスロットル操作に付いてくるように回転数が変動するから、感覚的に分かりやすい。けど永久機関はシリンダーを使うガソリンエンジンとは本質的に仕組みが違うみたいで、フルスロットルにすれば瞬時に最高出力を発揮するし、逆にスロットルを切れば即座に停止する。動きに連続性というか、時間的な遊びがない。だから慣れないパイロットはスロットルを開けすぎて姿勢を崩したり、逆に減速しすぎて失速したりしがちだ。慣れている僕でも、離着水には気を使う。

　ゆっくりとポラリスが水上を滑り始める。ラダーペダルを踏み、そのまま水上を入り江の外まで走る。

　視界が海に向かって開けた。僕は機体の加速を感じながらスロットルを吹かしていく。エンジン音が高まり、繫がり、機体はどんどん速度を増す。

　水の煌きらめきが流星のように、加速する視界の端へと流れていく。揚力が高まり、尾翼が持ち上がる。

　刹那、微かすかに空が招くような感覚。

　僕は慎重に操そう縦じゆう桿かんを引き上げる。

　ポラリスの翼が風を摑つかんだ。僕はまるで自分の体みたいに、大気の力を感じていた。

　空が呼んでいる。

　メインフロートを胴体に引き込み、両翼の補助フロートも翼内に畳み込む。フルスロットル。飛行高度まで上昇する。重力が縛るように体にのしかかってくる。

「大丈夫!?」

　僕はステラに声を掛ける。

「はいっ！　凄い……空ってこんなに広いんですね！　窓から見るのと全然違う」

　思ったよりも平気そうだな。

　嬉うれしそうなステラの声に、僕は初めて父さんに乗せてもらった時のことを思い出していた。

　それは僕が二歳の時だったらしい。その頃のことは他には何も覚えていないんだけれど、空の景色だけははっきりと目に焼き付いている。

　燃えるように赤い、赤い夕焼けだった。太陽から溢あふれ出だす色が、空も、海も、雲も、空気も、何もかもを飲み込んで、染め上げていた。

　僕は母さんの膝の上からそれを見ていた。けれど、母さんの顔は影が落ちたように思い出せない。それが僕の、母さんの気配がある唯一の記憶だ。

　高度三〇〇〇メードまで上がったところで、スロットルを絞って水平飛行に移る。

　ストリームチャートを確認する。

　当面の目標はディヴェル島だ。七〇〇キロメード北西に向かって飛行し、ディヴェル島が見えたところで西に針路変更しさらに七〇〇キロメード。これでバトーの航路にぶつかる計算だ。

「この海は、どこまで続いているんでしょう？」

「分からない。終わる先まで見てきた人を、僕は知らないから」

「あるのかな、海の果て」

　そうステラは、憧れるような甘い声で言った。それは僕の心の奥をちくりと突き刺したように感じられた。

「海の果て。そんなところに行きたがるのは、考えなしの馬鹿だけだ」

　僕はそう、マイクを押さえて呟つぶやいた。

　何も考えていない、大馬鹿。

　──そう、例えば、父さんみたいな。







　三時間ほどの飛行でディヴェル島が見えてきた。

「すごく賑にぎわった島ですね、空からでも分かるくらい」

「ああ。交易都市ディヴェル。ほとんどない『島国』の一つだ」

　ディヴェル島は面積およそ三〇〇平方キロメード、人口八万人。周囲の船国よりも巨大な規模を持つ島国だ。五つの船国のストリームチャートと接近しており、過去には争いの絶えない戦乱の土地だったという。それをある船国（その国自体はもうなくなってしまった）が平定した。けど、その後を任せた人材がまずかった。

　島の統治を任された現ディヴェル首長の祖先は、能力はあったが野心家で、クーデターを起こしてディヴェル島を乗っ取ってしまった。首長は武装中立を謳うたい、どの船国とも手を結ばない代わりに全ての船国と平等に交易をすることを約束して、繁栄を築いた。それが今のディヴェル島だ。

　寄りたいところだけれど、今は道を急ぐ目印代わりだ。旋回して真西に針路を取る。

　途中着水休憩を取って、さらにおよそ四時間、計約一六〇〇キロメードを飛行して、日没に合わせて僕はポラリスを無流海域に着水させた。

「座ってただけなのに何だか疲れました……体がかちんこちんです」

　天蓋を開けて出てきたステラは、そう言って思い切り伸びをしていた。まあ、無理もない。

「あっ、ごめんなさい。私何もしてないのに疲れたなんて……」

「構わない。空に慣れてない人は、そういうものだから。食事にしよう」

　僕はランタンと野外用コンロを持って翼の上に出た。海の上ではこの翼上が、貴重な体を伸ばせる居住空間だ。

　固形燃料に火を点けて、鍋を掛けてお湯を沸かす。僕と向かい合っているステラの顔が、妙に楽しそうに火とランタンの光に浮かび上がっていた。

「……どうしたの？」

「いや、何だかわくわくするなあって」

「そう？」

「飛行機の翼の上でご飯を食べるなんて、想像したこともありませんでした」

　そうにこにこしながらステラは話す。その笑顔を見ていると、僕もちょっとだけ、温かくなったような感じがする。

「わくわく、か。僕は普段からこうしてるから何も感じないけど……でも」

　僕は鍋から目を上げて、空を仰ぐ。いつもの夜空だ。

　けれど空の下の僕たちは、いつもとはちょっと違う。

「でも、一人じゃない海の上は久しぶりだ」

　食事は昼に作ったサンドイッチと紅茶。食べ終えてしまえば、後には長い長い夜の時間だけが横たわる。やることと言ったら、寝るか天体観測くらいしかない。

「凄い……星ってこんなにたくさんあるんですね。知らなかった」

「船国と違ってここには明かりがないから」

　邪魔をする光のない海上の夜空は、船国から見上げるそれとは全くの別物だ。

「ポラリスって、星の名前ですよね」

　僕は頷うなずいてから空を仰ぎ、一点を指差した。

「あれがポラリス」

　ポラリスは知っていればすぐに見つかる星だ。バイオコンパスに従って真北を見て、白く澄んだ光を放つ星を探せばいい。

「スワローの使う飛行機には、みんな星の名前を付けるそうですね」

「うん。スワローギルドでそういう決まりになってる」

「それって、何か理由があるんですか？」

「理由か。なんでだろう……」

　僕は一ひと頻しきり考えてみて、昔父さんから聞いた話を思い出した。

「……ずっと昔に、バイオコンパスに頼らず、空の星を見て海を渡れないか研究をしていた人たちがいたって聞いたことがある」

「星を見て、ですか？」

「そう。星の動きには規則性があって、それを見つけ出せば、バイオコンパスに頼らなくても正確な方位が分かるはず……そう考えていたらしい。実際、その規則を見つけ出す前に研究自体が廃れてしまったみたいだけど」

「どうして？」

「多分、必要なかったからだと思う。海を渡るにはバイオコンパスで十分だし、船国の中で暮らす人たちには、そもそも要らない知識だしね」

　僕はポラリスを見上げながら考える。そしてさらに言葉を継ぐ。

「それでも研究していた人たちは、多分、夢を見ていたんじゃないかと思う」

「夢、ですか？」

「うん。バイオコンパスの力に関係なく、自由に世界を行き来できる。そんな夢。だから、スワローギルドは僕たちの飛行機に星の名前を付けるのかもしれない……スワローギルドって、僕たちの為ためにある組織じゃないんだ」

「えっ？」

「スワローって、海を渡る力を持った人間を、そうではない人たちが使う為の仕組みなんだ。僕たちに仕事を依頼するって、そういうことでしょ？」

　僕の言葉にステラは小さく頷いた。

「だから、スワローが使う飛行機に星の名前を付けるのは、海の向こう側に思いを馳はせた昔の人たちの、夢の名残なごりなのかもしれない」

　ステラは何も言わずに、僕の話について考えているようだった。

　それきり僕ら二人は、特に言葉を交わすこともなく、紅茶を飲みながら並んで翼に座っていた。

「……あの」

　突然声を掛けられて、僕はステラのほうを向いた。

「さっきから、ずっとうずうずしてて」

　ステラの少し苦しそうな表情に僕は首を傾かしげた。そんな僕に、ステラが堪こらえ切きれないという様子でこう言った。

「脱いでもいいですか？」

「えっ？」

　何を言ったのか分からず、僕がぽかんとしている一瞬の間。ステラは唐突に立ち上がり、飛行服の上着を思い切りよく脱いでしまった。

　僕は何も言うことも反応することもできず、あっけにとられてそれを見ていた。

「この服、がっちりしてて縛られてるような感じがして。脱いだらやっぱり楽だなぁ」

　そう言って、前かがみに笑い掛けるステラ。反射的に僕は目を逸そらす。

「……？　どうしました？」

　どうしたもこうしたもない。ステラの今の上半身は、青いトップス一つで、ほぼ胸を隠しているだけと言ってもいい状態──男の僕から見たら下着同然だ。へそまで見えてしまっているし。

「ちょっと、その格好は……」

　僕がそう下を向いていると、ステラは僕の目の前、すぐ近くにしゃがみ込んだ。僕は彼女を見ざるを得なくなる。

「大丈夫、もう私、恥ずかしくないですよ」

　凄く自然にそう言うステラに、なんだか吸い寄せられるように僕は彼女の目を見た。

「こんなに素敵な海の上なのに、苦しい格好してるの、損じゃないですか」

　そう言って思い切り伸びをして、海風に旗のように揺らめく髪をかき上げるステラの姿は、僕には凄く美しく見えた。

　世間知らずに見えるのに、何だか深いところを見ているようで。おどおどしているように見えるのに、どこか思い切りが良くて。

　不思議な子だ。

　釣られて僕も上着を脱いでみた。一瞬夜風の冷たさを感じたけれど、すぐに慣れた。

　風が、肌の上を撫なぜていく。重い飛行服を脱ぎ捨てると、なんだか世界がちょっとだけ自分に近付いたような感じがする。

「確かに、こっちのほうが気分がいい」

「でしょ？」

　そう言って、僕らは顔を見合わせて笑った。

　そう言えば、仕事の為ため以外に笑ったのなんて、いつ振りだろう。

　僕のスワロー史上一番危ない荷物に笑い掛けたりして、何やってるんだって自分でも思う。自分らしくない、とも。けど、なんだろう、自然とそうなってしまう。

　やっぱり、ステラはどこか他の人とは違う。不思議な感じがする。

　僕らは翼の縁からぶらぶらと脚を投げ出して座った。少しずつ表情を変える星空だけが、ゆっくりとした時間の流れを知らせていた。

「シエルさんは、凄いですね」

　不意にステラがそんなことを言った。

「何が？」

「私の知らないことをたくさん知っていて、私のできないことがたくさんできるんだもの」

「ステラが知らなすぎて、できなすぎるだけだよ」

「うぐっ、酷ひどいです……」

「ごめん、冗談」

　そう言って笑いながら、僕は空を見上げる。凄い数の星だ、数えても尽くせない。

「僕は、ステラも凄いと思うよ」

「えっ？　どうして？」

「僕には、君がすごく自由に見える。思ったとおりに、感じたとおりに振る舞っているように見える。そういうのって、僕にはちょっとできない」

「そう見えますか？」

「見える、けど」

「そっか……そんなことは、ないんですよ」

　そう返事をしたステラの声が妙に冷たくて、僕はどきりとした。

「うん。シエルさんの言うとおり、そうですね、今は凄く自由だって思います。こんなふうに海の上でご飯を食べて、夜風に当たって、星を眺めて……私、いつまでもシエルさんの荷物でいたいくらい」

　ステラの無防備な言葉に、僕は無意識に首を振っていた。

「君みたいな、厄介な荷物を積みっぱなしで飛び続けるのはごめんだ」

「そ、そうですよね！　ごめんなさい……変なこと言って」

　そう言って、ステラは気を遣うように目を細めた。

「私には、シエルさんのほうがずっと自由に見えます。このポラリスなら、どこへだって行けるんでしょう？　きっとシエルさんは、私が見たことのない……これから見ることもない景色を、もういくつも見ているんでしょうね」

　ステラは、僕が「自由だ」と言ったことを否定した。そこにはきっと、僕には分からない彼女なりの事情や感じ方があるのだろうと思う。でもそれは僕も同じだ。僕には、ステラには分からない事情や感じ方がある。

「僕はスワローだ。僕が空を飛ぶことを許されるのは、それが仕事だからだ」

　スワローであることを辞めたら、僕の手にはポラリスも、父さんのストリームチャートも残らない。

　僕は空が飛びたい。空を飛ぶことができれば、後は何も要らない。でも世界は、僕の願いを贅ぜい沢たくだって突き放す。飛ぶことのできる者に与えられた役割を果たせと要求する。

「……君には、僕が自由に見えるかもしれない。でも僕は、自分が自由だなんて思ったことは一度もない」

　僕の声は自分でも驚くほどに冷たく、鋭い響きをしていた。ステラが身を固くするのが感じられて、僕は少し申し訳ない気持ちになる。

　でも、ステラはその先へ踏み込んできた。

「なら、どうしてスワローに？」

　僕はちょっと驚いた。自分が同じ立場だったら、それ以上は何も訊きかなかっただろうから。

「……自分のことは何も話せないのに、僕のことだけ訊くの？」

「ごめんなさい。でも、私、シエルさんのこと知りたいって思います」

　ステラの目には、負い目も、痛みもなくて、どこまでも澄んで真まっ直すぐで。だから僕はまた驚いてしまって、毒気を抜かれたようにぽかんとしてしまった。

「どうして？」

　僕がそう訊くと、ステラはすぐにこう言った。

「一緒にいる人のことを、ただ知りたい。そう思うのって、おかしいですか？」

　でも自分だけ知りたいっていうのはわがままですよね、やっぱりおかしいかも。そんなふうに付け加えるステラを見て僕は思った。

　ああ、そうか。僕が彼女のことを「不思議だ」と感じる理由が分かったかもしれない、と。

　ステラは、僕のしようとしないことを、全部しようとするからだ。

「……それでも、不自由でも何でも、僕は空が飛びたかったから。空に憧れていたからだと思う」

　気が付いたら、僕はそう話し始めていた。

「僕がスワローになったのは……いや、なれたのは、かな。それは父さんがいなくなったからだ」

　人に向かって語ったことのない、初めての昔話。

「ステラも知っていると思うけど、僕の父さん、アカーシャ・ミグラテルはかなり有名なスワローだった。このポラリスに乗った父さんは『白翼』と呼ばれていた。何日もかけて、何万キロも行ったり来たりでね。危ない仕事も、何も考えてないみたいに笑って引き受ける人だった」

「危ない仕事？」

　僕は頷うなずく。

「僕が九歳の頃、一週間がかりの仕事に君が座っている後部座席に乗せられて付いていったことがある。その時、宛先とは別の船国のコルセア部隊に襲われたんだ。こんな目立つ飛行機だから『白翼』だってのはすぐに分かる。きっと重要な荷を積んでいると思われたんだろうね。敵の戦闘機は三十機もいた」

「一対三十ですか!?」

「うん。僕は怖くて泣き出しそうだった。通信機から声がしてね。僕は引き返すんだと思った。けど父さんはこう言ったんだ。『突っ切るぞ』って」

　その時のことを思い出すと、何だか恐ろしさを通り越して今は笑えてくる。

「僕は、ああここで死ぬんだなって子ども心に思った。それで、恥ずかしいけどびーびー声を上げて泣いた。そしたらまた声がしてね」

「なんて？」

「うるせえ気が散んだよ！　黙ってろ！」

　僕が突然思い切り叫ぶと、ステラが目を丸くした。僕はその後に、こう続けた。

「俺たちが諦めたらな、コイツは届かねえんだよ。男なら気合入れろ。って……馬鹿だろ？　でも、父さんは本当に三十機の追撃を振り切っちゃったんだ。それも、ただの一機も傷つけずに。僕は途中から、泣くのも怖がるのもやめてしまって、ただ、空を見ていた。綺き麗れいだったんだ、とても」

　白雲を切り裂いて、目まぐるしく移り変わる景色。敵機の放つ弾丸すらもまるで星のように赤く光っていた。命の奪い合いをしていた空が、あんなにも美しかった。

「凄い人、なんですね」

「うん。それだけは認める。父さんは、アカーシャ・ミグラテルは、確かに凄い飛行機乗りだった」

「そこまでして運んだ積荷は、何だったんですか？　言える物だったらで、構わないんですけど」

「ラブレター」

　僕がそう言うと、ステラが、えっ、と思わず声を漏らした。

「依頼主は貴族でも、国でもない、普通の女の人でね。ある島で戦っていた遠征兵の恋人に宛てた、その女の人のなけなしの財産を賭けた、たった一通のラブレター。それが僕たちの積荷」

　ステラは、ラブレターか、と空を見上げながらなんだか感慨深そうに呟つぶやいた。

「凄い人です。シエルさんのお父さんは」

「でも、もういない」

　僕がそう言うと、ステラは微かすかな悲痛を滲にじませた。

「父さんは最後にスワローとしてではなく、自分のわがままで飛んだんだ」

「わがまま？」

「海の果てを見てみたい……父さんはボレアスを目指して、それで帰ってこなかった」

　ボレアス。北の最果て。白銀に覆われて輝く、広い広い大地。誰も見たことのない、神話の中にだけ存在する国。

　僕は立ち上がると、操縦席からストリームチャートを取り出した。チャートブックの裏側にしまわれている全図を引き出す。

　全図はチャートブックに収められた海図を縮小し、一枚に継いだものだ。スワローは船国のストリームチャートを預かる時、二種類の写しを貰もらう。一つはチャートブックに綴とじる為の詳細なストリームチャート。もう一つはこの全図に継ぐ為のストリームチャートだ。

「わっ……大きい」

「うん。これほどの全図は、世界中にもほとんどないと思う」

「これが、シエルさんのお父様が見てきた世界なんですね」

　父さんの全図は、展開すると縦横二メードを超える。全図は縮尺が小さすぎて、実用性はほとんどない。全図はそのスワローが越えてきた冒険と苦難を表す証明だ。同時に、それを継ぐ者に課せられた責の重さでもある。

「ほら、この線を見て」

　僕は全図の上を走る一本の赤線を指差す。始点は三年前の三月二十五日、ヴェセル。

「これって、もしかして」

「うん。多分、父さんが最後に飛行していった経路だ……そして」

　僕はストリームチャートの北端、その先にさらに折り込まれた耐水紙を開く。枝を広げるように、歪いびつに延びた島一つ描かれない海に、赤線が続いている。

「地図の先に、また地図が描かれている……」

「父さんは僕たちの知っている海を越えたんだ。けど、その先にもまだずっと海が広がっていた。そういうことだと思う。一年後に、ポラリスとこのストリームチャートだけがヴェセルに帰ってきた。無傷だったけど、誰も乗ってはいなかった。僕はこのポラリスと、ストリームチャートと、父さんの『白翼』の名を継いで、スワローになった」

　そこまで話して、僕は追おい縋すがるものを振り払うように勢いよく立ち上がった。

「僕の話は終わりだ……もう寝よう、明日は日が出たらすぐに出発だ」

　空を飛ぶのには理由がいる。僕はアカーシャ・ミグラテルの息子で、『白翼』の名を継いだ者で、スワローだから。

　僕は、空が飛べればいい。けど、「空を飛ぶ為ため」には飛べない。僕は僕のわがままでは飛べない。

　僕は、父さんみたいにはなりたくない。







　翌朝。

　太陽の光と同じくらい、ポラリスの両翼の照り返しが輝いている。

　雲一つない、気持ちの良い快晴だった。この辺りの海は大きな雨雲がよく発生するから天気が変わりやすい。だから出発が視界良好なのは歓迎すべきことだ。

　それは、朝食を終えて飛行前の点検をしていた時だった。

「あの、シエルさん」

　いきなりステラが妙に真剣な声でそう呼んできて、僕は顔を上げた。

「どうしたの？」

「私にも手伝わせてください」

「手伝うって……何を？」

「飛行機の、操縦」

「操縦を、手伝う？」

「はい」

　僕はなんと返事をしたものか、迷ってしまった。ステラの表情は終始一貫真面目で、少なくとも何かを言い間違えたということはなさそうで、それがなおさら僕の返事を難しくした。

　どう説明すれば分かってもらえるだろう？　それは無理だということを。

「えーっと……手伝うって言っても、ポラリスは一人で操縦するものだし。それに飛行機の操縦は専門的な訓練が要るものだか……」

「ナビゲーターを私にやらせてください！」

「……え？」

　遮って発せられた言葉に、僕はまた驚かされてしまった。

　ナビゲーター。すなわち自身のバイオコンパスと計器を頼りに、出発位置、自機位置、目標位置を計算しながら飛行経路を導く担当者。

　失敗したら即遭難の命綱だ。絶対に任せられない。僕は急いで、かつ大おお袈げ裟さに首を振る。

「ちょ、無理！　それは無理だよ！　もし計算を間違ったら一大事だし何よりバイオコンパス精度が……」

「チャートナンバー32、X55,66,21、Y43,50,24」

　ステラは出し抜けにそう数字を羅列した。僕は一瞬その意味を摑つかみ損そこねたけれど、次にはすぐにそれが指すものを理解した。僕は急いでチャートブックを確かめる。

　……このポラリスの現在座標だ。しかも、秒単位。

　その上、ステラは出発前のサンクティエラ島での航路確認以来ストリームチャートを見ていない。チャートを見ることなく、後部座席の計器とバイオコンパスのみで自機の位置を正確に計測していたというのか。

「合ってます……よね？」

　僕は困惑しながらも頷うなずく。

「……多分。分単位までは確実に合ってる。けど、僕には秒単位までの座標ははっきり分からない」

　それはバイオコンパスの精度差だ。僕のＳ級精度では、指針変化を分単位でしか測れない。だから、結果導かれる座標も分単位でしか分からない。

「ステラ、君のバイオコンパス精度は？」

「えっと、ＳＳ級です」

「ダブルエス!?」

　僕は反射的に叫んだ。

　ＳＳ級精度。その保有率は十万人に一人とも、二十万人に一人とも言われる。つまり船国一つに一人いればラッキーというレベルの人材だ。

　ＳＳ級の凄さはその精度だけではない。動体把握能力が尋常ではないのだ。

　バイオコンパス精度が高いほど、物体の動きや速度、距離感を把握する力に優れているという。水の流れの例えで言えば、僕やポラリスがその流れの中に身を置いて変化を感じる時、同時に「僕やポラリスがその流れの中にある」ことで、水の流れ自体にも変化が現れる。つまり、磁力の中を物体が動けば、その磁力の流れが微かすかに影響を受けるわけだ。僕たち精度に優れたバイオコンパスの保有者は、気付かない内にその変化もある程度知覚しているらしい。それを視覚情報に加えて補正することで、僕らは常人を遥はるかに超える優れた動体把握能力を発揮することができる。これはスワローが皆、高い空戦能力を持っていることの一因でもある。

　だが、Ｓ級精度までのそれは所詮「目に見える」範囲での話だ。

　僕にはその感覚はよく分からない。けどＳＳ級ともなると、充分に距離が近いか充分に大きなものであれば、見えていなくても「感じる」ことができるのだという。例えば船国くらい大きなものであれば、数万メード先にあってもその存在が分かるという。だからＳＳ級バイオコンパスの保持者は、船国自体のナビゲーターを務めていることがほとんどだ。

　こんなところにいるべき人間じゃない。

「ほんとに、何者なの。君は……？」

　ごめんなさい、言えないんです。

　ステラはそう表情だけで語った。

「私も一緒に飛んでいるのに、自分だけが何もしないのが、何だか辛つらくて……絶対失敗しません！　だから、任せてもらえませんか？」

　飛行しながらの航路計算は結構過酷だ。実際のところ、ステラにナビゲーターをやってもらって一任できるのならかなり楽になる。

　……計算の正確さはさっきの自機位置で明らかだ。大ずれしないように逐次確認していけば、大丈夫か。

「……分かった、任せる」

「ありがとうございますっ！」

　ステラは満面の笑みで頭を下げた。







　上手くぶつかることができれば、今日の昼くらいにはバトーが見えてくるはずだった。すれ違いに注意をして、高度を低めにゆっくりと僕たちは飛行していた。

「航路修正、右、三・五」

「了解、右、三・五」

　ステラのナビゲートは完璧だった。正直自分でやるよりも安心できるくらいだ。

　だが天気のほうは少々不安だ。晴れてはいるけど雲が増えてきた。

　僕は空を仰いで上空を見る。雲量六、というところか。バトーを探しながら飛ぶことを考えると迂う闊かつに雲の上には出られない。雨が降ってくると少々手間だな。

　そんなことを考えていた時だった。

「何か……来る」

　ステラが通信機の先でそう呟つぶやいた。それから一瞬の後。

「上ですっ！　雲の陰！」

「……っ！」

　僕はステラの声に、反射的に機体を直角にブレークさせた。刹那。

　雷のような轟ごう音おんとともに、黒い影が本来僕たちが通過するはずだった場所を切り裂いていく。

「きゃああああっ！」

「攻撃っ!?」

　反転して再度攻撃態勢に入ろうとするそれを、僕の目はカメラのファインダーのようにしっかりと捉えていた。エンジンが両翼に一つずつ。双発エンジンの対シーガル用重戦闘機……コルセアだ。

「くそっ！　しっかり摑つかまって！」

「は、はいっ！」

　スロットルを吹かし戦闘速度に加速する。旋回してくるコルセアに、わざと後ろを見せるように飛行する。

　よし、喰くい付ついてきた。

　巴ともえ戦せん。お互いがお互いの背後を取り合う形だ、この状態に持ち込めば旋回性能に優れたポラリスのほうが有利だ。

　機体を垂直に立てて、巨大な雲を腹に受けて大きく急旋回する。その時。

「だめっ！　雲の向こうにもう一機！」

　雲が切れる直前、僕はローリングして高度を落とす。一瞬後ろを見る。

「本当だ……」

　背後に喰い付くように、もう一機のコルセア。雲の裏で待ち伏せしていたのか……。

　あのまま飛んでいたら鉢合わせでやられていた。

　二機はすぐに体勢を立て直すと、挟むように左右から大きく追い込むように迫ってくる。

　旋回性能は劣っても、最高速度はエンジン二つのコルセアが有利だ。良い腕をしている、二機で互いの後ろを守り合ってドッグファイトの不利を潰すつもりか。

　それにしても。

「どうして分かったの!?」

　僕は通信機に叫んだ。敵はこちらを奇襲する為ために、雲の陰に身を隠していた。見えていなかったのはステラも同じだったはずだ。

「感じるんです！」

　ステラがそう言って、はっと気付いた。

　磁力変化だ。ステラのバイオコンパスがコルセアの動きを感じ取ったのか。

「助かった！」

「どう致しま……あああああああっ!!」

　僕はステラの叫声を引ひき摺ずりながらスピードを上げて急旋回する。だが敵機もそう簡単に離れない。

「……やるな、こいつら」

　旋回半径の広さを、コース取りの読みでカバーしている。こっちが旋回する位置に外から回り込むようにしてスピードを殺さずに喰い付いてくる。あの重い戦闘機を上手く操るパイロットだ、一筋縄ではいかない。

「う、撃ちますかっ!?」

「ダメだ、撃つな！」

　僕はマイクに叫ぶ。なんとか敵機を引ひき剝はがして猶予を作らなければならない。

「状況的に、あいつらはバトーのコルセアの可能性が一番高い！」

　だとすれば、先にこちらがバトー宛ての荷を積んでいることを伝えないと同士討ちになってしまう。だけど、僕はもう一方で絶望的な想定をしていた。




　もし、相手がそれを承知で攻撃してきているのだとしたら……？




　……相手は何の前触れもなく攻撃してきた。そして、確実に撃墜するつもりだった。

　背後の敵機がスピードを上げて追いすがってくる。

「敵が来ますっ！」

「分かってる！」

　敵機の発砲。僕はシザースを掛けて射線を外す。空を切り裂く弾丸の雨が僕たちを追い越していく。

　コルセアの本来のターゲットであるシーガルは、鈍重だが頑丈だ。それに効果的にダメージを与える為ために、コルセアは三〇ミリメード口径を超える重機関砲を搭載している。ポラリスでは食らえば一たまりもない。

　背後に気を配りながら頭上を確認し、もう一機の居所を確かめる。

　……良い位置取りだ。僕の斜め後ろ上方にぴったりと付けている。僕が耐えかねて安易に上昇機動を取れば、即座に背後を取って撃ち落とせるポジション。

　だけど、隙はある。

　敵機の射撃タイミングをいなすように、小刻みにシザースをかけながら僕とポラリスは水面すれすれを滑空する。散発的に放たれる弾丸が海面を打ち、破裂音と共に水柱を立てる。

　背後の敵機が攻撃に集中した、その瞬間。

「……！」

「うわわっ!?」

　僕は隙を突いてバレルロールを仕掛ける。前方に向かって、樽たるの内側を滑るように大きく螺ら旋せんを描いて機体を操る。距離を稼ぎ、背後の敵機を前へ送り出す。

　後ろを取った。だが。

「上ですっ！」

　当然もう一機がカバーに来る。

「だけど……そいつは読みどおりだ！」

　僕は降下してくる敵機に対して、今度は立ち向かうように上昇する。正面から向かい合った瞬間。

　上昇しながら、失速ギリギリの機動で機体を捻る。視界が渦を巻く。

　バーティカルロール。敵機の弾丸がポラリスをかすめる。が、射線は外した。

　撃ち終えた敵機とすれ違う。距離と高度を稼いだ。僕は安全距離を保ちながら通信機をオープンチャンネルに合わせる。

「こちらはヴェセル・スワローギルド所属スワロー、シエル・ミグラテル！　貴官らがバトー空軍所属機であれば即座に攻撃を中止してもらいたい！　こちらはバトーへの荷を積んでいる！」

　……返答はない。僕は苛いら立だちながら再度叫ぶ。

「繰り返す！　こちらはバトーへの荷を積んでいる！　攻撃を中止してくれ！　そちらが戦闘を続行するのであれば、スワローギルドの規定に従い応戦する！」

　しかし、無線はうんともすんとも言わない。僕は思わず溜ため息いきを吐ついた。

　だめか……敵機は態勢を立て直してこちらに向かってくる構えだ。こうなれば、もう戦闘を、撃墜することを覚悟するしかない。

　機関銃の安全装置を解除してくれ。ステラにそう言おうとした時だった。

「これ、何……!?」

　そう、感覚的にもらしたような小さな声でステラが呟つぶやいた。それが何かを僕が訊きく前に。

「上、太陽の方向です！」

　僕は考えるよりも先に機体をブレークする。その一拍後。

　大気が吼ほえた。

　まるで空からこぼれてきた隕いん石せき。青を一直線に引き裂いて、白い光が僕らのいた空を駆け抜けた。

「新あら手て!?」

　まるで、ポラリスを見ているようだった。

　飛び去っていくそれを見た時、思わず僕はそう感じた。

　太陽の光から作り出したような、一点の曇りもない純白の機体。だがポラリスとは違いフロートはない、陸上要撃機だ。その上。

「速い……っ！」

　一目で分かる。加速性能も旋回性能もポラリスの数段上だ。ナーヴェでクライスの操っていたスピットファイアを優に凌しのぐ能力。僕は鋭い声でステラに叫ぶ。

「安全装置を外して！」

「は、はいっ！」

「来るよ！」

　敵機がインメルマンターンで高度を取り戻す。インメルマンターンは、船国スティアボードの特等飛行士マクス・クロウ・インメルマンの得意技だったことからついた垂直旋回機動の通称だ。機動は単純、ループの機動で垂直に上昇し、百八十度方向転換したところでロール、水平飛行に移る。だが……。

「なんて腕だ、速度がほとんど落ちない……！」

　斜めに動くシャンデルターンと比べて、垂直方向のインメルマンターンは大きく速度を損なう……はずだ。その常識が起こらない。エンジン出力の高さもあるだろうが、何より乗り手の腕が段違いだ。全ての操作において瞬時に最適を選び出さなければあの機動は不可能だ。

　二機のコルセアは距離を取ったようだ。小回りの悪いコルセアではかえってあの白い奴やつの邪魔になるという判断か。

　まずいな、迂う闊かつに逃げは打てない。あの技量、下手に動けばすぐに背後を取られる。

　……ドッグファイトで勝負するしかない。

　僕は敵機に向かって正面から突っ込む。敵も恐れる様子はない。

　機体が恐ろしい速度と距離ですれ違った。しかし相手も僕も一発も撃たなかった。理由はきっと同じ、当たらないからだ。

　そのまま水平旋回、互いに敵機の後ろに喰くらい付くように回る。

　通信機の向こうでステラのうめき声。だがやめるわけにはいかない。少しでも手を抜いた瞬間、墜とされる。一合で分かる、相手はそういう次元の飛行機乗りだ。
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「……くっ」

　だめだ。相手のほうが強い。僕は次第に追い切れなくなり、敵機が僕の後ろとの距離を詰めてくる。

　このままじゃいずれやられる。僕はそう思った。分ぶは悪いけど、いちかばちか勝負するしかない。

「ステラ、やられちゃったらごめん」

「……え？」

「仕掛けるっ！」

　僕は最高速度のまま水平旋回からブレークし、上昇機動を取る。だが。

「……タイミングを読まれたっ!?」

　僕の機動とぴったり同じに飛んでくる。まるで最初からそうすることが分かっていたように。

　……人間業じゃない。

　完全に後ろを取られた。今、敵から見たポラリスは空中に静止した的だ。撃ち落とされる、その寸前。

「ならこれで……どうだっ！」

　僕はわざと機首を上げ、腹を打って機体を失速させる。急激な空気抵抗の増加が機体を激しく揺さぶる。

「きゃああああっ!?」

　敵機が僕の前に出た。僕は素早く機体の体勢を立て直し、減速を最小限に留とどめて追い掛ける。本来ならば下手の犯す失速を逆手に取り急ブレーキを掛ける、ストールターンだ。

　狙いを付ける。早くしないと、早く撃たないと奴はまたすぐに僕の後ろを取ってくる。

　引き金を、引かないと。その時。




　──お前に撃てるのか？




　えっ？

　無線機から響いた声に、僕の集中が、瞬まばたきをするくらいの時間途切れた。

　そして、後に映った景色は。

「……いないっ!?」

　背後を取ったはずの敵機が、幻のように搔かき消えた。

「後ろです！」

　ステラの声で僕は悟った。ストールターンをやり返されたのだ。あれは食らった側からはまるで手品のように機体が消えて見えるという。

　自分が仕掛けられたことは今まで一度もなかった。

「……くそっ！」

　僕はがむしゃらにシザースを繰り返しながら、無我夢中で飛んだ。ただ、撃たれたくない、生きたいと必死だった。まるで死が形を持って僕の後ろを追いかけてくるような、追い付かれた時、全てが終わってしまうような、そんな感覚。

　呼吸が苦しい。空気が酷ひどく冷たい、まるで氷を吸っているように、肺に収まらない。

　操そう縦じゆう桿かんを握る手が震える。視界が眩くらむ。

　初めて、僕は空を恐ろしいと、心から思った。

　そして。

「シ、シエルさん……！　前っ、前を見て……！」

　絞るようにステラがマイクの向こう側から発した声に、僕ははっとした。

「磁気乱雲……！」

　僕は回りを見て飛ぶこともできなくなっていたのか。僕の目の前には、まるで城のように立ち塞がる、巨大な黒雲の塊。

　磁気乱雲。雲の中は雷が走り回り、突っ込んだが最後、バイオコンパスが使い物にならなくなる。

　あそこに入れば、もうバトーにもヴェセルにも戻れなくなるだろう。だがあの雲を避ければその瞬間、僕は後ろの奴やつに確実に撃ち落とされる。

　もう、無理だ。手がない。そう僕が諦めようとした時だった。

「雲に……雲に、入ってください！」

　鋭い声が無線から響いた。

「あれは磁気乱雲だ！　入ったらもう僕らはどこにも戻れない！」

「大丈夫、私は絶対道を見失いません！」

　ものすごく強い力を持った声でステラが叫んだ。

「絶対、大丈夫だからっ！」

　ステラのＳＳ級のバイオコンパスがどれだけ磁気乱雲の中で正確に働くか、それは正直、僕には全く分からなかった。でも、分かるか分からないかは大して重要じゃなかった。

　多分、その時の僕はそんなことは考えていなかったから。

　ただ、ステラの言葉を信じるか信じないか、そのことだけしか考えていなかったから。

「……分かった、ナビを頼む！」

「はい！」

　僕はフルスロットルで磁気乱雲に突っ込んだ。

　黒い大気が風防にぶつかってのた打ち回る。一瞬に全てが闇に飲まれ、何も見えなくなる。敵が来ているのかも分からない。渦を巻く風を凌しのぎ、機体が持っていかれないようにするだけで精一杯だ。雲の中では、自分がどちらを向いているのかも、上昇しているのかも下降しているのかも判断できない。僕のバイオコンパスは完全に力を失っている。

「大丈夫、水平です。そのまま飛んで！」

　ステラだけが確信を持った声で僕を励ましてくれる。僕はそれを信じて、彼女の声に従って飛び続けた。

　夜をかき混ぜたような視界の中で、引っ切りなしに白光が明滅する。雲の中を走る雷だ。あれに当たれば僕らは即死だろう。こればっかりは祈るしかない。

　多分、飛んでいた時間はそれほど長いものではなかったはずだ。だけど僕には時間の感覚がなかったから、実際どれほど雲の中にいたのかは分からない。

　ただ、僕は耳元で聞こえるステラの声だけに集中していた。

　そして、それは突然だった。

　視界を満たしていた黒が、拭い去ったように一気に晴れた。

　世界そのものが脱皮したように感じられた。

　凪なぎの青が広がる。僕らはあの分厚い磁気乱雲を、奇跡的にも無傷で脱出できたのだった。

「……生きてる」

「……はい、生きてます」

　考えなければならないことはいくらもあった。まだ無事にどこかに辿たどりつけると決まったわけでもなかった。

　それでもとりあえず、僕たちの間にはその言葉だけで充分だった。







「……隠していること、話してほしい」

「…………」

　僕とステラは、洒しや落れたラウンドテーブルを挟んで、一口も手を付けていないコーヒーを並べて座っていた。ちょうど夕飯時だ、周りのテーブルにはディナーを楽しむ人々の姿。

　ここは良い店だ、昔から──父さんと暮らしていた頃から馴な染じみの店だから、僕はよく知っている。本当はテーブルを囲んで幸せを分け合う店なんだ、だから多分、僕たちは場違いというか、絵の具に混じった濁りみたいに映ったと思う。それに僕らの飛行服姿はちょっと目立ちすぎたかもしれない。

　コルセアとあの真っ白い要撃機がバトーのものである可能性が一番高い以上、あのまま進むのは危険すぎた。だから僕たちはあの奇襲の後、できるだけ急いで、できるだけ周囲を警戒しながら、ディヴェル島まで引き返してきた。夜にはなってしまったけれどなんとか僕たちは生きてここまで戻ってこられた。

　コーヒーに手を付けようかと一瞬思い、やめた。そういう動きは、多分邪魔だ。

　ステラがバトーにとって招かれざる客なのか、何か誤解があるのか、あるいはバトーの側に、僕たちとは関係のない事情が何かあるのか、そもそもあれはバトーのコルセアではないのか。

　僕には何も分からないし、何も分かるはずもなかった。だって、僕は判断できるだけの情報も、知識も、何も持っていないのだから。

　けれど、僕の前に座っている、全てとまではいかないかもしれないけれど、少なくとも僕以上には遥はるかに事情を知っているはずの僕の「荷物」は、本当に旅りよ行こう鞄かばんになってしまったみたいに、一向に口を開かなかった。

　僕らがこの店に入って、顔を突き合わせて、それからホットコーヒーがアイスコーヒーに変わってしまうのに充分なくらいの時間は経たっていた。だけどステラは今のところ、謝罪以外の返事はしてくれていない。

「……僕らは、殺されかけたんだよ？」

　僕はそう言った。ステラがぴくんと反応して顔を上げて、僕の顔を見て、それから瞳を小さく震わせた。

「……ごめんなさい」

　何度目かの謝罪の言葉。僕は溜ため息いきを吐つく。

「僕は別に謝ってほしいわけじゃない。それに、君の依頼を投げたわけでもない」

「はい」

「ただ、君が隠していることを教えてもらえないと、僕はこれ以上君を乗せて飛ぶことはできない。そう判断しただけなんだ。分かる？」

「はい」

　小さく頷うなずくステラに、僕は諭すように話した。でも何となく、ステラは僕に秘密を明かしてはくれないだろうという気がしていた。

　僕は、僕自身がそう感じることに、苛いら立だっていたのかもしれない。

「もう一度訊きく。ステラ、君が隠していることを僕に教えてほしい」

　僕はそう静かに、だけどはっきりと告げた。

　ステラは堪こらえ切きれないように目を伏せて、服の上から胸の中のヘキサ・サフィールをぎゅっと握った。その様子は何だか酷ひどく苦しそうに見えた。僕はそれを見て、黙っているのならそうやって苦しめばいいと、そんなことをちょっとだけ思ってしまう。彼女の態度に苛立ちを覚えないと言えば、噓うそになってしまうだろうから。

　ステラは凄く真剣に迷っているようだった。僕らの周りにある空気だけが、ゆっくりと、重く、色を失っているように感じられた。だけど。

「……ごめんなさい」

　ステラの返事は、結局変わらなかった。

　そして僕は、その一瞬で自分の中のどこか深いところのスイッチを切り替えてしまったみたいに、いつもよりずっと意地の悪い気持ちになっていた。

「何も話せない、事情も分からない、そのまま生きるか死ぬかでバトーに飛べ。ステラが言っているのはそういうこと？」

　僕はステラをそう責めた。そう、僕は責めた。ステラを苦しめようと思って言葉を投げた。彼女は涙を目の端に溜ためていた。傍はたから見たら僕は、気の弱い彼女を虐げる悪い男に映っていたかもしれない。でも今思えば、その時の僕はそういう人とあまり変わらなかっただろうとも思う。

「その宝石があれば……金があれば、人をどう使ってもいいの？」

「そんなつもりはっ！」

「だってそうだろう!?」

　僕は声を荒らげた、ステラが反射的に身を引いて、椅子が軋きしんだ音を立てた。

「……ごめんなさい。でも、私は何としても、バトーに行かなくちゃ、ならないんです」

　ステラは許しを請うようにそう言って、それから小さくもう一度、本当にごめんなさいと呟つぶやいた。僕は首を振った。

「謝るのは、ずるい。それはただのわがままだ」

　僕の言葉はゴミを捨てるみたいに雑に響いた。それから小さく息を吐くと、僕は立ち上がった。

「ごめん、もう君の仕事は請けられない。僕は降りる」

「あ、あの……！」

　ステラが立ち上がる。勢いで椅子が倒れて音がして、一瞬周囲の視線が僕らのほうに集まった。

「スワローとして、最後まで仕事を全うできないことを申し訳なく思う。報酬は要らない、もともとここまではタダで連れてくるつもりだったから」

「でも、あんな危ない目にも遭わせてしまって……」

「大したことじゃない。ただ、ちょっと寄り道をしただけだから」

　僕は冷淡な口調でそう言った。ステラは何か口を挟もうとしていたみたいだけど、僕はそれを許さなかった。

「バトー、行けるといいね。僕にはもう何もできないけど、君の旅の幸運を祈ってるよ」

　そう言って僕はウェイターを呼んだ。僕は二人分の勘定を自分の財布で済ませて、もう振り返らなかった。







　島の中心近くにいるはずなのに、潮しお騒さいのような、うねりを持ったざらついた音がずっと響いている。

　雨音だ。僕は宿屋の窓から外を眺めた。常夜灯がぼんやりと照らす石畳の道を、空から降る雫しずくが絶え間なく叩たたいている。道に出来た水たまりが微かすかに夜の明かりを反射して、白波のような静かな光を放っている。

　部屋の中はベッドサイドのランプが薄黄色の光を放っているだけで、外から響く雨の音色と僕以外には何もない。

　だから僕は、自分が考えてしまうことをどうしても振り払えずにいる。




　──ステラは、どうしただろう？




　まだ、あの店に一人で座っているだろうか。何も言わず、コーヒーにも手を付けず、じっと座っているだろうか。

　店を追い出されてしまっただろうか。だとしたら、どこで雨宿りをしているだろう。店の前か。それとも別のどこかの軒先か。

　それとも、雨に濡ぬれながらどこかの道を歩いているのだろうか。

　……関係ない。僕にはもう、関係ないことなんだ。

　僕はステラの依頼を降りたんだ。関係ない。考える必要なんて、ない。

　僕はそう思い込もうとする。

　何度も、何度も、ステラを自分の中から追い払おうとして、その度にまた同じことを考えて、ずっと、ずっと、ベッドに腰掛けたまま僕はぐるぐると頭の中を歩き回っている。

　ステラと僕はもう、関係ない。

　でもそう考えることが彼女のことを考えるということで、だから僕は彼女のことを考えることをやめられないわけで。

　ステラだって子どもじゃないんだ。自分のことは、自分でなんとかするはずだ。

　今度はそう思い込もうとしてみる。すると。




　──こ、こうですかね……。




　そう言って、不安げな顔で包丁を向けてくる顔や。




　──脱いでもいいですか？




　そう言って勢いよく飛行服を脱ぎ放った姿や。




　──私、いつまでもシエルさんの荷物でいたいくらい。




　馬鹿みたいに無邪気に、ポラリスの翼の上で微ほほ笑えむ顔が。

　こんなにも短い時間なのに、こんなにもささやかな繫つながりなのに。

　それなのに、ステラが見せた一瞬一瞬が、どうしたって自分の意識の中から切り離せない。

「くそっ……なんなんだよ……！」

　思わず口を突いた独り言。それから、舌打ち。それから、溜ため息いき。

　目を閉じて、息を止めて、耐えられなくなって。

　僕は部屋のドアを開けて雨の降りしきる外へと駆け出していた。







　さっきまでいた店の前に戻ってみる。

　……いないか。ステラの姿は見当たらない。というか雨が降っているせいか人影自体がほとんどない。

　やむ気配のない雨が僕を濡ぬらしていく。じっとりと体を重くしていく。僕はそれに逆らうように考える。

　どこだ？　ステラならどこに行く？

　雨音がうるさい、目を閉じて必死に、必死に僕は考える。

　一度も来たことのない街に、とびきり世間知らずの女の子が、突然一人で放り出されたら、どうする？

「……どこにも行かない。いや、行けないはずだ」

　行く当てもない。頼る人もいない。ステラならきっと、おろおろと周囲を見回して、動くこともできず、不安げな顔で周囲をきょろきょろと見回して、ここでじっと待っていたはずだ。

　……誰かに甘い言葉でも掛けられない限りは。

　僕はバネで弾かれたみたいに店に向かって走った。乱暴に扉を開けると店員がぎょっとした顔でこちらを見る。

「いらっしゃ……」

「あ、あのすいません！」

　僕は店員の言葉を遮って叫ぶ。ぎょっとして見開いた目を店員は丸くする。

「はい……何でしょう？」

「女の子を見ませんでしたか!?」

「女の子、ですか？」

　店員が困ったように笑う。僕はそれに苛いら立だちながら叫ぶ。

「急いでいるんです！」

「と、申されましても……こういう店柄『女の子』はたくさんいらっしゃいますから、何か特徴はございますか？」

「そ、そっか。えっと……そう！　飛行服！　ぶかぶかの飛行服を着た子です！」

「ああ、それでしたら良く覚えていますよ。しばらくそこに一人で座っていらっしゃいましたが、しばらくして無言で綺き麗れいに一礼をして出ていかれました。とても可か憐れんな方でしたから、印象に残っています」

「それで、どっちに!?」

「ええ、右の大通りのほうに行かれましたよ、そんなに時間は経たっておりません」

「ありがとうございます！」

　大通りか、僕は勢いよく頭を下げて背を向けた。

「あのっ！」

　そう叫ぶように声を掛けられて、僕は思わず振り返った。

「もしかして、貴方、彼女の向かいに座っていたのでは？」

「……ええ、そうですが」

　僕はぽかんとして返事をする。彼はこう続けた。

「こういう店ですから、男女お二人連れのお客様は良くお見えになります。ですから、なんとなく分かってしまうんですが」

「えっ？」

　僕が怪け訝げんそうに見ると、店員は品の良い微笑を浮かべてこう言った。

「待っていらっしゃったようでしたよ、多分、貴方のことを」

　それから横の傘立てから二本傘を引き出して僕に手渡した。

「ささやかながら当店からのサービスです……見つけてあげてくださいね」

　僕は無言で頭を下げると、それを差さずにまた道へと駆け出した。

　店員の話を信じれば、そんなに遠くには行っていないはずだ。それにあの格好は目立つ。僕は手当たり次第に見つけた人に話を聞きながら、転がるようにディヴェルの街を走った。ずぶ濡ぬれでも、息が切れても、走った。

　手がかりを求めながら走る先は、どんどん細く、暗くなっていく。凄く嫌な予感がする。僕は立ち込める不安を振り払いながら狭い路地を駆ける。

　そして、闇市通りに入ったところで聞いた話に僕は戦慄した。

「ああ、あっちの路地裏に入ってったよ。男連れで」

「男連れっ!?」

「う、うん。三人くらいだったかな、ついさっきだ」

　まずい。単純にナンパならまだいいが、もし人さらいといった手合いだったら……。

　僕は破裂しそうな肺を必死で動かして、全速力で走った。

　路地を曲がる。入り組んでいる、くそっ、どこだ!?

「きゃあああああ！」

　雨を裂く叫び声。僕は導かれるように両足を振り回した。

　走って、走って、辿たどり着ついた袋小路。

　見つけた。追い詰められたステラと、その前に立ちはだかる男が三人。

「……おい」

　おい、おい、おい。

　僕はそう呟つぶやきながらふらふらとそちらに近寄る。

　真ん中の一人がやっと気付いて振り返った。吐き気がするような、酷ひどく下げ種すな顔だった。

「お前ら、離れろ」

　僕が言うと、男は「あ？」と声を漏らし、それから僕を見て笑った。

「何だクソガキ？　こっちは今からガキは無縁のお楽しみなんだよ、痛い思いしたくなかったらさっさと帰れ、な？」

「聞こえないか？　いいから離れろって」

「何？　もしかして……ケンカとか売っちゃってる？」

　そう男が馬鹿にするように言うと、横の二人が声を上げておかしそうに笑い始めた。

「シエルさんっ！」

　三人の向こうで、ステラが僕の名前を呼んだ。それを見て男の表情が一転、不機嫌なものに変わる。

「……何、知り合い？　惚ほれた女守ろうってか？　かっこいいねえ……腹立つわ」

「逃げてくださいっ！」

「だってよ？　互いの思いやり、麗しいなあ！」

　男たちが心底愉快だと笑う。だけど僕にはそんなことは全く気にならない。

　腸はらわたが煮え繰り返るようで、気にしてやる余裕がない。

「もう一度だけ言ってやる、その子から……ステラから離れろ」

「うぜえな……もういいや、お楽しみの前に社会勉強と行こうぜ、お前らやっとけ」

　男が吐き捨てるように言う。

「そう。痛い目見たいならそれでも良いよ、お前らみたいなカスには、手加減しないからさ」

　そう言って手に持っていた傘を一本道端に投げる。

「ガキがいきがっちまってよ、誰が手加減するってぇ!?」

　横の取り巻き二人が僕に向かって殴りかかってくる。

　……遅い。遅いし、迂う闊かつだ。

　僕は左の男に向かって、地を蹴って低く距離を詰める。殴ることしか考えていない男の懐はがら空きだ。

「なっ!?」

　左の男の表情に驚きよう愕がくが張り付く。男は腹の前の僕に向かって振り下ろすように拳を繰り出す。僕は半身でそれをかわすと、その腕を取って回し蹴りで足を払う。男はすっころんで地面に頭を打ち、うめき声を上げた。

「こ、この……がぁっ!?」

「うるさい、喋しやべるな」

　立ち上がろうとした男の腹に、僕は体重を掛けて靴底を叩たたき込こむ。一回、二回、三回。男は夕食を噴水のように戻して自分の顔に吐きかけ、動かなくなった。

「へっ……！」

　素手では無理だと判断したらしく、右の男はバタフライナイフを抜いた。刃やいばの鋭さを示すように刃先をちらつかせ、薄く笑みを浮かべている。

　きっと、彼はそれで僕が怖おじ気けづくと思ったのだろう。だけど僕は彼の手元には一切気を払わず、彼の目を冷淡に睨にらみつけたままこう挑発した。

「……それで？」

「ぬ、ぬかせっ！」

　男はナイフの刃を向けて僕に向かって突進してきた。僕は無防備な構えで立ち尽くし。

　間合いに入ったところで突然に、男の顔前に傘を突き出した。

「ぐぇっ!?」

　突っ込んできた男の喉に傘の先が食い込む。男の勢いが悶もだえに止まる。

　僕は喉に傘を押し込む。男の体勢が苦しみと反作用に崩れる。僕は剣のように傘を横よこ薙なぎに振り、右手のナイフを吹き飛ばす。返しの一振りで男の頭を打つ。

「痛いてぇ……っ」

　そう言って倒れ込んだ男の目前に、僕は思い切り傘を突き立てた。

「ガキに刃物向けたんだ、死ぬ覚悟はできているんだろうな？」

「や、やめ……ゆるして……」

　泣きながら懇願する足元の男を無視して、僕は最後の一人を見た。

「な、何だよお前……何なんだよ……」

「ステラから離れろ……ステラは僕の荷物だ」

「に、荷物？　何言ってんだ……」

「ステラは僕の荷物だ。僕が最後まで届ける、それまで、僕の荷物だ！」

「何なんだよお前！　気持ち悪わりぃんだよ！」

　そう男は叫ぶと、懐から黒い何かを引き抜いた。

「いい加減にしろよ、ほんとに殺すぞ！」

　リボルバー拳銃。銃口を僕に向けて男が高笑いする。

「シエルさんっ！　もういいから逃げてください！」

　僕はステラの言葉を無視して、真まっ直すぐに男に向かって歩いていく。

「来るな！　撃つぞ！」

「……撃てよ、撃ってみろよ」

「お、おかしいぞお前。ふざけんなよ」

「ぎゃあぎゃあぎゃあぎゃあうるさいな、お前……だから撃てって、ほら、撃てよ、当たるぞ？」

「銃だぞ、本物だぞ!?　分かってんのか！　く、来んじゃねえよっ!!」

「……だからさぁ、撃てるなら撃ってみろって言ってんだろうがっ!!」

「うわあああああああっ!!」

　追い詰められた男が叫び声と共に引き金を引いた。雨音を裂く銃声。地を叩たたいた薬やつ莢きよう。

「……どこ狙ってんだ？」

「く、くそ……な、ならこの女がどうなって……！」
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　男がステラに触れようとする、それよりも速く。

「それ以上言ってみろ。お前と違ってな、僕は殺せるぞ……！」

　刹那に距離を詰めた僕の傘が、男の首筋に当たっていた。

　僕が傘を下ろすと、男たちはよく分からない声を上げて走り去っていった。

　乱暴に振るった傘は、骨が粉々に折れていた。僕はそれを放りなげてステラの目前に歩み寄る。

　その時。

　突然、頰ほおに痛みが走って目が覚めた。

「馬鹿っ！　なんで……なんであんな危ないことするんですか！　死んじゃうかもしれなかったんですよ!?」

　一瞬、僕は動きを止めて、それから。

「……っ!?」

　僕はステラがしたのと同じように、彼女の頰を張った。

「それは僕のセリフだ！　何考えてるんだよ、知らない人に付いていっちゃいけないなんて、小さな子どもだって皆知ってる、世間知らずもいい加減にしろよ！」

　ぽかんとした顔で、頰を押さえながらステラは僕を見た。

「なんで……なんで、僕が、君を追いかけなくちゃいけない？　君のことを心配しなくちゃいけない？」

「……ごめんなさい」

　どうしてステラが謝るのか分からない。僕は謝ってほしいんじゃない。

「君はそうやって謝ってばかりで、何も話してくれない。何も教えてくれない。勝手で、わがままで、それなのに」

　それなのに、どうして僕は君を放っておけない？

「……もう諦めなよ。世間知らずで、無力で、そんな君一人じゃ何もできないんだから」

　僕は雨で目蓋の上に張り付いた前髪の下で、そう言う。

　降りしきる雨に答えは流されてしまう。その喧けん騒そうの中で。

「ありがとうございます」

　突然に、何の脈絡もなくそうステラが言って、僕は彼女を見た。

「……どうして？」

「だって、こんな私を助けに来てくれたから」

「別に、お礼を言ってほしいんじゃない」

　僕がそう言うと、ステラは笑ってこう言った。

「だけど、私は言いたかったんです」

「君は、勝手だ。本当に」

「はい。本当に、私、勝手で、馬鹿です。悪い人の口車に乗って、ほいほい付いていって……自分がどんなに弱くて、無知で、何もできないか、思い知りました。自分の身も守れなくて、怖くて、でも、シエルさんが来てくれた」

「僕が君を追いかける保証なんてなかった。見つけられるかも分からなかった」

「来てくれると思っていた、なんて言いません。また勝手だって言われちゃうから」

　ステラは落ちていたもう一本の傘を拾い上げる。

「私、シエルさんに来てほしかったんです」

　それも同じくらい勝手だ。僕はそう思いながらステラを見ていた。

「決心がつきました」

　その傘を広げて、ステラは僕の頭に差しかける。

「全部お話しします。その上で、もう一度、シエルさんの荷物にしてもらいたい。そうお願いする決心がつきました」

　僕は彼女の傘を取り、反対にステラの頭上に差した。

「本当に、誰とも比べられないくらい、ステラはわがままだ」

「そう、ですね……でも、わがままだけど、私は、他の誰かじゃなくて、シエルさんにお願いしたいんです。もう一度だけ、私にチャンスをくれますか？」

　……本当、呆あきれる。どうかしている。

　ここまで自分勝手なステラも、それを聞こうとしている僕も、どうかしている。

　僕は大きく溜ため息いきを吐ついて答えた。

「これでも僕は『白翼』の名を継いだスワローだ。わがままな依頼主と面倒な荷物には慣れている」







　宿屋に戻った僕たちは、小さなテーブルに顔を突き合わせて座った。

「まずは、そうですね……私の本当の名前からお話ししないといけません」

　そうステラは静かに呟つぶやいた。

「ステラ、というのは偽名？」

　僕がそう訊きくとステラは小さく首を振る。

「いいえ、ステラは本当の名前です。お伝えしないといけないのは、私の姓」

　そう言ってステラは、僕の目を真まっ直すぐ見て口を開いた。

「私のフルネームは、ステラ・ヴェセル・カナール」

　ステラ・ヴェセル・カナール。僕はゆっくりとその名前を反はん芻すうする。

　僕の記憶が正しければ、カナールはヴェセル王家の姓。それはつまり……。

「ヴェセル・カナールって……君は、ヴェセル王国のお姫様、ってこと？」

「はい、系譜では現第四王女、ということになります」

　平然と頷うなずくステラを見て、僕は言葉を失った。一体何が起こっているのか、僕には全く分からなかった。僕はぽかんとしてもう一度確認した。

「えっと……君は本物のお姫様、ってことだよね？」

「はい、一応は」

「……噓うそじゃないよね？」

「全部お話しすると申し上げたんですから、今更噓は言いません」

　彼女の目は真剣で、噓をついているようには見えなかったし、少し考えれば分かるけれど噓をつく理由もなかったはずだった。

　……でも、僕がずっと乗せてきたステラが、王女様？

　言われてみれば、節々に思い当たることはたくさんあった。あったけれど。

「信じられませんよね」

　そうステラは苦笑する。僕は首を振って呟つぶやいた。

「いや、大丈夫。とりあえず分かった……ステラが王族だってことは理解したし、信用する。話を続けて」

　僕が自分を納得させるようにそう頷くと、ステラはまたゆっくりと話を再開する。

「バトーの航路がヴェセルに近付いているのはご存知ですよね？」

「ああ」

「このまま行くと、およそあと一週間でヴェセルとバトーは五〇キロメードの距離まで接近します」

　ステラの言うとおり、ヴェセルとバトーは数十年に一度の航路最接近の時期に当たっている。船国同士の接近はとてもデリケートな問題で、場合によっては片方が滅んでしまうこともままあるけど、ことヴェセルとバトーにおいてはその心配はないはずだった。

「その時にバトーはヴェセルを攻め滅ぼすつもりだ、そういう情報が入ったんです」

「それはおかしい」

　ステラの話に僕はそう反はん駁ばくする。

「バトーとヴェセルは同盟国のはずだ。それに軍事的にもほとんど同規模だ……でしょう？」

「口調、お気になさらないでください。今までどおりに」

　そうステラは小さく笑う。言い直した気持ちを見透かされて、僕はちょっと恥ずかしくなる。

「シエルさんの言うとおりです。バトーとヴェセルは同盟国ですし、同盟を結んでいる理由もその規模が拮きつ抗こうしている点にあります。戦争になれば、どちらが勝ったにしても甚大な損害を被るはず。本来であれば考えがたいことではあります……ただ、万が一ということがあります」

「万が一？」

「例えば、どこか別の国が後ろ盾をしているとか。あるいは、何か均衡を打ち破るような新兵器を開発した、とか」

　僕は曖昧に頷うなずく。確かに考えられなくはない、が、やはり酷ひどく考えづらいと僕は思う。

「ですから、バトーとの接近に先駆けて和平の使者を立てることになりました」

「それが、ステラ王女、ということ？」

　ステラは頷く。僕は首を傾げる。

「ちょっと、納得がいかないな」

「何がですか？」

「危険すぎる。だって、君にもしものことがあったら……」

「王女と言っても私は四番目です。ヴェセルには私の他にもＳＳ級精度のナビゲーターはいますし、もし死んだとしても国政には差し支えありません。それに、いざ戦いになってしまった時には私の死で大義名分を立てることもできます」

　なんでもないことのようにさらりと言ったステラに、僕は絶句した。

　いくら国家の為ための命といっても、それではあんまりだ。

「そんな理由で、ステラ王女が……」

　僕がそう呟つぶやくと、苦笑してステラが言う。

「王女、というのも、できればやめてください」

「でも……」

「今までどおりがいいんです。正直に言うと『王女』って呼ばれるの、苦手で」

　僕は躊躇ためらいながらも頷く。突然に「王女」と言われても、どう接したらいいのか分からない。それに、実際のところあんまり実感も湧かない。

「君のお父さんは……ソーレ王は、そんな理由で君を送り出したのか？」

「いいえ、父には思いっきり反対されました」

　そう言ってステラは首を振る。

「どういうこと？」

「使者には、私から志願したんです。さっきお話ししたのは、私が父を納得させる為に話したことです」

　危険だと分かっている役割に、自分から？　僕にはますます分からない。

「……どうしてわざわざ？　王族としての、使命感？」

「いいえ、もっと利己的な理由ですよ」

　そう言ってステラは不意に立ち上がると、窓の傍そばへと歩み寄った。

「外の世界を見てみたかったんです。私、ヴェセルの王城から出たことがないから。チャンスだって思いました」

　それから、僕のほうを見る。

「ずっと考えていたんです。自分は何の為ためにいるんだろうって。私は第四王女ですから、きっと兄様や弟たち、姉様たちのように、王家の者として先陣に立ってヴェセルの力になることは叶かないません。それなのにただ、城の中で王族として贅ぜい沢たくな暮らしをして、城下を眺めて、それだけで一日が過ぎていって……そんな日々に、何の意味があるんだろうって、私は何の為に、ここで生かされているんだろうって」

　自由ではない、そう言った彼女の顔を僕は思い出した。

　あのポラリスの翼の上で見た、夏の夜風のような冷たさを持った表情を。

「……見つけたかったんです。何でもいいから、私が生きている理由を」

「ステラにとっては、これは国を背負った使命であると同時に、一世一代の冒険だった」

「そうかもしれません。もしかしたら、最初で最後の……ううん、もしかしたらじゃないですね。元よりそのつもりでした、一回だけの、わがままだって」

　その言葉の後、ステラの表情が陰りを見せた。これまで起こったことをまとめれば、彼女が旅立った後に一体何が起こったのか、僕にも大体想像がついた。

「私たちは三機編隊のシーガルでバトーを目指し出発しました。機体は王族専用機の塗装を施していました。だけど……」

「謎のコルセアの襲撃を受けた」

　僕がそう言葉を継ぐと、ステラは頷うなずいた。

「……私の乗っていたシーガルが撃墜されたところまでは覚えています。一機は脱出できたようですが、もう一機は私を守る盾となって……撃ち落とされました」

　最後の一言に悲痛さを滲にじませながらも、ステラははっきりとそう言った。

「そして、気付いたらサンクティエラに流れ着いていた」

「はい。これが、シエルさんに出会うまでの全てです」

　……話の筋は通っている。ステラの様子を見ても、噓うそをついているとは思えない。

「……そういえば君の名前。持っていたヘキサ・サフィールって……」

「ええ。私が生まれた記念に、母が授けてくれたものです」

　多くの船国では子どもが生まれた時、その名前と関連する物を魔ま除よけとして持たせる風習がある。ストリームチャートに入ったアルバトーレの羽根ペンも、「空」という意味の僕の名前に合わせて父さんがくれた物だ。ヘキサは六ろく芒ぼう星せい──古代の儀式に使われたという星の模様を意味している。ステラは「星」を意味する名前だ。

　宝石としての価値以上に、ステラにとっては大切なものだったはずだ。

「ヴェセルに暮らす皆の命には、代えられませんから」

　そう、僕の心中を読んだようにステラは微笑した。

　それにしても。

　僕は目の前に座っているステラの顔をまじまじと見た。それは。本当はものすごく失礼なことで、多分場所が場所なら牢ろう屋やにぶちこまれて首を刎はねられてもおかしくない行為だ（後からよくよく考えてみると、僕はもっと恐れ多いことを何度もやってしまっているのだけど）。

「どうかしましたか？　シエルさん」

　僕の視線に、不思議そうにステラが言う。僕は弁解するように慌てて首を振った。

「いや、本当に王女様なんだな、って思って」

　そう、僕が呆ほうけた声で言うとステラはおかしそうに笑った。

「見えないでしょう？」

　何と返事をしていいか分からず、僕は黙った。ステラはそれを見てこう続けた。

「いいんです。王女らしく見えたいなんて、思ったことはないんですから」

「それは、王女という立場が嫌いだから？」

　僕がそう尋ねると、ステラはこう言った。

「多分、ちょっと違うと思います。私が王女らしくありたくないのは、『王女であったらできないこと』がたくさんあることと、『王女でなければできないこと』が私にはできないからじゃないかな」

　ステラの言葉の意味を正しく理解することは僕には難しかった。僕は王族じゃない。王族に会ったことは何度もあるけれど、彼らの気持ちをきちんと分かることはできない。空を飛ぶ者の気持ちは、空を飛ぶ者にしか分からないように。

　でも「王女でなければできないことが私にはできない」というのは、僕にも分かる気がした。僕も父さんの名を継いでスワローになったけれど、多分父さんにはできて、僕にはできないことがたくさんある。「白翼」でなければできないことで、僕にはできないことが山ほどある。

「それでも良いと思う。ステラは、王女である前にステラだ」

　僕はただそう言った。言いたいことがステラにきちんと伝わっていることは、彼女の表情でなんとなく感じられた。

「ありがとうございます。ついこの間までは、私もそう思っていたんです。身分なんて関係なくて、自分にできることをすればそれでいいんじゃないかって」

　そう言ってから、ステラは真まっ直すぐに僕を見て、それからまるで屈託なく、何の恐れや気負いもない様子で花のように笑った。野に咲く花、純粋で、素朴で、素直な笑顔だった。

「でも、シエルさんと空を飛んで、思ったんです。本当に自分らしくある為ためには、自分の立っている場所から逃げちゃだめなのかもしれないって。だって私は、ステラ・ヴェセル・カナール。王女であることも大事な私の一部なんだから」

　逃げてはいけない、その言葉の意味を確認する為ために僕は尋ね返す。

「それはつまり、バトーへ和平の使者として辿たどり着つくことを諦めない、ということ？」

「はい」

　ステラの声には、曲げようのない芯があった。ステラの気持ちも、僕には理解できていたと思う。

　でも、僕には賛成することができなかった。

「……ステラの乗っていたシーガルを襲ったのは、今日僕たちを攻撃してきたコルセアと同じ機体？」

「確信は持てませんけど、同じだと思います」

「状況から考えると、あのコルセアはバトー空軍所属機の可能性が一番高い、というか立地的にバトーのコルセアとしか考えられない」

　今、この辺りの船国でコルセアを飛ばせる射程圏にあるのはヴェセルとバトーの二国しかないのだ。ヴェセルを除けばバトーしか残らない。

「それに今日、あいつらは何の予告もなく最初から撃墜するつもりで攻撃してきた。それはつまり……」

「バトーがヴェセルと戦争をする用意をしている、というのは本当で、最初から和平を受け入れるつもりはないということ」

　ステラは僕が言おうとしたことを先回りした。僕は溜ため息いきを吐つく。

「分かっているなら話は早い……君はヴェセルに帰り、戦の準備をするよう進言するべきだ」

　始まると分かっている戦──しかも泥沼の総力戦になる戦。せめて、迎え撃つ準備を整えていたほうが最後にヴェセルの勝つ目は上がるだろう。そう思って僕は言ったのだけれど、ステラは首を縦には振らなかった。

「でも、まだバトーと戦争になると決まったわけではありません。あのコルセアがバトーの物だと決まったわけじゃないはずです」

「状況から考えれば十中八九バトーのコルセアだ」

「直接確認したわけじゃありません」

　ステラは頑として反論してきた。僕は少し苛いら立だった声で言い返す。

「それは屁へ理り屈くつだ」

「たとえ戦争をするつもりだとしても、きちんと話をすれば気持ちを変えてくれる可能性だってゼロじゃありません」

　それはゼロだよ、ステラ。

　船国全体の意思が、たとえ相手の王家の娘とはいえ女の子一人の言葉で変わることなんてありえない。僕は心の中でそう言葉を吐き、代わりに諭すようにこう言った。

「……まず、生きてバトーに辿たどりつける可能性がずっと低い。ステラ、君は二回殺されかけているんだ。しかも相手は……特にあの白い戦闘機は凄く強い。今度出会ったら僕が全力を尽くしても……認めるのは癪しやくだけど機体性能も操縦技術も僕のほうが劣っているし、最悪そこで殺される。どうにかしてバトーに辿り着けたとしても、多分君はタダじゃ済まない。話もきっと聞いてもらえないと思うし、扱いは良くて牢ろう屋やの中、下手をすれば処刑されるかもしれない」

　ステラはおだやかな表情で小さく頷うなずいた。

「それでも、少しでも可能性があるのなら、成し遂げなければならないんです。だって、私はその為ためにここに来たんだもの」

　ステラの声には何の迷いも揺らぎもない。

　でも、迷いも揺らぎもないだけで彼女の話はめちゃくちゃだ。めちゃくちゃなのに真まっ直すぐなのだ。

　もちろん僕は死にたくない。でも、それ以上に、僕はステラを死なせたくなかったのだと思う。

「……僕は君に騙だまされたんだ。それで死にかけた。このことだって、今になるまで一つも話してくれなかった」

　僕は責めるように言った。僕はステラの気持ちを挫くじき、折ろうとした。それで僕が嫌われてもいい、恨まれてもいい。

　彼女が諦めてくれるのなら、僕がどう思われようが問題じゃない。

「……ごめんなさい」

　そう言ってステラは僕に頭を下げる。王女が一介のスワローに頭を下げる、恐れ多いことだ。それをステラは平然とやってのける。そして僕はそれを強いている。

　こういうのは、調子が狂う。

「これ以上、僕には君を助ける義理はない」

「そのとおりだと思います」

　なんでだろう。理由も分からないのに、凄くイライラした。僕はステラに叫んだ。

「君は王女だろう!?　なら命令すればいい、『私をバトーに連れていきなさい』って！　その身分と権力に任せて、僕を動かせばいい！」

　それはとても酷ひどい言葉だったと思う。彼女にそれができないことを分かっていて僕は言うのだから。ステラはとても悲しそうに、けれど目を逸そらさずに僕を見た。

「それは、できません」

　そうステラは小さな声で、けれどはっきりと言った。

「どうして？　申し訳ないから？　それとも、無理強いをして人を動かすような悪者になりたくないから？」

　多分、僕の声には凄く棘とげがあった。僕がステラだったらきっと怒っていたと思う。でもステラにはそんなところが一つもなくて、こう言った。

「飛ぶのなら、私はシエルさんと二人で飛びたいから」

　二人で飛びたい？　僕は彼女の言いたいことが分からず、尋ねた。

「どういう意味？」

「シエルさんと同じ立場で飛びたいんです、私。雇い主でも王族でもなくて、後部座席に座るパートナーとして飛びたいんです……色々なことを隠して、危ない目にも遭わせて、それに、この先も多分危ない目に遭わせます。こんなこと言う資格がないって分かってます。でも、私、心からそう思ってるんです」

　……どうして、ステラはこうなのだろう。

「もう一度お願いします。シエルさん、私をバトーに連れていってください」

　どうして、こんなに真まっ直すぐで、こんなにわがままなんだろう。

「僕に、君と一緒にバトーに行って死ねって言うの？」

　どうして、こんなに自分勝手で、こんなに分からず屋なんだろう。

「死なせません」

「ステラ、君にはそんな力はないよ」

　それなのにどうして。

「絶対に戦争、止めてみせます。私もシエルさんも、生きて帰ります」

「……その根拠は？」

「用意できたら良かったんですけど……」

　どうして僕は、助けようと思ってしまうのだろう。

　助けたいと、そう思ってしまうのだろう。

　もしかしたら、ステラよりもずっと僕は馬鹿なのかもしれない。僕は自分の思いどおりにならない心に、大きく嘆息した。

「……僕は多分、君のことが凄く苦手だ」

「はい」

「前にも言ったけど、君みたいな荷物をずっと積んでるのはごめんだ」

「はい」

　一瞬、その後の言葉に僕は迷う。だけど、多分返事は最初から決まっていたんだと思う。迷ったように思えたのは、迷わない自分を認めたくなかったからなのかもしれない。

　僕はしぶしぶ、というふうにこう答える。

「でも、君はバトーで降ろす荷物だ。僕はスワローとして、そこまでは責任を持つ。君が王女としての責任を持つのと同じように……ただ、着いた後のことは知らない。君がどうなっても、君の勝手だ」

「それじゃあ……！」

「ああ。契約は続行だ、バトーまで行こう」







　バトーが僕たちを待ち伏せているのだとしたら、正攻法じゃだめだ。敵は僕たちよりもずっと強いし数も多い。戦いになったら恐らく勝ち目はない。だから見つからないように忍び込むしかない。その「搦からめ手て」の準備に僕は午前中を費やした。時間はない、けれど急がば回れだ。

「ど……どうでしょうか？」

「うん、良い感じだと思う」

　白いブラウスに茶色の上着。インディゴ地の長めのスカートにスニーカー。頭には顔が隠れるように目深のキャスケット帽。

　街中の服屋で見立ててきた服を着て僕の前でくるんと回って見せると、ステラは少し恥ずかしそうな顔をした。テーマは「地味な街女」だ。

「こういう服、着たことないのでちょっと不思議な感じです……かわいい、ですか？」

「かっ……!?」

　突然のステラの問いに僕は言葉を詰まらせる。ステラは僕の反応にしゅんとして。
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「ご、ごめんなさい！　せっかく選んでもらったのに、やっぱりあんまり似合わないですか……？」

「いや、似合ってる！　かわいい……と、思う」

「ほんとですか？　ありがとうございます」

　そう言ってステラが本当に嬉うれしそうに目を細めて笑うから、僕は自分のほうがずっと恥ずかしくなってしまう。

　多分、今のステラの外見は客観的に見ても相当に男の視線を集める可か憐れんさだ。思わず振り返って見てしまうこの感じは、なんというかやはり小細工では隠しきれないものなのかもしれない。

「シエルさんも良く似合ってますよ」

「まあ、僕は普段着がこんな感じだから」

　僕もそれに合わせて無地のシャツとジャケット姿の地味な服を揃そろえて着替えていた。

「変装して二人旅なんて、なんだか逃避行みたいな感じですね」

「それも悪くない、なんて言うなよ？」

「分かってます。遊びじゃないんだから」

　そう言ってステラは真剣な眼まな差ざしを見せる。

　ステラはまだ若い四女ということもあってほとんど公務に携わっておらず、一般にはほぼ顔を知られていない。今のステラの姿を見て王女だと分かるのは、近隣諸国の王族かヴェセルの王城に呼ばれるような名門の貴族だけだという。だからディヴェルやバトーでステラの素性がばれる可能性はかなり低いとは思う。けど、流石さすがに飛行服で動くのは目立ちすぎる。

　僕たちはポラリスを置いて、この身一つでバトーに乗り込もうというのだから。







「ポラリスでバトーまで行くのは無理だ。危険すぎる。だから別の手を使う」

「別の手、なんてあるんですか？」

　僕は頷うなずく。

「シーガルだ」

　ディヴェルは中継交易の拠点として発展してきた島国だ。船国同士では危険でシーガルを通わせられない相手でも、ディヴェルを中継することで交易を成立させることができる。その為ため、ディヴェルと交易を行う船国には「ディヴェルのシーガルに手出ししてはならない」という協定が結ばれている。それはバトーも例外ではない。

「バトー行きのシーガルに潜り込むことができれば、まず撃墜される心配はない」

「でも、そんなことができるんですか？」

「ああ、ちょっとツテがある」

　あまり安易に頼りたくない、厄介なツテではあるのだが。







「わあ……すごいですね」

「ああ。船国であれば、本来は王城を置く一等地だからね」

　僕らは街の中心部、商業区にいた。巨大で堅けん牢ろうな高層建築が並ぶディヴェルの商業区は、出入りする国々の文化が入り混じり、雑多でパワフルな独特の雰囲気を持っている。ディヴェルの初代首長は「権威の為ための建物など土地の無駄だ」と言って王城を作らず、政務に必要な最低限の政庁しか作らなかったのだという。

「こっちがターミナルだ」

　高級商店街を抜けて、三層に立体ロータリーが重なるターミナルへ向かう。

　ディヴェルの中はガソリン・バスが商業区を中心に放射状に走っていて、好きなところから無料で乗り降りができる。路線と運行時間が複雑で把握が面倒だけれど、一度慣れてしまえばかなりスムーズに島内を動き回ることができる。

　やがて真っ赤な二階建てのバスがやってきた。バスはスピードは落とすけれど基本的に止まりはしない。飛び乗り、飛び降りがディヴェルの流儀だ。

「あれだ、タイミングを逃さないように気を付けて。僕が先に乗るから、すぐに追い掛けてね」

「りょ、了解です」

　バスがカーブしながらターミナルに入ってくる。慣れた人は減速し始めたところから次々に乗っていく。僕らは最徐行になるバス停の前から乗ることにする。

「いくよ」

　入ってくるバスの動きに合わせて助走。バスの後部の乗り口から走り寄って僕は飛び乗った。そのまま左手で手すりを摑つかんで体をめいっぱいせり出し、右手を伸ばす。

「摑まって！」

「はいっ！」

　僕の伸ばした手を走ってきたステラの右手がしっかりと握った。僕は力を入れて引き上げる。

「ありがとうございます、シエルさん」

　僕はステラに向かって人差し指を立てる。

「だめだって、改まった口調とさん付けは目立つから」

　僕とステラは傍はたから見れば同年代の少年少女だ。さん付けは違和感を与える。ステラは頷うなずいて、こうたどたどしく言い直した。

「あ、ありがとう、シエル」

「うん」

「……やっぱり、ちょっと慣れないです」

　慣れないのは、王女様にため口で話している僕のほうだよ。

　そう思って僕は苦笑した。

　僕らが目指しているのは北のシーガルポートだ。洒しや落れた街並みの間を抜けると、海に向かって視界が開ける。長いゆるやかな下り坂、立ち並ぶ赤あか煉れん瓦がの倉庫の先の港では、桟橋に十数機のシーガルが駐機されている。







　ディヴェルではいくつかの「商会」という組織が独自にシーガルを保有して交易を行っている。政府間の取引ではないところが隠かくれ蓑みのになる。それ故に成立する仕事もたくさんある。

「ここに、馴な染じみのペレカーン商会って商会がある。そこに頼ってみよう」

「上手くいくでしょうか？」

「多分、大丈夫だ」

　相応の対価を用意すれば、だけど。

　ペレカーン商会は大きくはないものの手堅く経営をしてきた老舗の商会で、父さんの頃から贔屓ひいきの関係にあった。僕が白翼を引き継いでからも何度か仕事を請け負っている。僕自身にもそれなりに貸しはある。

「ここだ」

　南の一等地に構えられた商館は、年季の入った煉瓦造りで壁には蔦つたが這はっている。分厚い門もん扉ぴには大理石の看板が掛かっている。入ろうとするステラを僕は制する。

「話は全部僕がする。ステラは目立たないように黙っていて、何か訊きかれたりしても極力話さないように。会長のポリティスは恐ろしく切れる。交渉のマイナス材料になるようなボロはなるだけ出したくない」

「分かりました……そんなに難しい方なんですか？　会長さんは」

「いや、ある意味で凄く簡単な人だよ。自分の得になる相手にはとことん優しくて、損になる相手には悪魔よりも恐ろしい」

「な、なるほど……」

「とりあえず僕に任せて、上手くやるから」

「はい」

　扉を開けて中に入ると、吹き抜けのエントランスに見知った顔の受付嬢が座っていた。商会の顔とするにふさわしい、美しい亜麻色のロングヘアーをした清せい楚そな女性だ。

「あら、シエル様」

「ご無沙汰しています」

　にこやかにさわやかに、百点の応対をする彼女に僕は小さく会釈する。

「今日はお仕事ですか？」

「ええ、まあそんなところです。ポリティス会長はいらっしゃいますか？」

「お約束はございますか？」

「いや、すいません。ちょっと急な話で……」

「分かりました。少しお待ちください」

　そう言って受付嬢が立ち上がる。その動作の中でちらりと目が動き、一瞬ステラを見る。

「お連れ様、かわいらしい方ですね」

　そう小声で僕に笑い掛けた彼女に、ステラは小さく一礼した。まさかこんなところに一国の王女がいるとは誰も思うまい。

　ややあって奥の会長室に通された。部屋に入ると、大きな執務机に座った紳士が顔を上げる。

「やあ、シエル君。君のほうから飛び入りとは珍しいこともあるものだね」

「ご無沙汰しておりました。ポリティス会長」

「そうか……それもそうだな。半年前の設計書の仕事以来か。あれもずいぶん危ない橋だったな、君にお願いしていなかったらそこの梁はりで首を括くくるところだったよ」

　そう言ってにこやかに笑う。ポリティス・ペレカーン。三十にして先代から商会を任された敏腕だ。十年経たった今、ポリティスがいればペレカーン商会は安泰と言われるほどの手腕を誇っている。（ペレカーン商会では血縁が継ぐのではなく、商会員の中からふさわしい者がペレカーンの姓を継ぐのが習わしになっている。それは凄く合理的だと僕は思っている）

「お仕事中、お邪魔でしたか？」

「いや、来客でもないと休む間がなくてね、助かるよ。ぜひゆっくり仕事の邪魔をしていってくれると私としても精神衛生が保たれるというものだ。今茶を持たせよう、ちょうど東から良いキマン茶の葉が入っていてね」

　そう言って控えていた従者に指示をすると、右目に掛けていたモノクルを外してポリティスは僕のほうを見た。ポリティスは頼りになるけど、その分怖い人だ。彼は根っからの商人で、色々なもので固められた彼の人間性の中心にあるのは、とても厳密で冷徹な損得勘定だ。人当たりの良いにこやかな笑顔の後ろで、情や信頼の貸し借りもしっかりと数値化された損得で捉えている。あらゆる要素を勘案して得を取り、損は弾く。そこが徹底しているからこそ商会は生き残っているのだろう。「損」だと思われれば恐ろしいが、「得」だと思われてさえいれば彼ほど心強い人はいない、ポリティスはそんな人だ。

　ポリティスは立ち上がると部屋の脇の応接席に僕たちを促した。僕とステラは従って座る。そこに紅茶が運ばれてくる。

「君が女性を連れているところを初めて見たよ。それもこんなにかわいらしい少女とはね」

　そう言ってポリティスはステラに綺き麗れいに笑い掛ける。ステラは打ち合わせどおりに無言で礼をした。

「色々と事情がありまして」

「ふむ、事情か。それなら、君の要件は彼女絡みということになるのかな？」

　そう言いながらポリティスは一口紅茶に口を付けた。僕は頷うなずく。

　ポリティスに回りくどい交渉は無価値だ、時間の無駄だと思われてしまう。僕はさっと本題に切り込む。

「僕と彼女にバトー行きの席を用立ててもらいたいのです」

「……ほう」

　ポリティスの目の色が変わった。相手の価値を量る時の目だ。僕は自分と場を落ち着かせるように紅茶を一口含む。大事なのはここからだ。

「その程度のことであれば私と君の仲だ、容た易やすいことだが……バトーであれば君のポラリスに乗せてあげれば良いのではないかな？」

「それができぬ事情がありまして……」

「と、言うと亡命か」

　僕は頷く。

　受取人は荷物の責をスワローに問わない。その慣例の中で、唯一の例外が「人間」だ。スワローの積荷といえど、それが人であれば入国審査は避けられない。

「ですから、人ではなく『荷物』としての席を頂きたいのです」

「……彼女の素性は聞かせてもらえるのかな」

「ある貴族の娘、とだけ」

　ふむ、と言ってポリティスはステラの顔を見る。ステラは目を逸そらすように顔を伏せた。

「対価は、僕に用意できるものであればできる限り用意します」

　その言葉にポリティスが視線を上げる。心を透かすような恐ろしさに耐えて、目を逸らさないように僕は努める。

「私の言い値か、ずいぶんと甘い交渉だ。少し君らしくないように見えるよ、シエル君」

　そう言ってポリティスは不敵に笑った。僕はその笑みの意味を量ろうとする。

「私に言い値を付けさせてもいいくらい、大きな仕事かい？」

　僕はポリティスの言葉について考えてみる。

　確かに大きな仕事──大きすぎる仕事ではある。対価は三億ゴートのヘキサ・サフィール、金額的には一生分の仕事と言ってもいい。

　だけど、よくよく考えてみると、僕はステラを乗せている時宝石のことなんて考えていなかったような気がする。だとしたら、僕は何の為ためにこんなに頑張っているんだろう。

「大きな仕事ではあります。だけど、それだけが理由ではないんだと思います」

「と言うと？」

「……自分でも、よく、分かりません。スワローとしてのプライド、みたいなものかもしれません」

　そう答えると、ポリティスは綺き麗れいに均等な速度で首を傾かしげ、元に戻した。それは彼が交渉事の時によく見せる、納得できないというサインだ。

「プライドか、どうだろうな。それだけを理由にするには過分に必死に見えるけれどね、私には。それが私には、どうにもシエル君らしくないように思えるんだ」

　ポリティスの声は少しだけざらついているように僕には感じられた。まるで微かすかな非難を表明するように。

「必死では、いけないでしょうか？」

　ポリティスが珍しく驚いた顔を見せた。

　自分でもどうしてそんなことを訊きいたのかよく分からない。それに普段のポリティスであればその問いはあまり良い影響を与えなかっただろうとも思う。

　けれど、その時の彼にはその問いが上手く働いた。

「いや……結構じゃないかな。理由もよく分からずに必死になる、悪くない。立場で言ってしまえば私にはもうできないことだ。人の生活を背負っている以上、合理的でない判断は私には付けられないからね。少しうらやましいとも思うよ。ああ、悪くない」

　そう言ってポリティスは笑った。

「よろしい。明日にバトーに発たつシーガルに紛れ込ませてあげよう」

「感謝します」

　僕はそう言って、内心の大きな安あん堵どを隠しながら頭を下げる。

「ただ、私がするのはそこまで。降りてからのことは全て君たちの責任、私は知らぬ存ぜぬだ。情や酔狂で仕事をするわけではないからね」

「分かっています」

「では、対価はどうしようかな。私の言い値で良いのだったね」

「はい」

　そう言ってポリティスは少しだけ考えて、それからこう言った。

「……そうだな。金や物で片付けるのも少々もったいない、特に君のような優秀なパートナーとの仕事ではね。『貸しを一つ』で保留にさせてもらおうか。それでもかまわないかな？」

　僕は頷うなずく。ポリティスの『貸し』にはあまり良い思い出はないけれど仕方がない。

「では、返してもらう時のことを楽しみにしておこう……それと、失礼」

　そう言って不意にポリティスはステラの間近に顔を近付けた。ステラが小さく声を吐いてのけ反る。

「な、なんでしょうか……？」

　少し上ずった声でステラがそう言った。

「お嬢さん。以前、どこかでお会いしたことはありませんか？」

　ポリティスは真剣な顔で尋ねる。ステラは曖昧に微ほほ笑えんでこう答えた。

「申し訳ありません。人違いではないでしょうか？」

「ふむ、そうですか……失礼いたしました、お許しを」

「いえ、かまいません」

　ポリティスは体を引き下げると、僕のほうを見た。

「ではシエル君。明日のシーガルに席を用意しておこう……まあ席とは言っても貨物室の隙間になってしまうが」

「はい、よろしくお願いします」

　ポリティスは従者を呼ぶと、僕たちを表へと送り出した。

「シエル君」

　僕が会長室を出ようとする時、ポリティスがそう呼び止めた。僕は足を止めて振り返る。

「女性を守るのは紳士の役目だよ」

　不意にそう言って笑い掛けた。僕はこう答える。

「僕は紳士ではなくスワローです」

「いや、君は紳士であるべきだ」

　そうポリティスは言う。僕は言っている意味がよく分からずに怪け訝げんな表情で彼を見ていた。ポリティスはこう続けた。

「職名や身分には二つの意味がある。一つはその者の立場を表す意味。一つはその者の心構えを表す意味だ。私は後者の話をしたんだよ。紳士たらんとする心構えはスワローであっても持つことができるだろう？」

　ポリティスが早口に言った言葉に、僕は曖昧に頷うなずいた。

「平時の自分は、己の立場が決める。だが有事の自分は、己の心構えが決める」

「どういうことですか？」

「商人の心構えのない者は、鉄火場に立てば商人ではなくなってしまうということだよ。私はいつだって、自分は商人でありたいと思っているがね。君はどうだ？」





三　バトー




　なるだけ音を立てないように、慎重に頭の上の蓋をずらす。僕は自分の入っている木箱からゆっくりと首を出し、周囲を確認する。

　シーガルのカーゴの中は真っ暗だ。窓もないし明かりもない。

　目はもう慣れている。視界にあるのはうずたかく積まれ、縄で括くくられた木箱と麻袋だけで、人影はない。

　僕は隣の木箱の蓋をずらす。中にはうずくまって膝を抱えたステラの姿がある。

「……もう、出てきて大丈夫だよ」

　立ち上がったステラに手を貸して外へと出す。

「ここが、シーガルのカーゴですか？　……大きいんですね」

「ああ。生き物に例えればここは腹の中、客が乗っているのが頭の上ってとこかな」

　僕たちの乗っているシーガルはペレカーン商会の保有する四発エンジンの大型機で、バトーがディヴェルと交易可能な距離にあるおよそ四ヵ月間、定期便として就航している機体だ。

「どれくらいの荷物が載っているんでしょう？」

「そうだな……一万から一万二〇〇〇キログラーメってとこじゃないかな」

　大型のシーガルは輸送効率こそ良いものの撃墜された時のリスクも非常に高い。四発機を気軽に飛ばせるのは周囲から攻撃される恐れのないディヴェルならではと言えるだろう。

　天井からはどたどたと騒がしい音が聞こえ、ステラが上を仰いだ。

「何の音でしょう？」

「多分、どこかの貴族の子どもの足音じゃないかな」

　基本的にコルセアに襲われる心配をせずに渡航できるディヴェル島は、周囲の船国にとって数少ない安全な旅行先だ。多分、頭の上にはバトーの貴族や名士たちが旅客席を埋めているはずだ。

「……絶対に、戦争なんてさせない」

　そう、決意を確認するようにステラが小さな声で呟つぶやいた。頭の上にいる子たちの未来を思ったのかもしれない。

　詰まれた荷物の山、その間の小さなスペースに僕らは二人並んで座っていた。荷降ろしの時、隙を見て機長が降ろしてくれる手て筈はずになっている。

　問題はその先だ。

「それで、バトーに着いたらどうするつもり？」

「……えっ？」

　しばらくの間、振動で荷物が立てる音だけが響いていた。

「ど、どうって？」

　そう、嫌な笑みを浮かべて首を傾かしげるステラ。僕は溜ため息いきを吐つく。

「もしかして、何も考えてない？」

「は、はい……特になんにも」

「なんとなくそんな気はしてたんだけど」

「そうは言っても、一体何を考えれば？　バトー王に謁見して、私は思いを伝えるだけです」

「それで、どうやってバトー王に会うの？」

「どうやってって……」

　ぱっと答えようとしたステラが一瞬硬直して口を噤つぐみ、それから沈黙が流れた。

「しっ、仕方ないじゃないですかっ！　バトーに行くことだけで必死だったんですから！」

「あんまりうるさくすると見つかっちゃうって……！」

　顔を真っ赤にして反はん駁ばくするステラを僕はなだめる。

　問題は、どうやって何のツテもない密入国者の僕たちがバトーの国王まで繫つなぎを取るかだ。

「僕たちを襲ってきたのがバトーのコルセアだと仮定して」

　そう僕は、自分の頭の中を整理しながら話し始める。ステラも僕の顔を横から覗のぞきながら頷うなずく。

「バトーは、ステラが使者として向かっていたことを知っているのかな？」

　そう訊きくと、ステラは少し難しい顔をする。

「どうでしょうか……？　私が乗っていたシーガルには王族専用機の塗装をしていましたから、少なくとも誰か王家に連なる者が乗っていた、というところまでは分かると思いますが」

　僕は頷く。よくよく考えると、一国の王族が乗っているシーガルを問答無用で叩たたき落おとすなんて本当に大それたことだ。

　……ステラの命だけは、何としても守らないといけない。僕の頭はいかにして戦争を止めるかより、いかにしてステラを生還させるかというほうに注がれていたかもしれない。

「乗っていた王族がステラだと見当をつけていれば、ステラはもう死んでいることになる。だとしたら、ステラが来るなんてまず考えない」

「それはつまり、私はバトーからすれば存在し得ない客である、ということ？」

　僕は頷く。

「何か、ヴェセルからの使者であることを証明するものとか、君が王女であることを示す物がないと取り合ってもらえないと思うけど」

「ありますあります！　お父様から預かってきた親書が……」

　と言って、あ、と言ってステラは肩を落とした。

「流れ着いた時に、多分どっかに行っちゃいましたね……」

「そのヘキサ・サフィールも、君が王女だと証明するに充分とは言えないし」

　そこまで考えて僕らは黙り込んでしまった。

　そして最終的にステラが出した結論はこうだった。

「だ、大丈夫！　とにかく王城に突っ込んでみましょう！　当たって砕けろですよ！」

「砕けたらまずいんじゃないかな……」

　正直に言えば、僕とすればどこかで「頑張ったけれどバトー王には会えなかった」という展開を期待していたんだと思う。王城まで踏み込むことになれば、きっとタダでは済まないだろうから。

　でも、結果的に言うとそんな心配は要らなかった。







　バトーに着いてから一時間。荷と客を降ろして、合図に従って僕らはシーガルを降りた。

　そして僕たちの前に広がっていたのは。

「これって……」

　ライフル銃を備えた一団。シーガルのカーゴから延びたタラップを囲むように、半円に僕らを囲んでいる。身に付けているのは赤地に金の刺し繡しゆうの儀典服。僕は呻うめいた。

「バトー王室警けい邏ら隊たい……！」

　バトー王宮を警備する近衛このえ部隊。白兵戦の精鋭たちだ。

　なんて馬鹿なことをしたんだ。僕は自分の浅慮を呪いたかった。

　この状況、考えられる理由は一つしかない。




　……僕とステラは、ポリティスに売られたのだ。




「……くそっ」

　ヴェセル王族の中でも一般にはほとんど顔を知られていないステラ。まさか僕がヴェセルの王女を連れて歩いているなんて、夢にも思うまい。そう簡単に決めつけたのが間違いだった。ポリティスはステラの顔を見た時から正体を見破っていたに違いない。

　どうして考えなかった？　ディヴェルとヴェセルもまた交易で深く結ばれている。商会を預かるポリティスならステラの顔を知っているのは何もおかしくない。

　どうして疑わなかった？　ポリティスは全てを利で図る男だ。僕たちは信用や義で協力してもらえたんじゃない。僕たち以上の利があれば僕たちをその相手に売らないはずがない。

「ヴェセル第四王女、ステラ・ヴェセル・カナール殿下ですね？」

　中央に居た男──恐らく小隊長だろう──が言った。その物腰は礼をわきまえた気品あるものでありながら、他方微み塵じんも隙がない。

　……ステラを連れて、逃げ切れるか？

　僕が考えていたのはそれだけだった。相手は六人。装備はライフル銃と腰に提さげた直剣。この囲みを突破するにはどうすればいい？

　こういうふうに考えるのは、やはり僕はひよっ子だからだったのだと思う。少々戦い方の心得があると言っても所詮は素人、僕がどう頑張ったところで本職の軍人に敵かなうわけがないし、ましてステラの安全を確保しながら逃走するなんて不可能に決まっている。

　でもステラは違っていた。今思えば、ポリティスの言った言葉の意味がよく分かる。

　──鉄火場に立っても、ステラはステラだった。王女であることを辞めなかった。

「あんなに悩んだのに、手間が省けましたね。シエルさん」

「……は？」

　ステラはそう言って僕に笑いかけた。恐ろしさなど全く感じていない彼女の様子と、意味を量りかねる言葉に、僕は上手く返事もできなかった。

　ステラは銃口を一切意に介さずおもむろに前へ進み出た。これにはむしろ囲んでいた警けい邏ら隊たいのほうが動揺したようだった。

　小隊長の目前まで進んで、ステラはおだやかだが芯の通った声でこう返事をした。

「いかにも、私はヴェセル第四王女、ステラ・ヴェセル・カナールです」

「王城へご同行願います」

　小隊長の言葉にステラは頷うなずく。

「望むところです。私は和平の使者としてここまで来たのですから。ヴェセル国王の名代として、バトー王への謁見を求めます」







　僕はステラと離され、バトー王城の一室に閉じ込められていた。小さな客間だ。豪ごう奢しやではないが、質の良い落ち着いた調度でまとめられている。恐らくはそう身分の高くない──それこそスワローみたいな客の為ための部屋だろう。

　部屋には外から鍵を掛けられていて、窓の外は地上十階ほどの高さだ。

　……不可解だった。

　なぜ、ここが牢ろうではなく「部屋」なのか？

　閉じ込められているとはいえ、僕は四肢も自由で部屋の中では好きに動ける。見張りは恐らくドアの外の一人だけ。窓も内側から開けられる。少々の危険を冒せば脱走も図れる。

　殺そうとした相手への対応としては、どう考えても甘すぎる。一体どういうことだ？

　僕がこの待遇だ。ステラは大丈夫だと思う。けど……。

　落ち着かない体と心を、僕は部屋の中を無意味に歩き回ることで抑え込む。

　何も分からない、しかし迂う闊かつには動けない。多分僕はステラの侍従とか、そういう扱いになっているだろう。僕が勝手な動きを取ればステラの立場を悪くしてしまう。

　とりあえず、おとなしくしているしかないのだろうか。そう思っていた時だった。

　不意にドアが開く音がして、僕はそちらを振り返った。

「出なさい」







　その後の動きが、また輪をかけて不可解だったのだ。

「あ、あのなんで着替えを……」

　最初に連れてこられたのはドレッシングルームで、僕は待っていた男二人に手早く脱がされ手早く着せられ、その上髪まで整えられた。かなり仕立ての良いモーニングコートだ。

　それから僕が乗せられた蒸気エレベーターは、下ではなく上──つまりさらに身分が高い階層へと向かった。

「あの……牢ろうに移すんじゃないんですか？」

「君は黙って付いてきてくれればいい」

　僕は溜ため息いきを吐ついた。もう何が何だかさっぱりだ。

　さらに十階分ほど上っただろうか。かなりの高層区へと僕は連れられてきた。赤い絨じゆう毯たん敷きの廊下を歩いていくと、王室警けい邏ら二人が見張る部屋の前で止まった。

「ここだ、入りなさい」

　僕は促されるままに開かれたドアを潜る。その先に待っていたのは。

「シエルさん！　良かった、無事で……」

「ステラ!?」

　純白のドレス姿のステラが、僕を見て駆け寄ってきた。

「正装もお似合いですね、シエルさん」

　ステラのドレス姿のほうがずっと様になっていた。その気品の中にかわいらしさを滲にじませた姿に、ステラが王女だということを改めて、まざまざと思い知らされる。

　……なんてことはどうでもいいんだ！

「一体どうなってるんだ？　なんでこんな格好……」

　そう怪け訝げんな声で僕が言うと、ステラが真面目な表情で頷うなずいた。

「これから、バトー国王に謁見させて頂けることになりました」

　謁見？　これから戦争する相手の王女と、正装まで用意しての謁見？

　ますます分からない……。

「……一体、どういう話でこうなったの？」

　ステラに訊きいてみると、彼女は当然のことのようににこにこして答えた。

「頼んでみたら、案外すんなりと」

「す、すんなりって……それでなんで僕までこんなことに」

「一緒に来たシエルさんと二人でお願いします、って言ったらこれもすんなり」

　こちらの要求を全て吞のんで、すがすがしいまでの都合の良さだ。

　僕はこの対応について考えてみる。

　……敵意が感じられないのは確かだ。僕らを上手く「片付ける」なら──消してしまうという方法を使うにしても、もっと穏便に処理するにしても、目立たない方法はいくらでもある。公的な「謁見」という形を取ればステラをヴェセルの使者として認めることになるし、ステラの話を無下にもできなくなる。そう考えると、ステラの言うとおりあのコルセアはバトーのものではなかったのかもしれない。だからと言ってじゃあ一体あいつらが何者かって言われると、分からないけど。

　けれど今一番分からないのは、バトーの狙いがどこにあるのかということだ。バトーはこの謁見で何を得ようとしているのか。あるいは確かめようとしているのか。

　僕は無言で考え込んでいた。





[image: ]





「とりあえず、お話しできるんですから結果オーライですよ！」

　そう言ってステラは不似合いなガッツポーズをして笑って見せる。こういう時には、ステラの天衣無縫さがありがたい。

「そうだね、話をしてみれば……分かるか」







　三十分ほどの時が過ぎただろうか。

「お待たせ致しました。国王がお会いになります」

　ステラを迎えに来た王室警けい邏ら二人はそう言って、恭しく一礼した。

「ありがとうございます。行きましょう、シエルさん」

「あ、ああ……」

　ステラは僕の前を、ぴんと背筋を伸ばし、迷いなく真まっ直すぐに、凜りんとして進んでいく。どちらかと言えば僕のほうが浮き足立っていた。

　二人に連れられて、僕らはエレベーターに乗り込む。最上層に行く為ための特別なものだ。

　エレベーターが止まり、ドアが開く。巨大な吹き抜けとなった大広間は、天井が巨大なステンドグラスになっている。そこから陽光が差し込み、ガラスの色に合わせて万華鏡のように床が七色に煌きらめいている。その先、双頭の蛇のように分かれた大階段の先に、巨大な扉がある。

「あの向こうが、王の間にございます」

「案内、感謝致します」

　そう言ってステラは臆することなく歩みを進める。僕はその後に続いて歩いていく。

　扉の前まで来る。僕の身長の二倍以上の高さだ。両脇に立った王室警邏が、ゆっくりと扉を開く。

　白く、曇りなく広がる空間。両脇に控える兵士たちの先に、玉座に座る王の姿があった。

「……私に合わせて動いてください」

　ステラが小さく呟つぶやく。僕は黙って頷うなずく。

　ステラは真っ直ぐ、ゆっくりと玉座に向かって歩いていく。僕はその右斜め後ろを付いていった。数段上がる段の手前でステラは歩みを止め、ドレスの裾を持ち上げて膝を突いた。僕もそれに合わせて跪ひざまずく。

「ヴェセル国王、ソーレ・ヴェセル・カナールが名代として参りました。ヴェセル第四王女、ステラ・ヴェセル・カナールにございます。拝謁をお許し頂き、恐悦至極にございます……彼の者はバトーまでの道みち行ゆきを共にした、スワロー、シエル・ミグラテル」

「ヴェセル・スワローギルドより参りました、シエル・ミグラテルです」

「顔をお上げください」

　そう優しげな声が聞こえ、僕たちは顔を上げた。

　若い……まだ二十代だろうか。白銀の髪を撫なでつけた美しい顔立ちの国王は、優しげな目でこちらを見ている。

「バトー国王、アルブール・バトー・グリエーシュです。ステラ様、とても御お美うつくしくなられましたね」

「……私のことをご存知なのですか？」

「ええ。まだ、赤ん坊の頃に。私も十の頃でした、一度ヴェセルに招かれたことがあります」

「そうでしたか。存じ上げず失礼を致しました」

「いえ、再びお会いできたことを嬉うれしく思います」

「このような不作法な形ではなく、お会いできれば良かったのですが」

　ステラが仕掛けた。アルブールが眉をぴくりと動かす。僕は息を飲んだ。

「かまいません。何か事情がおありなのでしょう」

　かわされた？　僕はそう思って、もう一度アルブールの様子を見た。

　……いや、違う。アルブールの言葉は本心に見える。つまり、何も知らないのか？　それとも恐ろしく巧妙な演技なのか？

「アルブール様、ヴェセル王に代わって、お話ししたき儀がございます」

「結構です……どうぞお立ちください。私の私室に参りましょう」

「お、お部屋、ですか？」

　その提案には流石さすがにステラも驚いているようだった。

「アルブール様……！」

　側近と思おぼしき男が耐えかねて声を上げる、がアルブールはそれを片手で制した。

「私もステラ様にお話ししたいことがあります。それは、恐らく人を払ったほうが良い内容なのです。それに……もしかしたら貴方の要件もそうではないですか？」







　アルブールの部屋は王の部屋というにはあまりにこぢんまりとして、質素だった。僕のいた客間より二回り広いくらいかもしれない。

「本当は代々の執務室があるのですが、あまりに広くて落ち着かないんです」

　そう言ってアルブールは笑う。ステラと同じくらい王族らしくない人だ。

「よろしいのですか？　護衛もなく私室に通してしまって」

　ステラが訊きくとアルブールは何でもないことのように言う。

「もし暗殺が目的なのだとしたら、私であればもう少しマシな手を考えます。それに王は船国の機構の一部に過ぎない。私を殺したところで、ステラ様のお考えは達成されないのではないですか？」

　ステラは目を見開いた。

「私が今から何を話すか、お分かりになるのですか？」

「……どうでしょうか？　見当は付けておりますが、それが果たして当たっているかどうか。それは聞いてみなければ分かりますまい……では」

　そう言ってアルブールは僕らに席を勧めた。ステラはゆっくりと腰掛けると、こう切り出した。

「単刀直入に申し上げます。ヴェセルはバトーとの恒久の和平を望んでおります。本日はそのことをお伝え申し上げたく参りました」

　アルブールの眉が微かすかに動く。それから、こう返事をする。

「それは私たちバトーとしても望むところ……それを反ほ故ごにしたのは、そちらではないですか？」

「えっ……？」

　僕も訳が分からず、その驚きはステラと同じように顔に出ていたと思う。その様子を見て、アルブールは「なるほど、やはり」と言ってこう続けた。

「……ヴェセルに居る我が国の配下より、『ヴェセルはバトーとの航路接近に際して戦争の準備を進めている』との情報が入りました」

「馬鹿な!?　父は戦など望んでおりません！　戦を望んだのはそちらではないのですかっ!?」

「ちょっとステラ……落ち着いて！」

　ステラが声を荒らげ、立ち上がろうとするのを僕は制する。アルブールはそれを身じろぎ一つせず静かに見ていた。

　いや、ただ見ているのではない。深く、深く観察している。

　……王族らしくない、というのは撤回するべきかもしれない。アルブールの様子を見て僕はそう思った。

　柔らかな物腰は相手の懐に入り込む為ための格好に過ぎない。彼は多分、見定めようとしているのだ。僕らが真実を言っているのか、噓うそをついているのか。何を、どこまで知っていて、本心はどこにあるのかを。

「しかし現に、我々が立てた和平の使者は戻っていないのです」

「……和平の使者？」

　アルブールは頷うなずく。

「二週間前、シーガル三機と護衛の永久機関搭載戦闘機二機の編隊で、私の親書と貢ぎ物を持たせた使者を立てました。しかし編隊は途中で手て練だれのコルセア部隊の襲撃を受け、脱出した護衛機一機を残して全滅致しました……状況から言って、攻撃してきたのはヴェセルのコルセアと見て間違いはないかと思いますが」

「ちょっと待ってください！　私たちもここに来る道中コルセアの襲撃を受けたのです。私の乗ったシーガルは撃墜され、一機だけが辛くも離脱しました。私は運良く島に流れ着いたところを、シエルに救われました」

　アルブールは一瞬、驚きに目を見開いたようだった。が、しかしそれは僕が想像していたよりもずっと小さな変化だった。

「それは……ご無事で何よりでした」

「私はシエルの力を借りて再びバトーを目指しました。しかしその途上、またコルセアの襲撃を受けたのです。シエルのおかげで命こそ拾いましたが……あれはバトーのコルセアではないと仰おつしやるのですか？」

　そうステラが責めるように話すと、アルブールは眉を顰ひそめ、頷うなずいて見せる。

「……断言しましょう。我々のコルセアではありません」

「どういうことなの？」

　ステラはぼんやりとした、力の抜けた声で呟つぶやいた。まるで、目の前にあった道だと思っていたものが、実は何もない虚であったような感覚。

　バトーはヴェセルが戦争の準備をしていると思い、ヴェセルはバトーが戦争の準備をしていると思っている。そして両国が立てた使者はどちらも謎のコルセアの襲撃を受け、撃墜。

　本来は戦争を避けたいと思っている二つの国が、何故か戦争をする方向に動いている。

　というよりも、動かされている？

「……バトーとヴェセルを戦争に持ち込みたい、第三国が手引きしているのか？」

　僕がそう呟くと、ステラとアルブールが一斉に僕のほうを向いた。

「きっとそれです！」

　ステラの言葉に、僕は首を傾かしげてアルブールを見た。彼も同じような表情を浮かべている。

「シエル殿、状況を見れば貴殿の仰る解釈が自然だと思う、が」

「……それを実行する国がない」

　僕の言葉にアルブールも頷いた。

　現在この辺りで、コルセアの射程圏にある船国はヴェセルとバトーしかないのだ。だから、あのコルセアはどちらかのものと解釈せざるを得ないということになる。

「シエル殿。我々が想定するよりももっと遠距離から来ている、という可能性はないか？」

　その線は既に考えていた。アルブールの問いに、僕は自分の出した答えを話す。

「コルセアだけであれば、どこかの船国が飛躍的に遠大な航続距離を持つ新型を開発している可能性がないとは言い切れません。ただ、僕はコルセアだけでなく単座の陸上要撃機も見ています。フロートなしでは一切の休息なしで昼夜なく飛び続けていることになります。それは現実的ではありません」

「……未知の船国が近くにある、という可能性は？」

　ステラの言葉に僕は首を振る。

「それは流石さすがに考えづらいよ。基本的に船国は決まったストリームの上しか動けないんだ。そして、この辺りにはそもそもヴェセルとバトーが乗るストリーム以外に船国を動かせるような大きな流れはない」

　僕らはしばし声を出さずに考え込んだ。だけど、少なくとも僕は納得のいく答えを見つけることができなかった。

　その時、静寂を破ってステラがぱんと手を叩たたいた。

「でも、良かったです！　これでお互いに戦争をする意志はないと分かりましたから、とりあえず戦いは避けられますね！」

　そうステラは笑顔でアルブールに言った。しかしアルブールの表情は晴れない。

「……残念ですが、それは難しいでしょう」

「えっ？　な、なぜですか？」

「先ほど、ステラ様は仰おつしやいましたね。コルセアに襲われた時『一機だけが辛くも離脱した』と」

「……はい。それが何か？」

「そのシーガルは、ヴェセルに戻ってこう報告しているでしょう。『バトーの手と思おぼしきコルセアの襲撃を受け、ステラ様は還かえらぬ人となった』と」

「……！」

「ステラ様が討たれたとあっては、ヴェセル王も引き下がることはできないでしょう」

「で、でも私はこうして生きています！　誤解を解けば……」

「今度はステラ様がバトーにいらっしゃることが問題になります。ヴェセルは我がバトーを卑劣な誘拐犯の国とでも難癖を付けるでしょう。戦を避けるとすれば私がヴェセル王に頭を下げなければ収まりますまい」

「私が戻って直接父を説得します、だから……」

　アルブールは溜ため息いきを吐ついて首を振る。

「我々の和平の使者も撃墜されています。頭を下げてもらわなければ収まりが付かぬのはバトーも同じなのです。お互いにどちらかが非を認めなければ収まらぬ上、頭を下げれば国民に対して面メン子ツが立ちません……もしこの戦を裏で仕組む者が本当に居るのだとすれば、その者たちは実に周到で狡こう猾かつだ。この状況を作る為ために、わざとそれぞれ一機を生かしたのでしょうからね」

「そんな……そんなことの為に、争うと言うのですか……？」

　ステラの目にはみるみる内に涙が溜たまり、そして零こぼれ落おちた。ステラは嗚お咽えつしながら顔を伏せた。

「人が……たくさん死ぬんですよ？　それなのに、面メン子ツとか収まらないとか、そんなことで……それなら、私、何の為ためにここまで来たの……？」

「ステラ……」

　アルブールは顔を落としたステラのほうを真まっ直すぐに見て、至って冷静にこう言った。

「申し訳ありませんが、ステラ様。貴方をヴェセルにお帰しすることはできません。戦になれば万が一の時、貴方は我々の命綱になります」

　ステラは堪こらえ切きれない咽むせびの音を漏らすばかりで、満足に声を出すことはできなかった。僕は身分も忘れて、アルブールを睨にらみつけた。アルブールは僕の目をじっと見返した。反発も憐あわれみもない、静かな目だった。

「シエル殿、貴方は人を殺あやめたことがありますか？」

　唐突にアルブールはそう僕に尋ねた。僕は声が尖とがることも気にせずに答える。

「……ありませんが、それが何か？」

「私もありません、直接には」

　そう言ってアルブールは立ち上がると、おもむろに執務机のほうに歩き、窓の外を眺めた。

「ここから見える国は平和です。この平和を守る為に、私たちは遠い海の向こうで、いつ終わるとも知れぬ戦をします。他国の人間を殺し、我々の民も死ぬ。シエル殿は、なぜ船国が戦をするかご存知ですか？」

　僕は怪け訝げんな思いで、ヴェセル初等学校の史学で習った内容を答える。

「……船国では鉱物資源や石油はほとんど採掘できず、食糧も満足に生産できません。船国を維持する資源を手に入れる為には、他国と争ってでも航路上の島の覇権を握る必要がある、からではないのですか？」

　アルブールはどこか悲しそうな微笑で頷うなずく。

「ええ、そのとおり。建前上は。しかしそれだけではありません。船国にとっての戦争はね、自国の民を合法的に減らす手段でもあるのですよ」

　僕ははっとした。これは僕に言っているのではない、ステラに言っているのだと気付いて。

「それが現実です。船国の上で生まれる全ての命を養おうと思えば、皆揃そろって飢えることになります。選ばねばなりません。我が国を守る為、誰を生かし、誰を切るのか。眼下に暮らす者たちの家族が、遠征先の島で戦い、日々命を散らしています。しかしそうしなければ、船国は立ち行かぬのです。綺き麗れい事ごとだけでは人は生きられぬのです。誰かがその咎とがを背負わなければなりません。私はその上に立っています……国王という生き物の手は、私の手は血みどろでしょう。しかしそれはヴェセルも同じこと。私たちが弱みを見せれば、ヴェセルは必ずその弱さにつけこみます。奪えるもの全てを奪おうとします。私には分かるのです、私が同じ立場であれば、そうしますから」

　やがて、王室警けい邏らたちが僕らを迎えにやってくる。立ち上がったステラは、泣き腫らした目でアルブールを見て、もう一度だけ、縋すがりつくような声でこう懇願した。

「お願いします……考え直してはもらえないでしょうか」

「ステラ様、バトーを背負う者として、ヴェセルに引くわけには参りません……部屋にお連れしなさい」

「お願いします！　アルブール様！」

　ステラは引ひき摺ずられるようになりながらも、何度も、何度もアルブールの名を呼んだ。

　しかし僕たちが部屋の外に連れ出され扉が閉まるその瞬間まで、彼の態度が変わることはなかった。







「同じ部屋っていうのは……やっぱりまずいんじゃないかな」

「いいの……一緒に居てください、シエルさん」

　──シエルさんと同じ部屋に置いてください。

　そう言ったのはステラだった。普通、許すはずがない。逃亡のリスクが高まるからだ。だがアルブールは何でもないことのようにそれを許してしまった。

　当のステラは、さっきからベッドの上で膝を抱え込んで顔を埋めたままだった。

　……正直に言って、酷ひどく気まずい。

　僕は部屋の隅のティーテーブルの椅子に座って、何をするでもなく外を見ていた。もう夜だ。空には微かすかな星明かり、眼下には街の灯が暖かく広がっている。

　僕らの間にはずっと、まともな会話は一つもなかった。ただ、相手がそこにいる、という微かな雰囲気だけを、お互いに感じていたんだと思う。

　何と声を掛けたらいいのか、僕には分からなかった。慰めるのも、励ますのも、同情するのも、全部違う気がした。だから僕は何もしなかったけれど、それもやっぱり違う気がして、でも結局僕にはやっぱり何もできなかった。何も選ぶことができないから、最初から手にあったものをおとなしく摑つかんでいる、そんな惰性で。

　そんな時だった、不意にステラが言葉を発したのは。

「……私、なんとかなる。戦いを止められるって、そう思ったんです」

　ステラが体を動かす、衣きぬ擦ずれの音がした。僕は横目でそちらを窺うかがう。

「でも……無理だった。私、真剣なつもりでした。でも、大人の人から見ればお遊びだったのかもしれない。考えなしで、世間知らずで……」

「そんなことはないと思う」

　僕ははっきりとそう言った。

　それは多分、ステラの為ためを思って言ったことではなくて、僕の本心だったと思う。ステラが小さく息を吐いて僕のほうを見た。

「確かにステラは考えが足りなかったかもしれないし、世間知らずだったかもしれないけど……でも、一番真剣だったと思う。一番、ちゃんと考えていたと思う」

　僕は自分の思っていることを確かめるようにして、一言一言ゆっくりとそう言った。ステラは、ふふっ、と声を漏らした。

「考えが足りなくて世間知らずって……そこを言われたら馬鹿にされてるのか、慰められているのか、分からないですよ」

「どっちも違う」

「えっ？」

「僕は、ステラが凄いって思ったんだ。心から」

　自分でも驚くくらい自然に、すんなりと僕の口から言葉が流れた。

「ステラは僕なんかじゃ……いや、僕だけじゃない。世界中のほとんどの人が、無理だ、危ない、できっこないって、そう思うようなことに、命を賭けて挑んで、ここまで来たんだ。これは慰めとかじゃなくて、本当に凄いことだと僕は思う」

「ありがとう、シエルさん。ちょっとだけ、元気が出たかも」

　そう言いながらステラは両目を拭った。

「でも、私一人じゃ何もできなかった。シエルさんが居てくれたから、ここまで来れたんです。本当に、ありがとうございます」

「大丈夫、包丁を人に向けて握るような女の子が一人で何かできるなんて、最初から思ってない」

「酷ひどいなあ……」

「事実を言っただけだよ」

「……やっぱり、一緒にいてください。シエルさん」

　そう言ってステラが笑ってくれるのが、僕は妙に嬉うれしかった。







　アルブールとの謁見から二日間が過ぎた。だが、僕たちは未いまだにバトーの王城の中に居る。

　ほとんど不自由は感じなかった。見張り付きとはいえ王城の中は希望すればかなり自由に動き回ることができたし、基本的には賓客としての待遇だから辛つらいこともない。

　ただ、あれ以来アルブールに謁見する機会は貰もらえていない。

　とても穏やかに時が過ぎるせいで忘れてしまいそうになるけれど（忘れてしまいそうな本当の理由は、現実から目を背けたいだけだったのかもしれない）、バトーとヴェセルの距離は着々と近付いていた。あと三日も経たてば、バトーとヴェセルは直接交戦可能な距離へと入るだろう。

　ステラは、僕といる時には努めて明るく振る舞っていた。それは凄く危ういバランスだったんだと思う。

　そんな時に、事件が起こった。

　僕らは王城中層にある空中庭園にいた。部屋に居ても気分が塞いでしまうから、日が出ている間はここにいることにしていた。庭園は一般にも開放されていて、貴族や上流階級の人々が散歩をする姿も見られる。

　美しい蔓つると花のトンネルを抜け、バトーの街並みを見下ろす展望広場に出た時だった。

「失礼ですが、ステラ・ヴェセル・カナール王女殿下でいらっしゃいますか？」

　突然、ステラの前に見知らぬ男が現れて大おお袈げ裟さに跪ひざまずいて見せたのだ。

　紺に金糸で装飾が施された豪ごう奢しやな服。美しく手入れされ、撫なでつけられたブロンドの髪。さりげなさの欠片もなく配された種々の貴金属。「金持ちです」と四方八方に主張を飛ばすような雰囲気の男だ。

「え、ええ。私がステラですが……？」

　戸惑いながら、上ずった声でステラがそう返事をすると男はバネのようにぱっと顔を上げた。

「お初にお目に掛かります。バトー七門貴族が一門、イディオ・ガリーナと申します。どうぞお見知りおきを」

「は、はあ……」

　ステラが困惑していると、突然イディオが立ち上がり、ステラの手を取った。

「へっ!?」

「噂うわさにはお聞きしておりましたが……本当に、花のように可か憐れんで御お美うつくしい！」

「え、あ、ちょ……」

　……何だこいつは。

　僕は不審の目をびしびしとイディオにぶつけていたつもりだったんだけど、イディオはステラ以外眼中になしという様子でステラの手を握ったまま話し続ける。

「何やら心を痛めているとのこと、その傷、私イディオが癒いやすことができればと思い参上致しました。あちらでお茶でもいかがですか？」

　そう言ってイディオはステラの手を強引に引こうとした。その時。

「し、シエルっ！」

　ステラが僕の名前を叫んだ。瞬間。

「ぐっ!?　な、何だ貴様っ！」

　何かに弾かれたように、気が付くと僕はイディオの手首を捻り上げていた。

「ステラが嫌がっています、やめて頂けませんか？」

　僕がそう言ってイディオの手を離すと、彼は大おお袈げ裟さに手首を押さえながら僕を睨にらみつけてきた。

「無礼な……そうか、貴様がスワローのシエル・ミグラテルだな？」

「……それが何か？」

「一介の運び屋風情が、ステラ様の傍そばに少々都合で居たからと良い気になりおって、しかもバトーの名門の後継ぎたるこの私に手を上げるとは万死に値する！　今ここで切り伏せられたとしても文句は言えまい」

「運び屋風情って、貴方失礼じゃ……！」

　ステラの抗議の声が止まる。イディオが腰の長剣を抜き、その刃やいばをちらつかせたからだ。周囲にいた人々がそれを見て驚声を上げ、静かな庭園は一転喧けん騒そうに包まれる。

　僕はステラをかばうようにイディオに向かって立ち塞がる。

「シエルさん……」

「危ないから離れていて」

「でも……」

「いいから。大丈夫」

　……お世辞にも、きちんと仕込まれた構えではない。格好だけだ。

　中段に剣を構えたイディオの目を射るように睨みながら、僕は言う。

「あまり騒ぎを大きくされては、お互いの為にならないと思いますが」

「……ふん、剣を見て怖おじ気けづいたか？」

　そう勝ち誇ったような得意を浮かべたイディオに、腹を立てたのがいけなかった。

　後々考えてみればそう思う。もっと穏便に済ませる方法はいくらもあったろう。

　けれどその時の僕は、自分の立場も相手の立場も忘れてしまっていた。

「申し上げておきますが、恥をかくのは貴方のほうですよ？」

　そんなことを考えられないくらい、僕はこの男を許せなかったんだ、自分勝手にステラにちょっかいを掛けて、傷つけていこうとするこの男が。

「言ったな！」

　イディオががむしゃらに切っ先を向けて僕に突進してきた。ステラの叫び声が響く。

　本当に当たったらどうするつもりなのか、殺気だけは本物だ。彼の刺し突とつを半身でかわしながら、僕はイディオの手首をいなす。

「なっ!?　こ、この！」

　今度は反転して縦に振り下ろしてきた。こんな隙だらけの大振りでは、避よけてくれと言っているようなものだ。

　僕はイディオの懐に潜り込むと、彼の手首を右手で捉え、軽く捻った。

「ぐあっ!?」

　彼の手から簡単に剣がこぼれ落ちる。僕はそのまま腕を固めると身を翻し、背負い投げを放った。彼の体は綺き麗れいにくるんと宙返りし、無様なうめき声と共に地面にぶつかって止まった。

「……だから申し上げたでしょう？　恥をかくのは貴方のほうだと」

　僕は仰あお向むきに倒れたイディオを見下ろし言い放つ。頭を押さえながら体を起こすと、イディオは歯ぎしりをしながらこう喚わめき始はじめた。

「……この下げ賤せんの運び屋が、詐欺まがいのネズミが、スワロー如ごときに許される非礼ではないぞ！　衛兵、出会え！　こいつを殺せ！」

　騒ぎを聞きつけた人々も集まってきて、周囲の喧けん騒そうも輪をかけて高まる。その時。

「……控えなさいっ！」

　突然、ステラがどこから出したのか分からないような大声でイディオをそう罵倒した。瞬間、ざわつきが一瞬に収まり、辺りは静寂に包まれた。イディオは何が起こったのか分からず、ぽかんとしてステラを見上げていた。

　僕もそのどこまでも貫くような声に、動きを止めてしまった。

「身分の違いなど、私にとってはどうでも良いこと。シエルは私の騎士です！　シエルへの非礼は私への非礼と心得なさいっ！」

　まるで物語の台詞せりふみたいに、その一喝は庭園中に鳴り響いた。

　その時のステラの凜り々りしさは僕だけでなく全然関係ない人たちの心まで動かしてしまったようだった。

　どこの誰かは分からない。だけど確かに、小さな拍手の音が聞こえた。

　それが輪のように広がり、空中庭園はステラへの賞賛の音で包まれた。流石さすがにその空気にはイディオも不ま味ずさを感じたようだった。

「……この恥辱は忘れんぞ！」

　そう言い残してイディオは去っていった。それでもステラへの拍手は止やまなかった。

　そこで、力が抜けたようにステラの膝が崩れて、僕は慌てて彼女の肩を支えた。

「ステラっ!?」

「は、はは……シエルさん、怪け我ががなくて、良かった……」

　そう言ってステラは笑った。臆病なくせに、僕なんかよりよっぽど無茶だ。

　でも、スワローの僕が貴族に手を出したのはやっぱりまずかった。

「シエル・ミグラテルだな？」

　僕たちの前に現れたのは、王宮の警備兵たちだった。

　そうして僕は、地ち下か牢ろうに入れられることになってしまう。







　……ここに来た時には牢ろうに入れられずに拍子抜けしたけれど、入れられたら入れられたでやっぱり嫌なものだな。僕は昨日までと違う、岩みたいに硬いベッドに腰掛けてそう思った。

「……ずいぶんとカッコ良かったらしいじゃないか、あんた」

「牢にぶちこまれても格好の付く男がいれば、それはもう天性の才能と言っていいでしょうね」

「違いねえ。面白いこと言うな、あんた」

　僕の牢番はずいぶんとおしゃべりなおじさんだった。暗くて狭くて石の灰色以外何もない牢の中だったけれど、おかげで僕は退屈はせずに済みそうだなと思った。

「話を聞いた時はスカッとしたよ。ここだけの話、ガリーナの後継ぎはワガママ坊主の嫌われ者で通っていてな。拍手が起こったってのも頷うなずける話さ」

　そう牢番は心底楽しそうに話していた。

「が、相手が悪かったなあ」

「……でしょうね」

　僕は苦笑して頷く。牢番の声も少しトーンが落ちた。

「ああ。腐っても七門貴族様の跡取りだ。いくら相手に非があっても、衆人環視であそこまで完膚なきまでに叩たたきのめしちまったら、悪いがあんたもタダじゃすまないな」

　あいつのほうがいつも悪いってのは、皆知ってることなんだけどなあ。と牢番は付け加える。

「タダじゃない、とすればいくらくらい払えば済みますかね？」

　僕がそう訊きいてみると、牢番は少し考えてから。

「まあ、命じゃなきゃいいな、ってとこじゃねえか？」

　と返事をした。そんなところだろうと僕も思っていた。自分の心も案外にタフだ、こんな絶体絶命でも、きちんと麻ま痺ひしてまともな思考を保ってくれる。

　ステラはどうしているだろう。そう僕は考えてみる。

　……また、落ち込んでいるだろうか？

　きっと落ち込んでいるだろうな。僕がどうなったかを考えながら。ああ、自分のせいだって。焦って、また無茶をしなければいいんだけど。

「……お姫様のことを考えているのか？」

　突然心の中を言い当てたように牢番が言ったから、僕は思わずはっとして顔を上げた。

「図星か」と言って牢番はにかにかと下品に、底抜けに明るく笑って見せる。僕も思わず笑ってしまう。

　笑顔には、馬鹿にならない力があるものだ。そんなふうに思うようになったのは、ステラのおかげかもしれない。

「ええ、図星です」

　僕はそう返事をする。

「ずいぶんとお美しい方だと聞いてるよ、本当かい？」

　僕は頷うなずく。ひゅうと牢ろう番ばんが口笛を吹く。

「でも、見た目に騙だまされちゃいけませんよ」

「ほう」

「確かに外見は気品もあるし、凜りんとして綺き麗れいです。それは認めます。けどね、ステラはその見た目に反して……」

「反して？」

「……とんでもないアホです」

　一瞬の静寂の後、牢番が大声で笑った。

「アホって、何だよそりゃあ！」

「だって仕方ないじゃないですか。アホなものはアホなんですから……いつだって他の人じゃ考えられないくらい世間知らずで、考えなしで、わがままで、無茶なことばかりやって……」

　僕の頭の中を、ステラの表情がよぎる。笑った顔、驚いた顔、怒った顔、真剣な顔、恥ずかしがる顔、しゅんとした顔。

　今、どうしているだろう。悲しんでいるかな、後悔しているかな、そんなの、僕の自意識過剰かな。

　泣いていなきゃ、いいな。

　僕の為ために、無茶なことを考えなければいいな。

　いや、考えるわけないか。そんなふうに、僕みたいな一介のスワロー一人の為に。

　でも、間違っても、僕の為に無茶なんてしないでほしい。

　僕は心から思う。この気持ちが、僕の思い込みであってほしい。

　そう思う。強く、強く。

「……とにかくアホで、馬鹿で。見ているこっちばかり心配させて、それで自分は、泣いたり、笑ったり、自由で。ホント、勝手で」

「……あんた、お姫様のこと、好きなんだな」

　突然牢番がそんなことを言って、僕はぽかんとして顔を上げた。

「そんなんじゃないですよ」

　僕がそう首を振ると、さっきまでの豪快な笑顔じゃなく、牢番は温かくて、優しげな微笑を浮かべた。

「そうかな？　あんた、そういう顔してるよ。少なくとも俺にはそう見えるけどなぁ」

「違うんです。ただ、今は……ステラが遂げようとしていることが成功しても、失敗しても、彼女が納得できる終着点にたどり着くまでは、責任持って見ててやらないとって思うだけなんです。彼女という荷物を背負ったスワローとして」

「そういうのを、好きっていうんじゃないのかね」

　牢ろう番ばんはそんなふうにぼそりと呟つぶやいた。僕は笑う。

「いい人ですね」なんて、ステラみたいに言ってみる。牢番は少し驚いた顔をして。

「あんたには負けるさ」

　そんな会話が一段落した時、突然牢番のほうに別の衛兵が駆け寄ってきた。あわてて牢番が僕の前から去り、通路の角へと消えていった。

　何やら向こうで話をしているようで、僕は鉄格子に張り付いて必死に聞き耳を立てていた。流石さすがにその会話は上手く聞き取れなかったけれど、牢番が中身を大声で叫んでくれたおかげで僕は何が起こっているのかすぐに理解することができた。つまりこういうことだった。

「何だって!?　ステラ様が脱走したっ!?」

　……ステラが、脱走？

　報告していった衛兵は急ぎ足で戻っていった。牢番はそわそわとした様子で牢の前に戻ってきて、どかっと座った。

「……ステラが、脱走したって」

　僕はぼそっとそう声を掛けてみる。牢番はぎょっとした顔でこっちを見た。

「なんであんたが知ってるんだ!?」

「いや……あんまり大声で叫ぶものだから聞こえてしまいました」

　僕がそう言うと、牢番は大おお袈げ裟さに「しまった！」などと叫んでいる。僕に知らせる為ためにわざと叫んだのかとも思ったけれど、素だったらしい。

「いや、俺もよく分からんのだがステラ様の行方が知れないらしいぞ」

　僕は溜ため息いきを吐つく。

「ほら……アホなんですよ、ステラは」

「……一体お姫様はどうするつもりなんだろうな。逃げ出したところで、流石に一人じゃどうにもなるまいに」

　牢番の言うとおりだ。こんな真似をしたら、余計に立場が悪くなってしまう。

　ステラ、一体どういうつもりなんだ。







　それから三十分ほど経たっただろうか。頭上はどたどたと足音が響き、時々指示の叫び声が遠く響いてくる。

「まだ……捕まってないのかな」

「おお、そうらしいな。お姫様も頑張るなあ」

　そう牢ろう番ばんは少し嬉うれしそうに言った。僕は溜ため息いきを吐ついた。

　何の為ために頑張っているんだ。ステラ、君は戦争を止めに来たんじゃないのか？

　間違っても、僕のほうに来ちゃだめだ。今は僕には何もできない。僕はそう祈っていた。

　その時だった。

「おい！　ステラ様を見つけたぞ、こっちに来てくれ！」

　そう声がした。妙に高い声で、聞き覚えがあるような……。

　そう思っている間に、牢番は「おお！」という叫び声と共に一目散に駆けていき、そして牢の向こうの曲がり角で。

「と、とうっ！」

「はっ!?　……ぐわあっ!?」

「お、おおっ……上手くいきました……！」

　そう言って倒れた牢番をまたいで顔を出したのは。

「す、ステラっ!?」

「しっ！　静かにしてください。近くまで私を探して追っ手が来ているんです……今、鍵を開けますから」

　そう言って牢番の腰から鍵を外すと、僕の牢の前に駆け寄ってきた。

　かちゃん。そう音を立てて、牢は呆あつ気けなく破られた。僕は扉を開けて、責めるように声を発する。

「どうしてこんなこっ……!?」

　けど、僕はその言葉を言い切れなかった。

　一瞬でステラが視界から消えて、彼女は、何の迷いもなく僕の胸に搔かき付いていたから。

「ここに、いますよね？　ちゃんと、いますよね？」

　確かめるようにステラが腕に力を込める。僕は抱き締めることも、離すこともできず、されるがままになっていた。

　僕の顔の下で、堪こらえるような小さな嗚お咽えつが響く。

「……良かった、無事で。だって、シエルさん、殺されちゃうかもって、聞いて、それで……」

「ステラ……」

　ステラがゆっくりと顔を離す。僕に見えないように、一度だけ袖で目元を拭う。

　もう、彼女の目には涙はない。僕を真まっ直すぐに見てステラは言った。

「シエルさん、逃げてください。相手は私を追っています。この混乱の中なら、王城を脱出できるはずです」

　僕は驚きと共に反はん駁ばくする。

「何言ってるんだ!?　そんなことをしたら、本当に君の立場はなくなる！　そうしたら、もう……」

　ヴェセルとバトーの開戦を止める希望は、完全に断たれる。ここまでステラが命懸けで続けてきた旅の意味が、なくなってしまう。

　そんなの、ダメだ。僕は首を振る。

「……僕のことはいい。ステラは戻って、そのま……」

「ダメなんです」

　ステラが僕の言葉を遮る。静かだけれど、はっきりとした声で。

「私がダメなんです。シエルさんに、生きていてほしいんです。絶対に」

　それから、ステラは笑ってこう言った。

「もう充分です。シエルさん、私の為ためじゃなく、自分の為に空を飛んでください」

　そう言ってステラは、首のヘキサ・サフィールを外す。それから、僕の首に手を回して、それを掛けた。僕は首を振る。

「ダメだ……これは、貰もらえない」

「いいえ、お約束の対価ですから。受け取ってください。それに本当は、これだけじゃ足りないと思っているんです。私はそれ以上にたくさんのことを、シエルさんから貰いましたから」

　そう言ってステラは目を閉じる。

「本当に短い間だったけど、私の人生の中で、一番輝いて、楽しい日々でした。サンクティエラ島の景色も、空の青も、雲の白も、夜の黒も、海の上で食べたご飯も、飛行機の中で目覚めた朝も、二人で戦った空も、磁気乱雲の恐ろしさも、ディヴェルの雨も、あの時、助けに来てくれたシエルさんの顔も……全部、全部が、宝物です。私、一生忘れません。だから、シエルさんに持っていてほしいんです。私と一緒に居てくれた証あかしに、ここまで二人で一緒に辿たどり着ついたんだって、証に」

「ステラ、でも……」

「下が手薄になるように、私は上に向かいます。多分、長くは逃げられません。シエルさんもお気をつけて」

　ステラの様子は僕に有無を言わせなかった。

　僕は、きっと引き止めたかったんだと思う。でも、言葉が出なかった。

　──一緒に、せめて一緒に逃げよう。

　そう言ったとしても、ステラは首を縦には振らなかっただろう。彼女は、王女だから。

　それでも僕には、ステラを置いて動き出すことができなかった。それがステラを一番困らせる、そう分かっていても。

　そんな僕を見て、ステラは突然。

「……っ!?」

　僕の左頰ほおに、キスをした。それからいたずらっぽく笑って。

「あの時、『シエルは私の騎士です』って言ったでしょう？　あれ、結構勇気出したんですよ？　……私、今まで騎士を置いたことはないんです。だからシエルさん、貴方が初めての、たった一人の、私のナイト」

　それから、少しだけ目を伏せて、顔を上げて。

「私の戦った意味を、無駄にしないで」

　ステラは僕の前から駆けていった。そして一度だけ振り返って、いつも見せてくれた、あの笑顔で。

「ありがとう、シエル。貴方に出会えてよかった」

　そう言い残して。僕には、どうすることもできなくて。

　どうすることもできなくて、駆けた。何も考えずに、走った。

　僕は、ステラを置いて逃げ出した。何もできずに、何もできずに。
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　ポリティスは腹立たしいくらい用意周到だった。僕らが抜け出してくることも見越して、戻りのシーガルも用意されていたのだ。僕は怒りを抑えこんで頭を下げ、二日かけてディヴェル島へと戻ってきた。

　着いたその足で僕が怒鳴り込んだのは当然、ペレカーン商会だった。

「ちょっと、シエル様……お待ちください！」

　僕はペレカーン商会のエントランスを強引に抜け、「ポリティス会長に話がある」とだけ言って、受付嬢の制止を振り切り会長室へと進んだ。ノックもせずに扉を開けると、いつもの微笑を浮かべたポリティスが執務机に座っている。

「思ったよりも早かったね。それに、君一人か。なるほど」

　ポリティスには全く驚く様子がない。全て計算どおりというわけか。

　馬鹿にしている。

「……会長、いかが致しますか」

「いや、このままで構わんよ。ちょうど茶にするにも良い頃合いだ、君は下がってくれ」

　そう言ってポリティスは受付の彼女を下がらせる。

「のうのうと茶を飲んでいられる気分ではありません」

　僕はポリティスをそのまま射い殺ころすくらいの気持ちで睨にらみながら呟つぶやいた。

「ああ、そうらしいな。ずいぶんと怒っているように見えるね……だが、君の気分は私には関係ないことだ。ともかく私は茶を飲みたいのでね。私一人で失礼するよ」

　ポリティスは僕のことなど全く意に介さないという様子でそう笑い掛けてくる。その逆さか撫なでるような態度が余計に僕を苛いら立だたせた。そういう心の揺さぶりがポリティスの常じよう套とうであると分かっていても。

「ステラが、ヴェセルの王女だと分かっていたんですね」

「もちろん」と何でもないことのように、ティーセットを準備しながらポリティスは頷うなずく。

「ヴェセルは私たちの大きな得意先の一つだ。いくら表にほとんど出ていない王女様とはいえ知っている可能性は高い……そう想像はつかなかったかな？」

「やっぱりそうか……分かっていてハメたのかよっ!?」

「ハメた」

　ポリティスは大きな声でゆっくりと、言げん質ちを取るように僕の言葉を繰り返した。

　ポリティスが顔を上げた時、その視線のあまりの鋭さに僕は息を止めた。

「私には、ずいぶんと身勝手な言い分に聞こえる」

　ポリティスは応接机の上にゆっくりとティーセットを並べながら続ける。

「第一に、私は君との契約を破ってはいない。『降りてからのことは全て君たちの責任、私は知らぬ存ぜぬ』と私は言ったはずだ。情や酔狂で仕事をしているわけではないともね」

「そ、それは……」

「第二に、君が『ハメた』と言った私の仕掛けは、君たちに有利に働いたはずだ。君たちは確かに意図せずしてバトーの王室警けい邏らに拘束されただろうが、その待遇は悪くはなかったはずだし、アルブール王との面会も叶かなったはずだ。違うかな？」

　……全て、ポリティスの言うとおりだ。反論のしようがない。

　それでも、悔しい、怒りが収まらない。僕が唇をぎゅっと嚙かんで無言で床を見ていると、ポリティスはさらにこう言った。

「だから、君は子どもなんだ」

「僕が……子ども？」

　辛うじて絞り出した声で僕は訊きき返かえした。

「君は責任を逃れたいだけだろう？　彼女を守ることができなかった自分から逃れたいだけだろう？」

　……違う。

「こんなふうになったのは自分のせいじゃない。自分は上手くやった。精一杯やった。だがポリティスという男が自分の邪魔をした。自分をハメた。あいつがいなければこんなことにはならなかった」

　……違う。違う。違う。

「全てをなすり付け、自分が安心する為ための生いけ贄にえが欲しいだけだろう？　彼女は今も戦っている。でも自分は逃げ出した。それを正当化する為の材料がほしいだけだろう？」

「違うっ！　違う、違うっ！　違う違う違うっ！」

　僕は自分の中でのた打ち回る、狂おしい何かを吐き出そうとして叫んだ。怒鳴り散らした。すがるように見上げたポリティスは、やはりいつもの微笑のままだった。

「ほらね、やっぱりそうじゃないか」




　……違うんです。




　その言葉はもう、僕の口からは出なかった。

「君たちの謁見の準備まで整えてあげたんだ。本来であれば加えて貸し一つ、としても良いところだが、それでバトーから情報料を貰もらっているのも事実だ。君のその幼さに免じて、これで代金の借りは返してもらった、ということにしてあげても構わない」

　僕は返事をしなかった。でも僕が返事をしてもしなくても関係ないというふうに、ポリティスは自分の間でこう話を継いだ。

「以前のように、空だけに興味を持って生きればいい。戦争が始まればたくさんの人が死ぬだろう。だが君の思うとおり、君にも、彼女にもその責任はない。しっかりと目と耳を閉じて、心に鍵をかけて嵐が過ぎ去るのを待てばいい。そうして、君は全てを忘れて、空を飛ぶ為ためだけにスワローをする。それでいいだろう？　私の知っている君なら、そうすると思うがね」







　その後、どこに立ち寄って、何をして、どんなふうに街を歩いたのか、よく思い出せない。

　気が付いたら、ステラと話をした店に居た。頼んだコーヒーはもうあの日と同じようにすっかり冷めて、出来の悪いアイスコーヒーになっていた。

　けれど、僕の前にはもうステラはいない。あの日のテーブルに、僕は一人だった。

　僕は、自分は最低な人間だと思った。

　結局ポリティスの言うとおりだったんだ。僕はステラと一緒に彼女の重責を背負った気になって、それを自分勝手に投げ出してきただけだ。そこにどんな思いがあろうとも、結果はそういうことなんだ。

　あんなにわがままだ、勝手だってステラに言っておきながら、一番身勝手なのは僕自身だったんだ。

　自分が情けなすぎて、笑い話にもならない。

　けど、じゃあ僕に何ができた？　どうすることが正解だった？

　……そもそも、たった二人で戦争を止めようなんて、大それたことを考えたのが間違いだったのかもしれない。途中で諦めていれば、少なくとも僕もステラもこんな思いはしなくて済んだのかもしれない。

　しっかりと目と耳を閉じて、心に鍵をかけて嵐が過ぎ去るのを待てばいい。

　そうポリティスは言った。もしかしたら、僕もステラもそうするのが正解だったのかもしれない。僕たちには自分が傷つかないように身を守る権利があるはずなんだから。

　たとえその裏で、他のたくさんの人がたくさん、たくさん傷ついていたとしても、そこから目を背ける権利があるはずなんだから。

　そんなふうに考えて、考えてしまって、それから、今まさにまだバトーで戦っているであろうステラの姿を思い、僕は深い自己嫌悪の沼へと沈んでいく。でも沈む以外に、何もできない。もがいたって、足あ搔がいたって、より深く、深く沈んでいくだけで、僕にはやっぱり、何一つ出来やしない。

　そんなふうにぼんやりと思っていた時。

「シエル君？　……シエル君じゃないか？」

　そう僕の名を呼ぶ声が聞こえて、反射的に顔を上げた。

　金の髪と青の瞳。ゆっくりと、記憶の中の姿と目の前の顔が繫つながる。僕は虚うつろな声で彼の名を呼んだ。

「……クライス、さん？」

「ああ。奇遇だな、シエル君も仕事かい？　合席、良いかな」

　そう言ってクライスは僕の前に座り、品の良い笑みを浮かべてウェイトレスを呼ぶとコーヒーを注文した。

「どうして、ディヴェルに？」

　僕はそう尋ねた。

「仕事だよ、見てのとおり軍籍としての仕事じゃないけど」

　そう言ってクライスは自分の飛行服の胸を指した。彼の飛行服には軍属を示すエンブレムや、勲章・階級章の類たぐいが一切ついていなかった。

「まあ、スワローの真似事とプラスアルファ、というところだ」

　そうクライスは笑った。僕は、そうですか、とだけ返事をした。

　クライスは何も言わずに、僕の前に座ってゆっくりとコーヒーを飲んだ。僕も少しだけコーヒーを口に含む。

　不ま味ずい。温かくもなければ冷えてもいない、常温のコーヒーってこんなにおいしくないものだったろうか。

　コーヒーカップをテーブルに戻してしまうと、いよいよ僕の持て余した沈黙は行き場を失った。今僕の中に渦巻いているものを、全部吐き出してしまいたい。そんな衝動が僕の体の中を激しくのた打ち回った。

「……何も、訊きかないんですね」

　耐えかねて、僕は自分からそう口にした。クライスがちらりと顔を上げる。

「聞いてもいいのなら、俺は聞きたいとは思う」

「なんで、皆そうなんだろう」

　僕がそう呟つぶやくと、クライスは不思議そうな顔をした。

「そう、って？」

「どうして、そんなに他人に踏み込みたがるんだろう」

　そんな言葉が自然に口を突いて、クライスは苦笑した。僕ははっとして顔を伏せた。

　僕はステラのことを考えていた。冷たく拒絶しても、勇気を持って僕に向かって踏み込んできた。どうしてだろう。だって、他人の感情や事情に深入りしたって、面倒で、厄介で、どうしようもないだけなのに。

「別に俺はお人よしってわけじゃない。誰のことだって知りたいわけじゃないよ」

「じゃあ、なんで？」

「簡単だ、君のことは知りたいと思っている。それだけだ」

　何でもないことのようにそう言って、クライスはまた一口コーヒーを口に含んだ。

「言葉を交わしたのはほんの僅かな時間だったし、君が俺をどう感じたかは分からないけど。でも俺は君のことを気に入ったんだ、あの時。だから今日、君の姿を偶然このディヴェルで見つけた時は嬉うれしいと思ったし、声をかけた。それに君がそんなにふさぎ込んだ顔をしていれば理由だって気になるし、もし俺が力になれることがあるのなら手を貸したいとも思う。それって、変なことかな？」




　──一緒にいる人のことを、ただ知りたい。そう思うのって、おかしいですか？




　そういえば、ステラも同じようなことを言っていたっけ。あれは、いつのことだったろう。

「シエル君は、誰かのことをただ知りたいって、そう思ったことはないの？」

　そうクライスに訊きかれた瞬間、僕はやっと気付いた。

　僕だって、同じだったんだ。

　僕だって、同じようにステラに踏み込みたかったんだ。自分で自分の感情に困惑して、それを認めたくなかっただけだ。君がそうしてくれたように、僕だって本当は、君のことをもっと知りたかったんだ。

　今更気付いたって遅いのに、今更気付いたって苦しいだけなのに。

　それなのに、どうしたって僕は、君の笑顔を思ってしまう。

「……仕事に、失敗したんです」

　僕は小さくそう呟つぶやいた。

「大事な仕事？」

「はい。とても、とても大事な仕事でした」

「どんな仕事か、訊いても？」

　僕はどこまで話していいのか、一瞬迷った。でもそれは本当に一瞬だった。

　全部隠さずに話そう、僕はすぐにそう決めた。これは僕とステラだけが真実だと知っている話だ。そして戦争を止められなければ、何の意味も持たない話だ。

　何より、クライスは信用してもいい人だ。僕はそう思ったから。

「……荷物は、人です。僕と同じくらいの歳としの女の子。そして彼女自身が依頼人」

　僕は息を吸いこみ、はっきりとこう言った。

「彼女の名はステラ。ステラ・ヴェセル・カナール。ヴェセル王国第四王女です」

　クライスが、なっ……と言葉を飲み込んだ。

　僕はそこから時系列に従って起こったことを話した。ヴェセルとバトーの間で戦争が始まりそうなこと、それを恐らく第三の勢力が手引きしていること、ステラが開戦を阻止する為ために使者として立ったこと、その道中で敵の襲撃を受けたこと、なんとかバトーに辿たどり着ついたこと、開戦の阻止に失敗したこと。そして。

「……僕は、ステラだけをバトーに残して、一人で逃げてきたんです」

　クライスは僕の話を、終始口を挟まずに真剣な顔つきで聞いていた。僕が話し終えると何かの区切りみたいにコーヒーカップに口を付け、それから実にあっさりとこう言った。

「なるほど、話は大体分かった」

　その返事の軽さに僕は驚いてしまった。

「信じて、くれるんですか？」

「ああ、もちろん」

「……ちゃんと、話聞いてました？」

　僕が本心からそう尋ねると、クライスはむっとした顔で反はん駁ばくした。

「失礼だなぁ、君の目の前で一語一句漏らさず聞いてたろ、俺は」

「それなら、なんでこんな突拍子もない話を……」

「君が噓うそをつく理由がない。君が噓をつく人だとも思わない」

　そう言って、クライスは小さく笑ってこう言った。

「なら、疑うほうがおかしいだろう？」

　その言葉を聞いた瞬間。

　突然、視界が滲にじんだ。おかしいなって思って、それから、それが自分の涙なんだって気付いて。

　そうしたら、溢あふれて、止まらなくなった。

　父さんが居なくなってから初めて、僕は声を上げて泣いた。

「……何も、できなかった。僕はステラを助けたいと思っていたのに、心からそう思っていたのに、それを表すこともできず、彼女の邪魔をして、それで、ステラだけを置いて、彼女だけを戦わせて逃げ出してきた。そして、僕は今、最初から戦おうなんて思わなければよかったんじゃないかなんて、彼女が守りたいと思った人たちが苦しんでも、僕たちが苦しまなければそれで良かったんじゃないかなんて……そんな、凄く、凄く酷ひどいことを考えました。僕は最低な奴やつです。本当に、救いようがないくらい、最低なんだ……」

「そんなことはないよ」

　そうクライスが言った。

「本当に救いようがないのなら、君は後悔したりはしないはずだ。それに」

　クライスは僕のほうに顔を寄せて、微ほほ笑えみの中に、眼まな差ざしだけは真剣な色を浮かべてこう言った。

「このまま終わるつもりはないんだろ？」

　彼の声に、僕はほとんど反射的に頷うなずいた。

　そうだ、このままじゃ終われない。終わるわけにはいかない。僕は席を立った。

「……行きます。どうしたらいいのか分からないけど、どうにもならないのかもしれないけど、考えます。今僕にできることを、やります」







　高度三〇〇〇メード。視界は良好、目前には巨大な磁気乱雲。

　僕はコルセアに襲われたあの空域に来ていた。あと二時間で南中だ。

　もう一刻の猶予もなかった。あと五時間もすればバトーとヴェセルは交戦距離に入ってしまう。

　戦いを止める為ために、今の僕にできること。思いついたのは一つだけだ。

　あのコルセアが、ヴェセルのものでもバトーのものでもない証拠を摑つかむ。

　何が証拠になるのかも、それをどうやって手に入れるのかも分からない。第一、この空域に来たところで奴やつらが現れる保証もない。

　でも、やるしかない。どんなに微かすかな可能性でも、小さな手がかりでもすがるしかない。

　来い。僕を襲いに来い。僕は願った。

　その時だった。

「……！」

　頭上から迫る強大な感覚に、僕は反射的に回避機動を取った。

　一直線に刃やいばを振り下ろすように、神速の翼が僕の居た場所を切り裂いていく。太陽の中からの急降下、あの時と同じやり方。僕は眼下にその姿を捉える。

「見つけた、白い奴……！」

　忘れもしない、ポラリスを思わせる純白の要撃機。僕はオープンチャンネルに合わせて通信機に叫ぶ。

「貴様！　バトーの機体じゃないな、どこの手の者だっ!?」

　返事がなくても構わない。撃ち落としてパイロットに訊きくだけだ。

　そう思っていた矢先、意外にも簡単に返事が返ってきた。

「それを知って、お前はどうする？」

　あの時、通信機から響いたのと同じ声。




　──お前に撃てるのか？




　空戦の最中、僕に向かってそう語りかけた声。

　……やっぱりそうだ。

　あの時は一瞬のことで判断が付かなかった、けれど今は確信を持てる。僕はゆっくりと、その名を告げる。

「……父さんなの？」

　そう無線機に呟つぶやく。返事はない。

「その声、間違いない。いや、間違えるはずがない……父さんの声だ。それに、あの時……『撃てるのか？』って通信はオープンチャンネルじゃなく、ポラリスの固有周波数帯で受信していた。つまり、お前は……ポラリスを知っているってことになる」

　純白の機体は襲ってくる様子を見せない。何かを確かめるようにゆっくりと、距離を取って旋回している。

　僕は再度、声を放つ。

「もう一度訊きく。お前は……『白翼』アカーシャ・ミグラテルか？」

　やはり、返事はない。だけどその沈黙は、僕にとってはもう答えに等しかった。

　あれが父さん──アカーシャ・ミグラテルなのだとしたら、あの人間離れした操縦技術も、まるで僕の思考を先読みしたみたいな機動も、全て納得がいく。父さんのバイオコンパス精度はステラと同じＳＳ級精度、そして僕に飛行機の操縦を仕込んだのは父さんだ。

　僕にはもう、問いを重ねる必要はなかった。

　死んだと思っていた僕の父さん、本物の「白翼」が、目の前にいる。

　──僕とステラを殺そうとした、敵として。

　どうして？　どうしてこうなる？　どうして？

　僕は頭を打たれたように混乱する。呼吸が嫌に荒れる。

　僕は渦巻く苛いら立だちを吐き出すように無線機に声を叩たたき付つける。

「一体、どういうことだよ？　どうして父さんがここにいるっ!?　なぜ父さんが僕たちを襲うっ!?　……答えろっ!!」

　答える代わりに、無線機は一言だけ声を発した。

「お前は何をしにここへ来た？」

　……何を、しに？

　僕がここに来た、理由。麻ま痺ひしたように働かない頭を、僕は必死に動かす。

　僕とステラを襲った真っ白な要撃機を討ち、あのコルセアがバトーのものでも、ヴェセルのものでもない証拠を摑つかむ為ために僕は……。

　……僕が、父さんと戦う？

「僕に、戦えって言うの？」

　……無理だ。勝てるわけがない。

　父さんは僕が生涯見てきた飛行機乗りの中で一番腕の良いパイロットで、しかも機体性能だってポラリスよりも今の父さんの乗機のほうが上だ。僕如ごときで歯が立つはずがない。

　僕が父さんに勝てる目なんて、悔しいけど万に一つもない。

　あの時、父さんは間違いなく、本気で僕たちを殺すつもりだった。僕の感じた殺気は本物だった。いつ弾を食らって死んでもおかしくなかった。生きていたのが奇跡みたいなものだった。

　あの時はステラが後ろにいた。だから磁気乱雲に逃げ込んで、命拾いすることができた。

　でも、今はいない。僕一人だ。戦い始めたら、もう逃げ場はどこにもない。

　空気が、氷みたいに冷たく感じる。肺に入る度に、凍いてついた痛みを持って僕に警告する。操そう縦じゆう桿かんを握る手が、音を立てて震えていた。

　あの時と同じ、本気の父さんなら……確実に僕は死ぬ。

　鮮やかに、いとも容た易やすく僕の背後を取り、父さんは躊ちゆう躇ちよなく引き金を引く。放たれた弾丸はポラリスの羽を穿うがち、胴を喰くい破やぶり、そして……。

　怖い、恐い、嫌だ、死にたくない、逃げ出したい。

　ここから、今すぐに逃げ出してしまいたい。

　そのまま、呼吸が止まってしまいそうで。

「……お前は、何をしにここへ来た？」

　もう一度、確かめるように声が響いた。

　その言葉に、一瞬本当に息が止まった。堪こらえ切きれずに吐き、吸う。その苦しみが、僕の中の僕を引き戻す。震えながら、固く操縦桿を摑つかんだ、自分の両手を見た。

　……しっかりしろ。僕は何の為ためにここに来たんだ？

　万に一つの勝ち目もない？　そうじゃないだろ。

　十万だって、百万だって、一千万だって、関係ないだろ。

　勝てるか、勝てないかじゃないだろ。

　思い出せ。今僕の後ろにいないステラはどうしている？

　戦っているはずだ。今も戦っているはずだ。勝ち目がなくても、それでも、迷わず、恐れず、目を背けず、必死に、あんなに小さな体でヴェセルという国を一身に背負って、たった一人で、戦い続けているはずなんだ。

　怖い？　死にたくない？　逃げ出したい？

　そうやって、そうやって二度と後悔したくないから、僕はここへ来たんじゃないのか？

　勝たなきゃいけないんだ。勝つんだ。僕はその為にここへ来たんじゃないのか？

　掌てのひらを開く、握る、もう一度、左手、右手。

　操縦桿を握り直す。前を見据える。

　僕は、父さんを……「白翼」アカーシャ・ミグラテルを倒す。

「ヴェセル・スワローギルド所属スワロー、シエル・ミグラテル！　乗機はポラリス！　貴様に決闘を申し入れるっ！」

「ボレアス空軍所属、乗機はシリウス……故あって名は名乗らない、行くぞ」

　ボレアス空軍？　あの、北の最果ての神話の国？

　だめだ、今は考える余裕はない。戦いだけに集中しろ。

　シリウスが一気に戦闘速度に加速する。圧倒的な出力、二〇〇〇……いや、二二〇〇馬力は優に越えている。

　遅れるな、高度はまだこっちが上だ。フルスロットルで急旋回を掛けシリウスの背後を狙う。

　……凄まじい。機体性能もそうだけど、やっぱり操縦技術の桁が違う。ターンから鮮やかに機体を切り返すと、シリウスは明らかに限界を超えた機動で逆に僕の背を狙って迫る。

「……くっ！」

　なんて翼の粘りだ。本来であれば空中分解しかねない恐ろしい旋回機動を取ってシリウスは僕に食らい付いてくる。

　このままじゃだめだ。正攻法じゃ勝負にならない。

「くそっ！」

　巴ともえ戦せんをやめて、僕は一直線に加速する。その先にはステラと突っ込んだ巨大な磁気乱雲。

　磁気乱雲は遠くからだと大きすぎて不動に見えるが、その表面は内部放電の影響で、絶えず海面のように大きく波打ち、渦巻いている。ナーヴェの街と同じ障害物の森だ。

　ここならいくら何でも全速では飛べない。磁気乱雲を使って出力と機動力の差を潰す。

　……迷うなっ！　僕はスロットルを押し込んだまま巨大な雲の城へと迫る。

「……っ！」

　突っ込むぎりぎりで機首を引き上げる。視界の色が切り替わり、その下半分を漆黒の海と見み紛まごう黒雲が埋める。まるで生きているかのように、手足を伸ばすかのように、うごめく、逆巻く。

　雷鳴が叫び視界を切り裂く。

　安全なコースじゃ父さんは引ひき剝はがせない、雲に飲まれる紙一重を攻めろ。

　恐れるな、感覚を研ぎ澄ませろ、雲の流れを見切れ。

「……っ！」

　突然に目の前に出現する波をサイドスリップでかわす。前、横、後ろ、全神経を集中させる。

　巨大な雲の手を潜くぐり抜ぬけた、瞬間。

　目前に巨大な雲の壁、まずい、越えられない。

　反射的に機首を引き上げる。突っ込む寸前、ポラリスは大きく弧を描いて青空へと舞い戻る。

　……危なかった。けど。

　背後にはぴったりと追い掛けてくるシリウスの姿。これじゃさっきまでと同じだ。

　そのままループし急降下、今度は水面ギリギリに高度を落とす。僕は後ろにシリウスを引き連れながら水面を這はうように飛ぶ。

　……撃ってくる！

　延髄を突かれるような痺しびれを感じ、咄とつ嗟さにシザースをかける。

　僕の居た場所を二門の機関砲から吐き出された鉛が穿うがち、視界に水柱が弾けた。

　やっぱり、本気で墜としに来ている。

　くそ、このままやられてたまるか……。

　僕は蛇のように左右に機体を振りながらチャンスを窺うかがう。

「……っ！」

　刹那、再度父さんが攻撃に入ろうとした瞬間を狙い、直角にブレークする。そこからシャンデルターンでシリウスの後ろを狙いながら高度を稼ぐ。

　けれど、シリウスはそれよりも速く完璧なインメルマンターンでさらに上を取って僕の頭を押さえてくる。

　あの時と同じ、完全に動きを読まれている。父さんはステラと同じＳＳ級のバイオコンパス保持者、僕とは動体把握能力の桁が違うはずだ。

　……その上、僕に一から飛び方を仕込んだのは父さん。そして父さんは僕よりも遥はるかに長い時間、このポラリスに乗ってきた。僕のことも、この機体のことも知り尽くしていると言っていい。

「くそっ……やっぱり僕如ごときじゃ、本物の『白翼』には」




　──私の戦った意味を、無駄にしないで。




　諦めかけた瞬間、別れ際に聞いたステラの言葉がそのままに、頭の中に還かえってきた。

　そうだ、何を考えているんだ。もう一回思い出せ、シエル・ミグラテル。

　お前は、何をしにここに来た？

「……勝つんだろ。父さんに勝って、戦争を止めるんだろ。一人で戦い続けている、ステラの力になるんだろ。そう決めたんだろ」

　僕がこの戦いに勝てる目は本当に小さい。小さいんじゃなくてゼロかもしれない。第一、勝てたからといって戦争が止められるかどうかも分からない。もしかしたら、どこで何をしたって、最初から全部無駄なのかもしれない。

　……それでも。




　──飛ぶのなら、私はシエルさんと二人で飛びたいから。




　──シエルさんと同じ立場で飛びたいんです、私。雇い主でも王族でもなくて、後部座席に座るパートナーとして飛びたいんです。




「それでもお前は、ステラと並んで飛ぶって決めたんだろっ！　シエル・ミグラテル!!」

　シリウスが背後に張り付いて射撃体勢に入る。見なくても分かる。

　僕は父さんの子だ、父さんが僕のことを知っているように、僕だって父さんのことはよく知っているんだ。

「……今っ！」

　タイミングを摑つかんで、機首を上げる。射撃が腹の下をかすめる。

　今、取った。間違いなく、今一瞬、父さんの先を取った。

「……まだだ！」

　喜んでいる場合じゃない。集中しろ、極限まで。

　シャンデルじゃだめだ、速度の速いシリウスを抑えるには高度が足りない。

　インメルマンターンだ、それも父さんと同レベル……いや、それを超える、スピードロス最小のインメルマン。

　時が止まる。世界が僕に問い掛ける。

　どうする？　どうする？　どうする？

　答えろ、感じろ、全身全霊で、空に、海に、風に応じろ。

　刹那の正答を捉え続けろ。

「……抜けろっ、越えろポラリスっ!!」

　瞬間、空の色が変わった。

　初めて、自分の力で父さんの上を取った。僕はオープンチャンネルのままの無線機に向かって叫ぶ。

「おいっ、よく聞け！　お前は僕のことも、ポラリスのことも、全部知った気でいるんだろう！　分かった気でいるんだろう！　負ける気なんて微み塵じんもないんだろう！　けどなぁっ！」

　返事はない。何事もなかったかのように、シリウスは僕に食らい付こうと空を駆ける。

　そうはさせない。僕はポラリスを操りながら尚なおも声を放つ。

「僕だって、お前がいなくなってからコイツと空を飛んできた！　お前の知らない空を見てきた！　お前の知らない人と出会ってきた！　お前の知らない時間を生きてきた！」

　再度僕の後ろを取ろうとするシリウスの、さらに後ろを取るべく旋回する。

「お前の名前は知らない！　聞く気もない！　父さんかどうかだってもうどうでもいい！」

　巴ともえ戦せんで勝てないのは前回の勝負で分かっている。

「でも、僕の名前は覚えていけ。僕はスワロー『白翼』のシエル・ミグラテル！　僕はもう、アカーシャ・ミグラテルの後部座席にいたシエルじゃない！　それを今ここで証明するっ！」

　勝負は一瞬、この巴をどちらかが抜ける、その刹那。




　……父さん。




　僕は父さんがいなくなってしまってから、父さんがどこで、どんなふうに過ごしてきたのか、知らない。

　でも、父さんも知らないだろう。僕がどこで、どんなふうに生きてきたのか。

　僕の頭にはずっと、空を飛ぶことしかなかった。だから辛つらかった。空を飛ぶ為ために、誰かと関わらなければならないことが。誰かに微ほほ笑えみかけられることが。それに上うわ辺べだけで応えることが、僕には辛かった。

　辛くても、空を飛ぶことしか、僕には残されていなかった。

　頑張ったんだ、父さん。愛想も良くなった、噓うそも上手につけるようになった、もう簡単に人には騙だまされないし、大人相手に一人で交渉だってできる。

　僕は、僕の空とポラリスを守る為に、頑張ったんだ。

　けど、それでも僕には空を飛ぶ理由が見つけられなかった。空を飛ぶ為だけに空を飛ぶことしかできなかった。僕はそれでいいんだって思おうとした、それが僕なんだって思おうとした。

　でも、本当は辛かった。苦しかった。寂しかった。

　違ったんだ。僕は他人にだけでなく、自分にも噓をついていたよ。

　きっと、空が飛びたかったんじゃない、空しかなかったんだ。

　僕には父さんも、母さんもいなくて、一人だった。空だけが僕を認めてくれた、空だけが僕を受け入れてくれた。

　僕には空しかなかった。




　だけど、初めて、この人の為に空を飛びたいって、そう思える人ができたんだ。




　その子はどうしようもないくらい馬鹿で、不器用で、世間知らずで、ワガママで、でも、いつだって明るくて、真まっ直すぐで、希望を捨てず、諦めず、とても、とても、眩まぶしいくらい、強い子だ。

　そんな子が、僕と一緒に飛びたいって、そう言ってくれたんだ。

　全部投げ出して僕を守ってくれたんだ。僕に出会えてよかったって言ってくれたんだ。

　僕がこんな気持ちを抱いているって知ったら、父さんはきっと驚くだろうね。大笑いされるかもしれない。

　それでも最後には、喜んでくれたらいいな。

　だから、父さん。

「……だから僕は負けないっ!!　絶対にお前を超えてみせるっ!!」




　──ならやってみろよ、シエル。




　そう、声が聞こえた気がした。

「行くぞっ!!」

　瞬間、最高速のまま機体を捻り上げ、水平旋回を抜けて上昇機動を取る。父さんは僕を前に出してぴったりと追随してくる。

　……もっと速く、もっと鋭く、想像を超えろ、超え続けろ、その先を凌りよう駕がしろ。

　前と同じ動き、あの時はストールターンで後ろを取った。でも二度目はない。

　一発勝負だ。一発で、最高最良最善の動きを引き出せ！

「……行けぇぇぇっ!!」

　蒼そう天てんを穿うがつように昇り、頂点を捉える刹那、失速寸前のコントロールで機体を左に横滑りさせる。ポラリスが震える。体が投げ出されるような不安が僕の操縦感覚に襲い掛かる。

　堪こらえろ、見失うな、一本しかない道を手た繰ぐれ！

　捻り込み。上昇の頂点から、機体バランスを失うぎりぎりの操作で横滑りを入れながらループすることで、旋回半径と高度低下を大幅にショートカット、一瞬で敵機の後ろを取り返す、父さんの得意技だ。

　そして父さんに飛行機の操縦を教えてもらっていた時、難しすぎて挑戦すらできなかった技だ。

「……取ったっ!!」

　シリウスの背中が見える。射程圏内だ。

　その瞬間、シリウスが僕の目の前で静止する。後は、トリガーを引くだけだ。




　──お前に撃てるのか？




　あの声が蘇よみがえる。

　大丈夫だ、コックピットは外せる。不時着水させて話を聞き出す、それだけだ。

　できる、やれる、逃げるな。ステラは逃げなかった。

　僕が逃げるわけにはいかない。

「うおおおおおおぁあああああ!!」

　僕は咆ほう哮こうと共にトリガーを引いた。その瞬間は何も考えていなかった。多分、コックピットを外そうという意識も飛んでしまっていた。

　必死だった。

　機関砲が、命を喰くらわんとする轟ごう音おんが、コックピットを満たした。

　撃った、僕は撃った、撃ってしまった。

　……しかし。

「まあ、及第点だ」

　無線からそう声が聞こえたことに気付いた時には、いつの間にか僕の目の前からシリウスの姿は消えて、一体どんな動きをしてその位置に付けたのか……シリウスは僕の横を飛んでいた。

「及、第点？」

　僕はぽかんとして呟つぶやいた。それには返事をせず、何でもないことのように、さっきまでの戦いが夢だったかのように、無線の向こう側の声は平然と言った。

「ついてこい。お前が知りたいことを教えてやる、カメラは積んでいるな？」







　僕はシリウスに従って、この前突っ込んだ磁気乱雲を大きく迂う回かいしてその裏へと出た。目的地となる船国も島もなく、常駐する巨大な磁気乱雲の裏にある為ため、誰も寄りつかない無流海域だ。

「ここから雲と空の境目を飛べ……上を見ろ」

　無線の声に従って針路上を見上げる。水平線に向かって高積雲──ひつじ雲が無数に連なっている。

「あれを隠かくれ蓑みのにしろ」

「……一体、何から隠れるって言うんだよ」

「行けば分かる。バイオコンパスに従ってこのまま北東に進め」

　そう言って、シリウスは急に針路を変えてターンした。

「どこへ行くっ!?」

「材料は全て示した。後はお前の頭で考え、お前が判断しろ」

　そう言い残して、シリウスは飛び去っていった。

　……訳が分からない。船も島もない無流海域に何があるっていうんだ。

　でも、今すがれるものはこの情報だけだ、従ってみるしかない。僕は高度を上げて、雲の間に隠れるように北東へ飛んだ。その切れ間から海上に目を凝らしながら。

　そして僕は、海の上に浮かぶ、あるはずのない物を見つける。

「……船？」

　だが、船……と呼ぶには小さい。多分全長で五〇〇メードもない。

　縦長の長方形のような形で、表面は全て金属板のようだ。そして、その上に何かが並んでいる。僕は望遠筒を取り出した。

「飛行機？」

　単発機だけでなく双発もある。僕は目を凝らしてそれらの機体を確認する。

　塗装も同じだ、間違いない。あそこに並んでいるのは僕たちを攻撃してきたコルセアだ。ここを拠点にしていたのか。

　しかし何よりも不可解なのは。

「……なんで動いているんだ？」

　無流海域のはずなのにその金属の船が動いていることだ。

　僕はその理由を考えた。けれどいくら考えても答えは一つしかない。こんなに巨大なモノが、ストリーム以外の風や波程度で動くはずはない、それなら理由は一つしかない。

「まさか、海上を自走する力があるのか……？」

　例えば、もの凄く、僕たちが知っているのとは桁違いの出力のエンジンで、アレが自力で海の上を走れるのだとしたら。

　仮にそれが事実なら、どこからでも飛行機を飛ばすことができる、ということになる。これはとんでもないことだ。

　僕は頭を回転させる。

　なら一体、あれはどこの勢力のものだ？

　シリウスのパイロットはボレアス空軍を名乗った。そしてほぼ間違いなく、そのパイロットは父さんだ。シリウスはあの船に乗っているコルセアと行動を共にしていた。

　ということは、自然に考えればあれはボレアスのものだということになる。

　つまり、バトーとヴェセルの使者を撃墜したのは、ボレアス。

「……ボレアスが、バトーとヴェセルを争わせようとしている？」

　状況は僕の想定を遥はるかに超えていた。存在すら疑われる神話の国からやってきた自走できる船が糸を引き、二つの船国を戦争に持ち込もうとしている、というのか？

　でも、この状況を全て説明できる答えは僕にはそれしか思いつかない。そしてそれが事実なら、まずいことになる。ボレアスの目的が侵略なら、二国が疲弊したところを一網打尽にするつもりである可能性が一番高い。

　待て、なら父さんの目的は何だ？

　父さんはボレアスの軍属、ならなんでこんなことをする？

　バトーとヴェセルの戦争を引き起こすのがボレアスの目的だとしたら、父さんの行動はその邪魔をしていることになる。

　目的の、邪魔？

「……父さんはボレアス空軍にいながら、この戦いを止めようとしているのか？」

　それならなんでこんな回りくどくて、確実性に欠ける方法を取るんだ？

　……だめだ、情報が少なすぎてこれ以上は推測というより空想だ。

　父さんは「材料は全て示した」と言った。この材料から導ける答えは、やっぱり黒幕はボレアスだという一点しかない。

　でも、これだけで……この写真と僕の証言だけで戦争を止められるのか？

　分からない。だけど。今、本当のことを知っているのは僕だけだ。やれるだけのことをやるしかない。

　とにかくまずは、この事実を両国に知らせないと……くそっ、間に合うか？

　僕はその姿をカメラに収めて空域を離脱すると、全速で一直線にバトーとヴェセルが衝突する海域を目指した。空はいつもと同じように青く、静かだった。

　僕は祈った。この景色がどこまでも、どこまでも、変わらずに続くことを。

　間に合え、せめて、戦いが始まる前に。

　ただそう祈りながら空を奔はしった。

　だが、無情にも景色は色を変えた。

　視界の先に、突如として破裂する、無数の鈍にび色いろの煙火。海と雲を穿うがつ赤の閃せん光こう。

「くっ……」

　僕は呻うめいた。もう制空戦の火蓋は切られていた。





四　白翼のポラリス




　眼前の空を、まるで砂嵐のように飛びまわる無数の戦闘機。火と煙を散らし激しく衝突し、そこかしこで命が爆はぜる。

　両軍合わせて優に二百機は超えている。総力戦だ。

　その光景を目の当たりにし、心臓が激しく打つ。僕は深く息を吸いそれを抑え込もうとする。操そう縦じゆう桿かんを強く握り、その感触を確かめる。

　……まだだ、まだ時間はある。船国同士の戦いは自軍の航空機に無駄な被害を出さないよう、制空戦闘の形勢が安定するまでは爆撃機を飛ばさないのが定石だ。見たところ現状は互角、まだ船国が直接砲火に巻き込まれる段階にはないはずだ。それなら戦いを止めるチャンスは残されている。

　……急がないと。

　そう思った瞬間、無線に声が飛び込んだ。

「……間に合ったかな？」

　その声の主の名を僕は咄とつ嗟さに呼ぶ。

「クライスさんっ!?」

「この戦いを止めようって言うんだろう？　俺も手伝わせてもらうよ」

　僕の横にグレーの迷彩を施した水上戦闘機が並び掛ける。

「手伝うって……どうすれば止まるのかも分からないし、第一、止める方法があるのかだって分からな……」

「分からなくたって、やるつもりなんだろ？」

　クライスは僕の言葉を遮って言った。それから。

「その為ために、ここまで来たんじゃないのか？」

　……まだ、僕がどうしようとしているのかも話していないのに。クライスには状況だって何一つ分かっていないのに。

　また涙が溢あふれそうになるのを、僕は音を立てないように必死にこらえる。

「……はいっ」

「時間がないんだろう？　理由は聞かない、何をしたいかだけ話してくれ。俺はそれを援護する」

「あの戦闘空域を突っ切ってバトーに向かいます」

　そう言って僕たちが向かうのは、全天三百六十度戦闘機の入り乱れる空だ。しかも、僕たちはヴェセル、バトー両軍から敵視されるだろう。

　ほとんど自殺行為だ。

「分かった」

　しかし、クライスは迷いなく返事をする。僕はさらにこう付け加える。

「可能なら、両軍の戦闘機を一機も傷つけずに」

　理想論……というか、僕らが傷つかずに済む可能性だってほとんどないはずだ。分かっている。だけど。

「無茶なのは分かっています。けれど……ステラはそれを目指したから。誰も傷つかない結末を目指したから。僕も、できるだけそれを追いかけ続けたい。できますか？」

「俺には無理に見える？」

　そう無線の先でクライスが訊きく。

「いいえ。クライスさんの腕、信用します」







　僕たちは速度を上げて戦闘空域に突っ込んだ。

　戦場の空は混迷を極めていた。お互いの所属すらも判然としない。

「エレメントを組む、俺はシエルの動きに合わせる」

　クライスの声が響く。「エレメント」は二機一組の編隊のことだ。軍人のクライスには使い慣れた飛び方だが、基本的に単独飛行のスワローには馴な染じみがない。僕も知識として知ってはいるけれど実際に組んで飛行したことはない。

「大丈夫、難しく考えるな。君はいつもどおりに飛べばいい、それを俺が援護する！」

　僕の頭上をヴェセルの戦闘機がローリングしながらかすめていく。その直後、猟犬のように追い掛けるバトーの戦闘機。

　バトー機が吐き出した銃弾の雨に飲み込まれ、ヴェセル機は僕の後ろで爆散した。

　僕を追い越したバトー機が大きく上昇、反転する。僕に狙いを定めた。

　バトーとヴェセル空軍の機体は両方ともフォッケウルフ・アーキタイプから設計されている。戦闘国家であるナーヴェのスピットファイアから比べれば旧式で、一対一なら相手ではないが……。

「くそっ！」

　今は戦っている余裕はないし、一機にかまけていると途端に他の機体に囲まれてしまう。こんなところで時間を使っている場合じゃないのに。

「シエル、サッチ・ウィーブだ！」

　声と同時に、左斜め後ろに追従していたクライスが速度を上げる。

　サッチ・ウィーブ。西海の船国アコラサードの伝説的要撃機乗り、ジャン・サッチ・アイビスが生み出したエレメント・マニューバだ。僚機と交差しながら飛行することで、お互いの後ろについた敵機の背後を奪い返すエレメントでの基本戦術。

　僕は戦闘速度で左にターンし、クライスの進路を追い越していく。僕の動きを見てクライスは逆へ、織物の糸のようにクロスする。

「こっちで後ろを取った！」

　機体をブレークする。追ってこない、クライスが逆に相手の後ろを追っている。

　クライスが機関砲を撃った。だが、わざと射線を外してくれている。

「ありがとうございます、助かりました！」

「助ける為ために来ているんだ、当たり前だろ」

「けど、クライスさんいいんですか？　今更だけど、ナーヴェ空軍の軍人がヴェセルとバトーの空戦に介入しちゃって」

「大丈夫、この『アークトゥルス』はナーヴェ軍籍の機体じゃない。バレない内におさらばさせてもらえれば、通りすがりの君の友達スワローってことでなんとか収まるだろ？　……っと、今度はこっちに来たな！」

　今度はクライスの背後を狙ってヴェセルの戦闘機が仕掛けてくる。僕は同じように、クライスを守るようにサッチ・ウィーブを掛ける。

　上手く背後を取れた。機関砲の威嚇で相手を散らす。

　落とさずに済んだ。しかし。

「……っ」

　僕の前から離脱していったヴェセル機は、上空から襲い掛かってきたバトー機の掃射を受けて目前で爆散した。

　僕は堪こらえ切きれず、無線機をオープンチャンネルに合わせて叫んだ。

「……この戦いに意味はない！　両軍、今すぐ停戦してくれ！　僕はヴェセル・スワローギルドのスワロー、白翼アカーシャ・ミグラテルの後継、シエル・ミグラテル！　僕はこの戦いが仕組まれたものである証拠を持っている！　頼む、両軍、停戦してくれっ！」

　僕は繰り返し叫ぶ。しかし戦いがやむ気配はない。

　……当然だ。彼らにとって目の前の敵は全て、自分たちの命を全力で狙ってきているのだ。こんな訳の分からない言葉で止まるはずがない。

　僕一人では何もできない。やっぱりステラの力が必要だ。なんとかバトーまで生きて辿たどり着つかないと。

「……クライスさん、一気に抜けます！」







　攻撃をかわしながら飛行して十数分。バトーが見えてきた。

　無事な姿を見て僕は胸をなでおろす。予想どおり、船国本体はまだ戦闘には入っていない。

　だけど、思ったよりも戦闘空域との距離は近い。両軍が爆撃機を飛ばし始めるまで、もうあまり猶予はなさそうだ。

「ここからは僕一機で行きます」

　そうクライスに告げて、バトーの王城に向かって僕は加速する。その時だった。

「……っ!?」

　島内の対空銃座が僕を狙って一斉に攻撃してきた。覚悟はしていたけれど、やっぱり僕は敵だと認識されているのか。回避機動を取りながら僕は無線をオープンチャンネルにして叫ぶ。

「こちらはヴェセル・スワローギルド所属スワロー、シエル・ミグラテル！　敵じゃない、攻撃を中止してほしい！　僕はこの戦いが、第三国の策謀である証拠を持っている！」

　しかし攻撃は止まらない。僕は同じ内容を叫びながら対空機銃の攻撃をかわし続ける。

「シエル！　危険だ、一旦離脱しろっ！」

「それは……できませんっ！」

　オープンチャンネルのままクライスに答える。

　ここを離れることはできない。アルブールの協力とステラの力なしにはこの戦い、絶対に止められない。

「だが、このままじゃいずれ被弾するぞ！」

　分かってる。攻撃に晒さらされ続けるのにも限界はある。このままだと、いずれ僕は死ぬ。

　……だけど。

「一度……一度逃げ出した僕は、覚悟を示さなくちゃならないんです。命を賭けてこの戦いを止めようとしているって、本気だってことを見せなくちゃならないんです。そうじゃなきゃ、身を挺ていして僕を守ってくれたステラには、応えられない。今も一人で戦っているステラの隣には並べない、一緒に戦う資格は僕にはないっ！　だから……僕は、死ぬまで、いや、死んでもここを退どきません！」

　荒い呼吸の中から、自然と口を突いて言葉が並んだ。それは僕の思いそのものだった。

　その時だった。

「攻撃が……止やんだ？」

　僕の周囲を埋める弾の雨が、まるで夕立が通り過ぎるように凪ないだ。それから。

「……シエルさん、シエルさんっ！　聞こえますかっ!?　大丈夫ですかっ!?」

　聞こえるはずのない声が、聞きなれた少女の声が僕の耳に届いた。僕は確かめるようにゆっくりと彼女の名前を呼ぶ。

「……ステラ？」

「はいっ！」

「どうして君が無線に!?　今どこにいるの!?」

「バトーの戦闘指揮所です。今、許可を貰もらって私が出ています」

　戦闘指揮所!?　攻撃が始まったら真っ先に狙われるところじゃないか。僕は叫ぶ。

「なんでそんな危ないところにいるんだ!?　今すぐ避難を……」

「私は大丈夫です、ここで戦いを見届ける義務がありますから……それよりもシエルさんこそ離脱してください、ここは危険です。ごめんなさい……戦い、止められませんでした」

　無線の向こうから暗い声が聞こえる。僕は機体の中で首を振った。

　僕はステラが諦めなかったからここまで来たんだ。

　だから今度は、僕が力になりたい。

「まだだ、まだ諦めちゃだめだ。ステラ」

「えっ？　でも、もう戦いは……」

「僕は、君がいたからここまで来られたんだ。だから、諦めないでほしい……最後まで」

　……ステラが戦闘指揮所にいるのなら、アルブールもそこにいるはずだ。軍の統帥権は王にある。ステラがいることを許しているところから考えても、アルブールが直接詰めていることは間違いない。僕は声を張り上げる。無線機のその向こう、玉座のアルブールへとぶつけるように。

「アルブール王！　聞こえているなら考えて頂きたい！　僕が敵ではないことは、貴方には分かってもらえるはずです！　先ほども申し上げましたが、僕はこの戦いが第三国の策謀である証拠を、一度矛を収めて頂ければ双方に納得のいく顚てん末まつを語る用意があります！」

　えっ、と無線の向こうでステラが息を漏らす。

「着水を許可して頂きたい！　私の話を聞くことは不利益にはならないはずです！　僕を捕縛するのも、殺すのも、そうしたければ陸の上ですればいい！　僕が望むのは一つだけです、話をするチャンスを下さい！」

　……賭けだ。ちゃんと聞こえているかも分からない。でも、この言葉がアルブールの耳にまで届いているのなら、きっと乗ってくるはずだ。

　アルブールなら、僕らの話をあそこまで聞いたアルブールなら乗ってくれるはずだ。

　僕はバトー戦闘指揮所の反応を待った。その時間がとてつもなく長く感じられた。

　そして、数分の後。

　無線の先の声が、ステラから別のオペレーターに切り替わった。

「スワロー、シエル・ミグラテル。着水を許可します。誘導に従ってください」







　着水すると既に車が待機していた。

「久しぶり……ってこともないな、早く乗りな！」

　運転手として待っていたのは、あの時の牢ろう番ばんだった。

　生き物だけを搔かき消けしたように、街の中を静寂が満たしていた。戦闘が始まり、住民は皆屋内に避難しているのだろう。おかげで王城までは数分だ。

「ナイトのご帰還だな？」

　そう笑いながら言われ、僕ははっとして牢の中でステラと交わした会話を思い出す。

　──だからシエルさん、貴方が初めての、たった一人の、私のナイト。

「あっ、あの時意識あったんですかっ!?」

「いやあ、一瞬飛び掛けたんだけどな？　でも運悪く？　ぎりぎり踏ん張っちゃってさあ」

　そう言って、いやあ、お姫様に殴られるなんて、よくよく考えるとかなり貴重な経験だよなあ、なんて笑っている。僕は大きく溜ため息いきを吐ついた。

「……それなら、なんで僕たちを拘束しなかったんですか？」

「なんでだろうな。まあ短い時間だったけど気に入っちゃったんだな、お前のこと。それに、お姫様のこともさ。あんな話を聞かされちゃあな」

　……全部聞いていたのか。顔が赤くなるのを僕は無理と分かっていながら抑え込もうとする。

　そんな会話をしている間に、車は王城の足元へとたどり着く。

「ほら、行きな。お前らがやろうとしていること、でっかすぎて俺にはよく分かんねえけどさ。でも……やっぱ好きなんだろ、お姫様のこと？」

「はい」

　驚くほど素直に返事の言葉が出て、言ってから僕は、自分で確かめるように頷うなずいた。

「じゃあさ、力になってやんないとな。だって、男だもんな」

「はいっ……ありがとうございます！」







　王城内のエレベーターを案内に従って乗り継ぎ、最上層──戦闘指揮所へと僕は入った。

　戦闘指揮所は王城内に設置された有事の中枢だ。ぐるりと周囲を見回せるように強化ガラスが張られ、作戦盤と無線機が無数に設置され、それをオペレーターたちが管理する。国軍の最高指揮官である王も、戦時には指揮所に詰めるのが慣例とされている。しかし直接攻撃の際は真っ先に狙われる場所でもある為ため、王は地下に避難することも多いという。

　だがアルブールが逃げないことは分かっていた。彼はそういう、他者を危険に晒さらして保身に走るような、責任から逃れるようなタイプの王じゃない。

「こちらです」

　僕は会釈をして扉をくぐる。視界が開ける。外に向かって全天に開けた眺望と、設置された机と無線機の間を行き来する軍人たち。

　その間に僕は探していた姿を見つける。

「シエルさんっ！」

「ステラ！」

　僕に向かって跳び付いたステラを、今度はしっかりと両手で受け止める。

「……ステラ、無事で良かった」

「シエルさんこそ……」

　でも、今はまだ再会を喜んでいる時じゃない。僕は肩を摑つかんで彼女を離した。

「アルブール王は？」

　そう訊きくと、ステラは頷いて上を見上げる。僕らが昇ってきたエレベーターの上に、さらに二段の階層がある。

「あの上の玉座でシエルさんを待っています」

「分かった、行こう」







　僕らは指揮所を上へと上り、玉座に着くアルブールと対面した。僕らを見るとアルブールは立ち上がった。

「シエル殿、先ほどはすまなかった」

　そう言ってアルブールは造作もなく頭を下げる。僕は首を振る。

「いえ、それよりも見て頂きたいものがあります。時間がありません」

「例の、第三国の策謀という証拠か？」

「はい」

　そう言って僕は、腰の水すい密みつ鞄かばんから撮ってきた写真を取り出し、王座の前に据えられた巨大な会議机に広げた。

「これは……」

「現在のバトーの北東、巨大な磁気乱雲のある海域の裏、無流海域の画像です」

　写真の中には、アルブールも見たことがないであろう小さく、無機質な「船」の写真がある。

「これは、何だ？　島……いや、船か？」

「はい、恐らくは。全長は五〇〇メードほどで、表面は金属で覆われています。そしてこの船の上に駐機されているコルセア……距離が離れていたので写真では押さえられませんでしたが望遠筒で確認しました。間違いなく、僕たちを襲ったのと同一機です」

　僕の言葉にアルブールの眉が歪ゆがむ。

「しかし、なぜ無流海域に船が？　ストリームに乗らずにどうやって現れたというのだ」

　アルブールが尋ねる。僕はその驚くべき答えを、なるだけ冷静に告げる。

「……自走です」

　自走、その二文字に思わずアルブールが身を乗り出した。

「自走……だと？　船がストリームの力を使わずに動くというのか？」

　僕は頷うなずく。

「どのような技術を用いているのかは分かりませんが、確かです。この船は自分の力で海上を走ることができます」

「……信じられん」

「しかし、事実です」

　アルブールは一時、声を失っているようだった。信じられない気持ちは分かる、直接見た僕ですらも未いまだに事実だとは認めがたい。何せ、世界の根幹をなす常識「船はストリームに従って動く」ということを、目の前で一瞬に覆されてしまったのだから。

　しかしアルブールには同時に理解できるはずだ。この写真がここに存在することは揺るがしようのない事実であること、そして僕が噓うそをつくメリットは何もないことが。

　無言のままじっと写真を見ていたアルブールがゆっくりと顔を上げる。

「……では、彼かの者ものたちは、一体どこの国の者だと言うのだ」

「驚かないで聞いてください」

「今更何に驚くか」そう言ってアルブールは頷く。

「状況から考えるに、最も妥当な答えは……ボレアスです」

「ボレアスとは……あの、神話で語られる、北の最果てのことか？」

　僕は小さく頷うなずき、説明を続ける。

「……これは状況から考えた仮説です。ですから、本当かは分かりません。僕がバトーの王城を抜け出した後、僕は敵の手がかりを求め、コルセアに襲われた空域へと向かいました。そこで、例の要撃機と再会しました。そのパイロットは名乗りこそしませんでしたが……恐らくは僕の父『白翼』アカーシャ・ミグラテルです」

「何だと？」

「パイロットはボレアス空軍の所属を名乗りました。そして父がヴェセルを発たち、目指した場所もまたボレアス。さらに、父と行動を共にしていたコルセアがその船の上にある……もし父が生きてボレアスへと辿たどり着ついていたのだとしたら、全て筋は通ります」

「それならば……なぜ、君の父君はボレアスを裏切るような真似をする？」

「理由は分かりません。ただ、父は『材料は全て示した。後はお前の頭で考え、お前が判断しろ』と言いました。それはつまり、この推理に辿り着くまでの情報は与え、後は僕に任せる、ということだと思います。きっと父には、ボレアスの軍属を守りながら、その作戦行動を妨害しなければならない事情があるのでしょう」

　アルブールは視線を落としながら考察を呟つぶやく。

「軍属の人間が軍の作戦行動を妨害するには表立った行動は取れない。第三者に情報を流し、間接的に目的を達成する必要がある、か。すると父君はボレアス空軍に所属しながら、その任務を失敗へと導く別の任務を負っている、ということになるのか？」

「そこまでは分かりません、推量が飛躍しすぎてしまいます。第一、そうだとしてももっと確実でマシな方法はいくらもあるはずですし」

「確かにな……軍部内の対立、政治的な影響、国の事情としては考えられるところはあるが」

「ただ、真相がどうであれ、一つ言えることがあります」

「バトーとヴェセルが争う理由はない、ということだな？」

「……信じてもらえますか？」

　僕が訊きくと、アルブールはしっかりと頷いた。

「シエル殿のお話と推論、そしてその写真を退けて主張すべき答えが私にはない。何より、この事実をここまで届けんとする覚悟を、私はこの目で目の当たりにしている。疑う理由はない」

　アルブールがそう断言して、僕はまずほっと胸を撫なで下おろした。これでバトーは停戦に協力してくれる。

「……問題は、この突拍子もない話をどうやってヴェセルに伝え、信用させるかだ……シエル殿、考えはあるのか？」

　ステラのほうをちらりと見ると、ちょうど視線がぶつかった。ステラは僕の目を真まっ直すぐに見て、小さく頷うなずいた。

「僕がステラを乗せてヴェセルまで飛びます」

　アルブールは僕の言葉に間髪を入れずに叫んだ。

「馬鹿な!?　二百機以上の戦闘機がぶつかる空域を突破して……いくら君の腕が優れていると言っても危険すぎる。無謀だ。バトーとしてもステラ様を失うわけにはいかない。その提案には、乗れない」

　そうアルブールは首を横に振った。

　──ステラは絶対に守ってみせます。無事にヴェセルまで送り届けます。

　僕がそう言おうとした瞬間、ステラが一歩前へ出た。

「アルブール様、もう一度よくお考えください。私たちにとって、一体何が『勝利』なのかを」

「勝利、ですか？」

　アルブールの問い返した声に、ステラはこう続ける。

「このまま総力戦を続ければ、勝つにせよ負けるにせよ私たちは甚大な損害を被ります。そして仮に、シエルの言うとおり陰でボレアスが策謀を巡らせているのだとすれば、我々二国はボレアスに蹂じゆう躙りんされる運命を辿たどりましょう。この戦いを止められなかった時点で、我々は共に敗者なのです。唯一私たちが勝つ目、それはこの戦いを止め、和平を結び直し戦力を温存することです。戦いを止めることが、我々に残された唯一の勝利です。そして、今それができるのは私たちしかいません」

「だから、貴方たち二人にこの国の命運を賭けろ、と？」

　アルブールは王族特有の、重さを増した声色で訊きいた。

　アルブールはあえて「この国の命運」という言葉を使ったのだろう。しかしステラは全く怖おじ気けづく様子もなく、アルブールを真まっ直すぐに見て「はい」と返事をした。

「……戦場では、命の危険があらゆる判断を麻ま痺ひさせます。貴方が命を賭して守ろうとするヴェセルの兵が、貴方を撃つかもしれないのですよ？」

「大丈夫です、私たちは死にません」

　そう言ってステラは、いつもと同じように僕に笑い掛けた。

「そこまで、シエル殿を信頼しているのですか？」

　そうアルブールが尋ねる。そうだ、とステラが言ったら、アルブールはもっと頑強に止めたかもしれない。それはただの過信であると。盲信であると。

　けれどステラは首を横に振った。それからこう返事をする。

「いいえ、シエルとポラリスは私が守りますから」

「……ステラ様が、守る？」

「はい。だって私、ポラリスのナビゲーター兼後部機関銃手ですもん」

　至極当たり前だ、という顔でステラは言った。それから僕のほうを見る。

　多分、ステラを見る僕の顔は笑っていたと思う。僕は頷うなずいて、彼女の言葉を継いだ。

「そっか……そうだった。うん。大丈夫だ、絶対……アルブール王、僕たち二人にならできます。僕たちにこの国の命運、賭けて頂けませんか？」




　──お願いします。




　僕たちは二人で頭を下げた。並んだ手が触れて、どちらからともなく、ぎゅっと握り合った。アルブールはそんな僕たちを見て、静かに念を押す。

「本気、なのですね？　本気で、この戦いを止めると」

「はい」

　自然と返事をする声が揃そろった。アルブールはもう一度、交互に僕たち二人を見た。それから諦めたように小さく笑って。

「……分かりました。ステラ様の言うとおり、このまま静観したとしても互いに負けには変わらぬ戦いです。ならば……お二人に賭けてみましょう。バトーはステラ様とシエル殿に全面的に賛同し、ヴェセルとの停戦・講和を目指します」

「ありがとうございますっ！」

　アルブールは小さく首を振ってそれを制した。

「礼を頂くにはまだ早い。戦いはこれからなのですから。それにしても……」

　そう言ってアルブールは、小さく笑いながらステラを見た。

「貴方は不思議な方ですね、ステラ様」

「不思議？　私が？」

　ぽかんとした顔でステラが尋ね返すと、アルブールは優しい声で答えた。

「ええ、実に不思議だ。貴方と話をしていると、何だかどんなことでもできてしまいそうな、そんな気分にさせられる」

　そう。ステラの馬鹿みたいに素直で、真まっ直すぐな言葉を聞いていると、自分なんかにはできっこないって思っていたことに、手が届きそうに感じられる。

「じきに、ここにも敵の攻勢が迫るでしょう。ポラリスの準備をさせます……早く港へ」

　僕たちは一礼すると、玉座に背を向けた。

「お二人とも、御武運を」

　そう、アルブールが言うのが聞こえた。







「お二人とも、こちらです！　暖機運転は済んでいます！」

「ありがとうっ！」

　ポラリスを見てくれていた整備士に声を掛けると、僕は手早く計器と機体をチェックする。

「ステラ、行こう」

「はいっ」

　僕たちは席に乗り込み、飛行帽の有線通信をチェックする。

「ステラ、聞こえる？」

「ばっちりです。この感じ……何だか久しぶりですね」

「そうかな？」

「はい。でももう、あの時とは違います……私、ただの荷物にはなりません」

　そうステラは言った。決意のこもった声だった。

「じゃあ……行くよ」

　僕はエンジンの回転数を上げて離水態勢に入る。海を割り、加速していく先に広がるのは戦火の空だ。

　空が千切れ、流れていく。風の巻き上げる轟ごう音おんが世界を満たす。

　音が裂ける。僕は負けないように強く、強く声を出す。

「僕、ステラに言われて考えたんだ。自分の為ために飛ぶって、何だろうって」

　……え？　とスピーカーの先で声が漏れた。僕は構わず叫ぶ。

「僕はずっと、空を飛ぶ為に空を飛んでいた。飛ぶことだけが僕の生きる意味だった。それにしか興味がなかった……でも、本当は違った。怖かったんだ。他人に踏み込むことが、他人と関わることが、怖かった。母さんがいなくなって、父さんもいなくなって、僕は一人で、本当は寂しくて、辛つらくて……だから、信じ込もうとしていた。自分は空を飛んでいればいいんだって、空だけを見ていればいいんだって、どうせ、自分には飛ぶことしかできないんだって！」

「そんなことありませんっ！」

　そう通信機の向こう側から、僕と同じくらい力を込めたステラの声が聞こえた。

「シエルさんは頭が良くて、強くて、料理も上手で、どんな時も冷静で、そして、本当は誰よりも優しくて……何一つ分からない、何一つできない私を、ずっと、ずっとそばで支えてくれた！　飛ぶことしかできないなんて……シエルさん本人の言葉でも、私は絶対認めません！」

　そうだ、そうやって君は、いつだって僕の中にズカズカと踏み込んできて。

「でも、僕は肝心なところで君を見捨てた。君だけを置いて逃げ出した」

「……それは、違いますよ」

　ステラの声。僕の冷たい自己否定を、彼女はこんなにも温かい他者否定で包み込んでくれる。

「シエルさんは、見ず知らずの私を……死にかけていた私を、救ってくれました。何も話さない私を、バトーまで連れていこうとしてくれました。あの真っ白な戦闘機と命懸けで戦って、守ってくれました。私を信じて磁気乱雲に飛び込んでくれました。雨の中、馬鹿な私を助けに来てくれました」

　それは、瀕ひん死しの子は流石さすがに放っておけなかったから。対価から考えて断る理由がなかったから。自分の命も懸かっていたから。それしか思いつく方法がなかったから。もしも君が犯罪に巻き込まれたら、寝覚めが悪かったから。

　弱い僕が、無数の言い訳を頭の中で繰り返す。それでもステラは続ける。

「……全部、全部知った上で、無茶も無理も全て飲み込んで、それでも私を背負ってくれました」

「だけど、僕は途中で君を投げ出した」

　ううん、それもやっぱり、違います。そう言ってから、ステラは澄んだ、けれど力強い、海を渡る風のような声で言った。

「だってシエルさんは、それでも私を助けに戻ってきてくれたから」

　瞬間、堰せきを切ったように涙が溢あふれた。それにも気付かずにステラは喋しやべり続つづける。

「でも、ほんとはあの時みたいにほっぺた引ひっ叩ぱたいてやりたいんですよ？」

「……えっ？」

「だってあの化け物みたいなお父さんと一人で戦って、数百機も戦闘機が戦う空を突っ切って、その上バトーの対空機銃に無抵抗で晒さらされて……危険すぎます！　死んじゃったらどうするつもりなんですか!?　もしシエルさんが死んじゃったら、私……」

　涙で返事ができない。

「……けど、許してあげます」

　そう、明るい声でステラが言う。

「だって、そんなの忘れちゃうくらい、シエルさんが戻ってきてくれたことが、またこうやって会えたことが、嬉うれしかったから……だから、引っ叩くのは我慢してあげます」

「ほんと、敵わないな……ステラには」

　僕はそう、やっとの思いで声を絞り出し、涙を拭った。

「……本当は、君に謝ろうと思ったんだ。謝るところからスタートしなきゃいけないと思ったんだ。でも、それはやめる」

　僕は息を吸い込んで、真まっ直すぐに前を見据えて言った。

「ステラ、ありがとう」

「えっ？　お、お礼……ですか？　でも、私、シエルさんにやってもらったことはいっぱいあるけど、お礼を言われるようなことは何一つ……」

「ステラは、僕に空を飛ぶ理由をくれた」

　ステラの言葉を遮って、僕は言った。

「ステラに出会って僕は変わった。ステラが僕に踏み込んでくれたから、僕は変われた。ステラが僕を変えてくれた……さっきの話の続き。僕にとって、自分の為ために飛ぶって、何なのか」

　僕は大きく息を吸いこんで、思い切り叫んだ。

「ステラ、僕は君と空を飛びたい！　君と並んで、空を飛びたい！」

　ずっと言いたかった言葉を、迷いなく叫んだ。

「だから一緒に飛んでほしい。荷物じゃなくて、僕と一緒に飛んでほしい」

　僕はステラの返事を待った。けど、声が返ってこなくて、不安になって訊きき返かえす。

「……嫌、だった？」

「そんなわけないです、ただ……ただ……嬉うれしくて……」

　ステラは泣いているみたいだった。でも、僕はもう泣かない。涙で曇った視界じゃ、この空からステラを守ることはできないから。

「パートナーとして、僕の背中を預かってくれますか？」

「……はいっ、任せてください!!」







　戦闘空域に辿たどり着つくと、航空戦はさらに激しさを増していた。

「上手くいったのか？」

　バトーの近海で待機していたクライスのアークトゥルスと合流する。

「はい。なんとか」

　そうクライスに返事をすると、後ろからステラが尋ねてくる。

「……この方は？」

「クライス・アルエット特等飛行士。ナーヴェ空軍のエースパイロット……なんだけど、軍属ではなく一人の飛行機乗りとして、この戦いを止める為に僕たちに手を貸してくれている」

「なあ、シエル君。その後部座席に座っているのってもしかして……」

「初めまして、ステラ・ヴェセル・カナールと申します。お力添えに感謝致します」

　そう何でもないことのようにステラは自己紹介をした。クライスは絶句し、それからスピーカーでも分かるくらい大きく長い溜ため息いきを吐ついた。

「……まさか、王女殿下を乗せて戦場に戻ってくるとは思わなかったよ」

「でも、多分方法はこれしかないです」

「ここを突破して、ヴェセルまで飛ぶつもりか？」

　僕は無線の先で頷うなずいた。それからこう告げる。

「クライスさん、もうここまでで充分です。これ以上はお願いできま……」

「悪いが、それは聞けない」

　クライスにそう言われて、僕は言葉を飲んだ。

「……これで君たちが撃ち落とされたら、俺は一生後悔する」

　僕の返事を待つ前に、クライスは左斜め後ろに機体を付けた。まるで話は聞かないというふうに。

「シエル君、君がバトーに行っている間に戦況はちょっとまずいことになってきた。両軍の戦力はほとんど互角……このままだと、決着が付く頃にはどちらもほとんど壊滅状態だ」

　戦力が拮きつ抗こうしているが故に、優劣が付かないのだ。戦局は少しずつお互いの航空機をすり減らしていく、泥沼の消耗戦へと移行しつつあった。

　このままだとボレアスの思おもう壺つぼだ。早くなんとかしないと。

「シエルさん、オープンチャンネルで通信です！」

　不意にそうステラが叫んだ。続いて無線から声が流れる。

「私はバトー国王、アルブール・バトー・グリエーシュである。今、この空に戦う全ての者よ、ほんの僅かな時で構わない。どうか、敵味方の別を忘れ、私の言葉に耳を傾けてほしい」

　声の主はアルブール。オープンチャンネルで戦場全体に演説を打つつもりか？

「この戦いは我がバトーと、同胞ヴェセル王国との仲を割き、戦力を漸減せんとする第三国の策略によって引き起こされた。この事実を、命を賭した旅路の末に我々に伝えてくれた者たちがある。それはヴェセル王国第四王女ステラ・ヴェセル・カナール殿下と、王女を守りバトーまで送り届けたスワロー、『白翼』のシエル・ミグラテル殿だ。我々の手の中には、私たちが戦う理由のないことを示す証あかしがある……我々はステラ王女の民を思う慈悲深き心と、王族としての使命を全うする為ため、自らの命すらも惜しまない勇気へ敬意を表し、ステラ王女を全権大使としてヴェセル王国に停戦・講和を申し入れる。我々は戦いを望まない、我々は平和を欲する。バトー空軍全機へ告ぐ、これより自衛の為以外の戦闘を禁じる。繰り返す、バトー空軍全機へ、眼前の兵は敵に非あらず、これより自衛の為以外の戦闘を禁じる！」

　その演説に、僕は正直驚いた。アルブールがここまでしてくれるとは僕も思わなかったからだ。……まさか、敵国の王女を講和の全権大使に立てるとは。ステラのことを本気で信用しなければできない決断だ。

　今度はオープンではなく直通の回線でアルブールから通信が入る。

「……これで、少しは話しやすくなるでしょう」

「ありがとうございます。しかし……よろしいのですか？　相手の国の王族に講和の全権を任せるなど……」

「貴方はそれを悪用するような方ではないでしょう？」

　アルブールは何でもないことのようにさらりと言う。

「もちろん、必ずや平等な講和を取り付けてみせます」

　ステラが力強く返事をすると、アルブールも期待しています、とだけ返事をして通信を切った。

　アルブールの演説の効果はてきめんだった。先ほどまで、いつ終わるとも知れなかった機関銃と爆発の音がみるみるうちに散発的になった。混乱しているのだ、戦うのが正しいのか、戦わないのが正しいのか。

　今なら声が届くかもしれない。

「ステラ、オープンチャンネルに準備できてる」

　僕はステラに声を掛ける。ふっと息を吸う微かすかな音が聞こえた。

「……私はヴェセル王国第四王女、ステラ・ヴェセル・カナールです」

　そう静かに、澄んだよく通る声でステラは話し始めた。

「……この戦いは小さな、しかし明確に意図されたすれ違いによって引き起こされたものです。その中で私も命を狙われました。しかしこれは断じて申します。バトーには私の命を狙う心も、戦を起こさんとする心もありませんでした。バトーもまた自国の使者を討たれているのです。なれば、自国の民の敵を討たんと望まぬ戦に立つのも無理からぬことです。では、誰がこのような非道な策略を仕組んだのか。簡単には信じられないことだと思いますが……それは、神話の国、北の最果てボレアス。かの国の者は、自分の力で動く船を用いてディヴェル島近海に橋きよう頭とう堡ほを築き、あたかも我々が撃ち落としたように互いの使者を襲い、この戦争を引き起こしたのです」

　そこでステラは一瞬口を噤つぐんだ。それから意を決したように声を張り上げる。

「全てを信じてもらいたいとは言いません！　ただ、ただ……これだけは、信じてください。私はこれ以上、人の血が流れるのを見たくないんです。これ以上、私の目の前で消えていってしまう命を見たくないんです。その思いは、本物です……王城にいた時、ずっと考えていました。自分に生きている意味なんてあるんだろうかって。こんなふうに生かされている価値があるんだろうかって。でも……旅をして、色々な人と出会って、色々な出来事があって、それで、分かりました。世界には悲しいこともいっぱいあるけれど、同じくらい、楽しいこと、幸せなこと、綺き麗れいなこと、素晴らしいことがたくさん、たくさんあって。私たちはその為ために生きていていいんだって。そう思うようになりました。私、心から生きていたいって思うようになりました。だからお願いです。皆さん、死なないでください。お願いします！　こんな無益な戦いの為に、命を散らさないでっ！」

　一瞬、砲火の音が止やんだ。空が平穏を取り戻したように思えた。

　届いた。僕らの声は届いたんだ。そう思った。

　だけど、次の瞬間。

「……騙だまされるな！　ステラ様は奴やつらの手に掛かり、命を落とされたのだ！　バトーを許してはならん！」

「そ、そうだ！　バトーがステラ様を講和の大使に立てるなどあるものか！　油断をさせて一気に形勢逆転を図る策略だ！」

　そんな声がオープンチャンネル上にこだまし、空域の一端で再び戦闘が始まった。それにバトー側も応戦し、一度は収束した戦いはそれが噓うそであったかのようにものの数分で激化した。

「そ、そんな……」

　ステラが絶望的な声を上げる。今までの努力が、一瞬にして打ち崩されたどうしようもない無力感。

　もう、だめなのか？　戦争は止められないのか？

　その迷いが油断になった。

「……ステラ様の名を騙かたるなっ！」

　不覚だった。上空から迫っていたヴェセル機への反応が遅れた。

「くっ!?」

　僕は振り切ろうと機体を操るが、距離が近すぎる。これではクライスも間に合わない。ヴェセル機はポラリスを射程に収めたまま食らい付いてくる。

　──威嚇でいい、機関銃を。

　そう言おうとしたと同時に、僕はそれが間に合わないことを悟る。やられる、そう思った刹那。

　背後を雨のように火線が駆け抜けていく。背後のヴェセル機がそれを回避してポラリスから離れていく。

「僕たちを助けた？　……誰だ!?」

「右後ろっ！　あの時の白い機体ですっ！」

　ステラの声と同時に、僕らを追い越すようにバレルロールしながら前方へと躍り出る機影。父さんの駆る純白の要撃機シリウスの姿。

「これがお前が出した答えか？」

　父さんがポラリスの周波数帯を指定して通信を送ってくる。僕は驚きよう愕がくに声を上げる。

「父さん!?　どうしてここに……」

　質問には答えず、僕の目の前を飛んでいたシリウスが突然、翼を翻して急上昇した。そして次の瞬間。

「……来ますっ！」

　空中でループして反転、急降下して父さんは僕たちに襲い掛かってきた。僕は反射的に翼を立ててロールし、攻撃をかわす。

「……何のつもりだ!?」

　やはり、返事はない。

　一体どういうつもりだ。戦争を止める為ための情報を与えたくせに、今度は停戦を邪魔しようというのか。

「一体何がしたいんだよ……クソ親おや父じ！」

　苛いら立だちながら無線機に向かって僕は叫ぶ。どうせ返事はない、頭を切り替えろ。

　やるしかない、全力で。

「ステラ、機関銃の安全装置を外して！」

「え、い、良いんですか!?」

「あっちは本気だ！」

　スロットルを全開にして父さんのシリウスを引ひき剝はがしにかかる。だが単純に出力で勝負してもシリウスには勝てない。こっちの小回りを生かすには。

「うわわわわっ!?」

「舌嚙かむよっ！」

　僕は戦闘中の航空機の群れに突っ込んだ。飛び回る機体の鼻先をかすめ、腹の下を潜くぐり、縫うようにして最大速力のまま空を飛ぶ。

　磁気乱雲の波と同じ要領だ、これで出力差を潰して隙を狙う。

　しかし父さんは僕を追い掛けるどころか、さらに難しいルートを通ってまるで遊ぶかのようにポラリスを追い詰めてくる。

「くそっ！」

　シザースを掛けながら僕は必死に飛ぶ。

　もっと速く、もっと鋭く、もっと、もっと！

「……っ！」

　距離が開いた一瞬の隙を突いて、インメルマンターンで逆に父さんの裏を狙う。

　このタイミングとコースなら、僕が背後を取れる。そう思った次の瞬間。

「捻り込みっ!?」

　完璧な捻り込みで背後を取り返された。完全な無防備。

　撃たれる、そう思った瞬間。

「させませんっ！」

　後部座席から轟ごう音おんが響く。ステラがシリウス目がけて機関銃を撃ったのだ。シリウスは危険を察知して身を翻すと一旦距離を開く。

「私も戦います！　その為に一緒に乗ったんだから！」

「……分かった、二人で戦おう！」

「はいっ！」







　そこから先、僕たちがどう戦ったのは、実はあんまりよく覚えていない。ただ、確かなのは僕とステラは全ての力を尽くしたということだ。ただ、ほんの少しだけでいい、ほんの一瞬でいい、父さんを超える。その為ために空を駆けた。

　そして、僕たちと父さんの戦いが奇跡を起こした。

「──ル」

　……声。

　邪魔だ、集中を途切れさせちゃだめだ。

「──エル！」

　……声？

　一体、誰の？

「──シエル！　周りを見ろっ！」

　その時僕はポラリスを操るのに必死で、クライスの言葉が上手く耳に入ってこなかった。けれど、続いて響いたステラの声で僕の意識は一瞬に引き戻された。

「シエルさんっ！　戦いが……止まった……」

　僕ははっとして周囲を見る。そこで初めて気が付いた。

　空が凪ないでいる。銃声も、爆音も、一つとして聞こえない。

「ど、どうして……？」

「通信をオープンチャンネルに切り替えてみろっ」

　僕はクライスに言われるままに、無線の受信周波数を切り替える。




　──なんて腕だよ……こんな空戦もう二度と見られないぞ。

　──両方とも人間業じゃねえ。

　──二機の周り、危なくて飛べねえよ。

　──あんな動きありえないぞ。




　きっとこれは、酷ひどく良くできた偶然だ。そう思いたい。

　僕は必死だった。一対一の自由な戦いじゃ、絶対に勝てない。だから空中を飛び回るヴェセルとバトーの戦闘機を利用した。僕も父さんも、本当に衝突のギリギリを飛んだ。銃撃ではなく飛行機がそのまま体当たりしてくるのだ。きっと僕たちの機体が迫ってくる彼らパイロットは生きた心地がしなかっただろう。

　それと同時に、命の取り合いの最中にあった彼らの心に──「軍人」としてではなく「飛行機乗り」としての心に、僕らの戦いは訴えかけたのだと思う。

　僕はあの日、父さんの後部座席に乗せられて見た戦いを、一通のラブレターを持って潜くぐり抜ぬけた一対三十の空戦を思い出していた。

　そうだ、あの時も綺き麗れいだった。戦っているはずなのに、命を奪い合っているはずなのに。

　空は、本当に、本当に美しかった。

　そんな空戦ができたんだろうか。僕は、今駆けてきた空がどんなだったか、これっぽっちも覚えていない。

　きっと、凄い景色だったんだろう。父さんは僕の背を追い、僕に背を追われながら、ちゃんとそれを見ていたんだろうか。

　父さんも必死だったはずだ、いや、必死とは言わないまでも、ちょっとくらいひやっとした瞬間もあったはずだ。そう思いたい。

　きっとこれは、酷ひどく良くできた偶然だ。僕は心の底から、そう思いたい。

　だってもし、そうじゃないのだとしたら。僕の戦い方を予想して、この結末まで筋書いて、その上で全部計算ずくで戦っていたのだとしたら──。

「……やっぱり父さんは、本物の『白翼』は、僕が一生かけても手が届かない怪物なんだって、そう認めることになるじゃないか」

　そんなのは、ごめんだ。

　シリウスは何も言わず、また「引き分け」にしてこの空域を離脱しようとしていた。

　僕はシリウスの周波数帯に合わせ、無線機に叫んだ。

「僕は……僕たちは、絶対にこの戦いを止める！」

　聞いているかは分からない、それでも良い。

「僕たちを支えて、力になって、導いてくれた人たちがいたから、ここまで来られた。戦いを望まない多くの人々の心を乗せて、ここまでやって来た。このポラリスに乗っているのは僕とステラだけじゃない。たくさんの、本当にたくさんの人の気持ちが乗っているんだ。僕がスワローだからこそ、それを運ぶことができる。そのことにステラが気付かせてくれた。僕の仕事は、スワローの仕事は、飛ぶ為ための理由付けなんかじゃないって、スワローとして飛ぶことに誇りを持っていいんだって、ステラが気付かせてくれた。ステラが僕を信じてくれたから……気付くことができた」

　僕は操そう縦じゆう桿かんをぎゅっと握り直す。ポラリスを通して空を、海を、全てを感じる。

「だから、応えたい。この翼に託された思いに、スワロー『白翼』のシエル・ミグラテルとして、絶対に応える！」

　高く空を巡るもう一つの白翼を、僕は真まっ直すぐに見る。

「それが、僕が自分で考え、判断し……見つけた答えだ」




　──及第点だ。




　ただ一言、そう声が聞こえた。それから、シリウスは雲の波の中へと姿を消した。

「行きましょうシエルさん、ヴェセル王城へ！」

「……ああ！」







　一気に戦闘空域を駆け抜け、僕たちはヴェセルを目指した。ポラリスの最高速度で、もう十分もかからない距離までヴェセルは迫っている。

　陽光を照り返す白銀の城。

「……シエルさん、直ちよく掩えん機きが来ます！」

　正面から四機の戦闘機がこちらに向かってくる。ヴェセルは他の船国と比べて陸上の対空火力が低い。万が一の奇襲に備えて上空に要撃機を配備していたのだろう。

「ステラ、オープンチャンネルで呼びかけて！」

「はいっ！　……私はヴェセル王国第四王女、ステラ・ヴェセル・カナールです。バトー王アルブール様より講和の全権を任され、この無益な戦いを止める為ために戻って参りました。お願いです、道を開けてください！」

　交戦距離に近付く、僕は機体を大きく右にブレークする。

　……追ってこない。混乱しているのか？　ステラは同じように呼びかけ続ける。

　一ひと頻しきりの沈黙の後、こう応答があった。

「……警告する、これ以上の接近は看過できない。この空域から退去せよ、繰り返す、これ以上の接近は看過できない。この空域から退去せよ」

　撃ち落としはしない、だが認めもしない……か。

「……ステラ、どうする？」

「無論、退きません」

「だよね」

　僕は頷うなずいて、オープンチャンネル無線を回す。

「こちらはヴェセル・スワローギルド所属スワロー、シエル・ミグラテル。乗機はポラリス、登録番号はＳ００６。現在当機はヴェセル宛ての荷を積んでいます。荷はヴェセル王国第四王女、ステラ・ヴェセル・カナール。依頼人はステラ本人……そして、この戦を望まない全ての人々。繰り返します、こちらは荷を積んでいます。スワローギルドの規定に従い、本機の積荷の安全を脅かす者は……何なん人ぴとであろうとも排除します」

「それは、真実か？」

　ヴェセル機が僕に尋ねる。

「はい」

　僕が答えると、一ひと頻しきりの空白の後、こう返事があった。

「……本当に、ステラ様が乗っておられる。そのつもりで話を致します」

　直ちよく掩えん機きの一機、恐らく隊長機だろう。そのパイロットがオープンチャンネルで話す。

「……我々は軍人です。命令には従わねばなりません。しかし正直に申し上げて、今命令に従って戦うのが正しいのか、命令に反し、銃を収めるのが正しいのか、小官には判断が付きかねます」

「皆が聞いています！　そのような話、貴方の立場が……！」

　ステラが慌てて無線に叫ぶ。相手がふっと息を飲む音が響き、声が和らぐ。

「お優しい方だ、貴方がステラ様であっても、そうでなかったとしても、私は貴方と戦いたくはない。ここは、退いて頂けないでしょうか？」

「……退けません、いいえ、退きません。私はその為ために、ヴェセルに戻ってきたのですから」

　ステラは迷いなくそう答える。

「残念です」

　その返事と共に要撃機が展開する。

「……押し通る！」

　そう叫び、僕は無線を切った。

「気を付けてください、青と白のカラーリングは近衛このえ飛行大隊の所属機。一般のフォッケウルフよりも性能が高い改良機が配備されています！」

　隊長機だけがこちらに向かってくる。残りの三機は突破された時に進路をカバーするように後方に展開している。

「関係ない。もう、誰も傷つけない、誰にも傷つけさせない！」

　フルスロットル。

　全てを透かして見るような、不思議な感覚。風が見える。空の声が聞こえる。

　今の僕たちにできないことなんて、何一つない。

「行くぞっ！」

　後方に取り付いた隊長機を引き連れたまま、その先に展開する三機に向かって飛ぶ。

　照準が定まる瞬間が分かる。その刹那。

「……っ！」

　機体を右にブレーク、急上昇を掛ける。隊長機と目前の一機が追ってくる。

　ポラリス、お前は父さんを乗せて飛んだ飛行機だ。僕みたいなひよっ子の操縦、まだまだ行けるよな？

「……ここからだ！」

　機体をローリングして捻り込む。限界に迫る急旋回に機体が軋きしむ。

　大丈夫だ、コイツはそんなにヤワじゃない。

　ポラリスの翼端が細くしなやかな白雲を引いた。

　引ひき剝はがした。旋回に付いて来られなかったヴェセル機と距離を開けた。

「シエルさん、一気に王城まで！」

　加速しながら水面ギリギリまで下降する。海と翼の間で渦巻く大気が機体を押し上げる。

　光が跳ねる、風景が弾ける、風が叫ぶ、その中を切り裂く、一直線に突き抜ける。

　屹きつ立りつする純白の王城。

　街の上空に突入する。王城の周囲を大きく弧を描いて旋回する。

「……!?」

　島内に設置された対空機銃がポラリスを狙って火を噴いた。

　僕はそれをかわし続ける。ステラは無線に向かって声を飛ばし続ける。

　だが、砲火は止やまない。ここまでしてもダメなのか？

「シエルさん、戦闘指揮所へ寄せてください！」

「指揮所!?　無茶だ！」

　王城の周囲は一番対空砲火が厚い、いくらなんでも危険すぎる。それに近付いたってステラの声が無視されている以上、状況が変わる見込みは薄い。

　……だけど。

「お願いします！」

　ステラの迷いのない声に、僕は腹を括くくった。

「……分かった、揺れるよ！」

　島の上を回る旋回機動から離れ、王城に近付くようにロールする。

　高空を飛べば複数の銃座から蜂の巣にされる。火線を避ける為ためには胴体が建物に触れるギリギリまで高度を落とすしかない。

　恐れるな、慄おののくな。

　ここしかない、その一点を越え続けろ。

　人間業じゃないなら人間なんてやめてやる。

　届けろ、届けろ、届けろ。

　届けろ、ステラの思いを。

　火線がポラリスの目前をかすめ、その銃座が一瞬で機体の後方に消えていく。

　次の瞬間。

「抜けた……！」

　景色が一瞬に開け、目前にはそそり立つ白の塔のみが見える。

　王城に貼り付くように螺ら旋せんを描きながら最上層を目指す。

「シエルさん、指揮所の前面で速度を落として！」

　ステラの声に僕は耳を疑った。

「無理だ！　こんなとこでブレーキしたら撃ち落とされる！」

「私を信じて！」

　……ああ、くそっ！

「ほんと勝手なんだから……！」

　言われなくたって信じている。最初から覚悟は決まっている。

「行くよっ！」

「はいっ！」

　戦闘指揮所の正面に出た瞬間、フラップを下ろして速度を落とす。

　その時。

「……っ!?」

　突然、コックピットの中に風が吹き込んで、僕は驚いて後ろを見た。

「ステラっ!?」

　ステラが天蓋を開けて身を乗り出したのだ。ヘルメットを取り、まるで空に海が流れ出したみたいに、深い青色の髪が靡なびいた。
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　ヘルメットの無線機を口元に当て、ステラは王城を睨にらんで叫んだ。

「お父様、ご覧ください！　これでもステラは死んだと仰おつしやいますかっ！　この姿を見ても偽物だと仰いますかっ！　これでもお分かり頂けない節穴であらせられるのであれば結構っ！　金輪際、お父様の娘なんてやめてやりますっ！　それで私は、このシエル・ミグラテルと、お父様の見つけられないどっか遠くに駆け落ちしちゃいますから！」

「なっ、何言ってんだよ!?　そんなことしたら僕はソーレ王に殺されちゃうって！」

「大丈夫！　今この瞬間、既に死にかけです！」

「それは大丈夫とは言わない！」

　ほんとに無茶苦茶だ。

　ステラは自らの姿を以もつて、自分が自分であることを叫んだ。

　ステラが体を投げ出している以上、回避運動は取れない。加速もできない。

　墜とされる、僕は覚悟した。

　けれど、それは不要だった。

「砲火が……止まった」

　そして数秒の後。無線からヴェセル王の声が響いた。

「ヴェセル王国空軍全機に告ぐ、即時戦闘を停止せよ！　繰り返す、即時戦闘を停止せよ！」

　僕はゆっくりと、その言葉の意味を理解した。

「……届、いた？」

　ステラがただ一言、ぽつりとそう言った。

「うん、届いた」

　僕もそう返事をした。

　程なくして、ヴェセルの戦闘指揮所からポラリスの回線周波数に通信が入った。

「……ヴェセル王、ソーレ・ヴェセル・カナールである」

　そ、ソーレ王ご本人!?　そんな僕の驚きを無視して、ソーレはステラに語りかける。

「ステラよ」

「はい、お父様」

「よく、帰ってきたな……使命を果たし、よく帰ってきてくれた」

「……はいっ」

　僕は後部席を振り返った。ステラが声にならない嗚お咽えつを漏らしながら、泣いていた。

「あのような豪胆な振る舞い……城で暮らしていた頃のお前からは想像もつかなんだ。少し見ぬ間に、ずいぶんと変わったな」

「……色々なことがあったんです。怖いことも、楽しいことも、たくさん、たくさんあったんです」

「そうか。戻ったら、旅の話を聞かせてくれ」

「はい……お話しします。両の手では数えきれない、語り尽くせないくらいの、私の初めての、冒険のお話を」

「ああ。実に楽しみだ」

　ソーレは温かい声でステラに答えた。それから、今度は僕に話を向ける。

「スワロー、シエル・ミグラテルよ」

「はい」

「娘が世話になった……王ではなく父として、感謝を申し上げる」

「いえ、感謝など恐れ多いことです。僕はスワローとして、依頼主の気持ちに全力で応えたにすぎません。それに……」

　僕はちらりとステラを振り返って、それから言った。

「それに、僕のほうがたくさんのことをステラに教えてもらいました。感謝しなければならないのは、僕のほうです」

「そうか……時に、シエルよ」

「は、はい。何でしょうか？」

　突然、ソーレの声が鋭いものに変わり、僕は身を固くした。

「そなた、娘の名を呼び捨てにしているな？」

「えっ!?　はっ、あの、これはですね……」

「お父様！　これは私からシエルさんにお願いして……！」

「ステラ、お前もずいぶんと親しげなものだ」

「いや、別にそんなつもりは……ただ、ずっと二人きりで旅をしてきたので……」

「ステラっ！　その発言はまず……！」

「二人きり、か。なるほど……シエルよ。先ほど娘が口にした『駆け落ち』の件も含めて、落ち着いたら一度、時間を取って話すことにしよう」

「えっ!?　ちょっ!?」

　な、何だその展開は!?

「では講和の準備がある故、一度失礼する」

　僕が言い訳をする前に、通信は切れてしまった。僕は憂鬱にがっくりとうなだれた。

「お、終わった。やっぱり殺される……」

　そう呟つぶやく僕を見て、ステラは泣きながら、声を上げて笑った。

「大丈夫です。たとえお父様が相手でも、シエルさんは私が守ります。指一本触れさせません」

「……ナイトがお姫様に守られるのか、形なしだな」

　そう僕が返事をすると、ステラは首を振った。

「いいえ、ナイトは解任です」

「えっ？」

「だって、姫とナイトは主従の関係……私たちは『パートナー』ですよね？」

　ああ、そうだ。そうだった。

「もう、シエルさんから私に頼んだんですよ？　忘れちゃったんですか？」

　僕は笑った。その涙が、笑顔が、温かくて、優しくて、何だろう、この言葉が合っているのか分からないけれど、本当に愛いとおしいものに思えたから。

「帰ろう、ヴェセルに」

「……はい」

　ヴェセルとバトーの戦いは、ヴェセル王の戦闘停止命令を以もつて事実上の終戦となった。





エピローグ




　あの戦い──ヴェセル・バトー会戦から二ヵ月が経たった。

　講和条約はヴェセル王ソーレ・ヴェセル・カナールとバトー王アルブール・バトー・グリエーシュの間を、ステラが仲立ちすることで調印。ステラは約束どおり、全く平等の内容で講和を成立させた。

　あの後、ボレアスの痕跡は全く見つからず、父さんもまた行方知れずになってしまった。ボレアスの存在を証明できるのは、僕の記憶と一枚の写真だけだ。

　ソーレ王の誤解を解くのにはちょっと苦労した。ただそのおかげで、ヴェセル王家との縁は深くなったし、ソーレとも個人的に親しくなることができた。

　会戦時の空戦の噂うわさが人づてに広まり、僕自身もちょっとした有名人になった。おかげで仕事は増えたけれど、少々やりづらいと感じることもある。やっぱり有名すぎるのは考え物だ。







　その日、僕は一人でサンクティエラへと戻ってきていた。取り損ねた休暇のやり直しだ。

　耳を澄ませると、打ち寄せる波の声と、木の葉を揺らす風の音だけが響く。

　かちゃり、と胸に下げたヘキサ・サフィールが音を立てた。

　返したいって何度も言ったけれど、受け取ってもらえなかった。ステラは変なところで頑固だ。

　……そういえば、ここでステラと出会ったんだっけ。そう思って、砂浜に視線を移した、その時だった。

「シエルさん」

　その声に僕ははっとして振り返った。

　そこに居るはずのない、そして忘れ得ない少女の姿がそこにはあった。僕は驚いて彼女の名前を呼ぶ。

「ステラっ!?」

「はい、ご無沙汰しています」

　そう言って小さく頭を下げる。

「どうして、ここに……」

「来ちゃダメですか？」

「いや、そういうことじゃなくて……というか、どうやって？　だってサンクティエラの場所は教えていなかったはずだし……」

「よーく思い出してください。ここを出発する時、私、ストリームチャートを見ています」

　そういえばナビゲーターをやってもらった時、彼女は現在地を正確に言い当てて見せた。

　……あれはそもそも、出発地が分からなければできない芸当だ。

「迂う闊かつでしたね？　シエルさん」

　ステラがいたずらっぽく笑う。ちょっと見なかっただけで、なんだか懐かしく思えるその笑顔。

「私、決めたんです。シエルさんと一緒に、スワローやります」

「え、ちょ、決めたって……」

「ちゃんとお父様にも許可は頂いてきました。他の兄弟には見られない、広い世界を見てこいって、ばっちりオッケーしてくれましたよ？」

　……おいおい、駆け落ちは許さないんじゃなかったのか？　僕は嘆息する。

「そもそも、僕の許可がまだないんだけど……」

「えっ!?　だめなんですか!?」

　まるで信じられない、というような顔で驚くから、やっぱり僕も笑ってしまった。

「本当にわがままだなあ、君は」

　そう言って僕は、ステラに歩み寄った。







　これから、もっともっと色々なことが、大きいことから小さいことまで語り尽くせないくらい色々なことが起こる。でも、まずはここまでにしておこう。

　そう。これは、僕とステラの始まりの話。

　僕がまだ父さんの「白翼」の名を継いで間もなかった頃、大おお袈げ裟さかもしれないけれど、星と星がぶつかるくらいの巡り合わせで出会った相棒と空を駆け、これまた大袈裟に言えば、僕らの暮らす小さな世界を守った時の話だ。
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　はじめまして、阿あ部べ藍あい樹きと申します。このたび講談社ラノベ文庫新人賞で佳作を頂き、本作『白翼のポラリス』を皆様のお手元にお届けできることになりました。

　幼い頃から本が好きで……なんてことは全くなく、初めて自分のお金で本を買ったのは高校一年生の時、というのが私です。忘れもしない夏休み、中学まではロクにやったことのない読書感想文を、今年はちゃんと書いてみようかな、と初めて文庫本コーナーで本を買いました。

「今、十五歳の君に読んでほしい」

　そんなＰＯＰの付いた小説（その時は「あっ、この人名前は知ってる！」とか思いましたが、今思い返すと恐れ多いくらいの大作家先生の作品です）を、「おお、自分今十五歳じゃん」という安直な理由で選び、それが大当たり。「世の中には文章だけでこんなにも面白いものがあるのかっ！」と寝る間も惜しんで読みました。きっとその出会いがなければ、私は小説なんて書かなかったし、国語教師という職にも就かなかったろうと思います。「一冊の本が人生を変える」って、綺麗事じゃなくリアルにあるんだぜ、って感じで。

　それから「いつか自分の本を出したい」なんて思って。学生時代も、教員になってからも、ずっとずっと胸の内にある夢でした。それをこうして叶えられた。この賞を選んだ自分と、この賞に選んでくれた編集部。ご縁に感謝をしています。

　実は、正直に申しまして受賞できるとは最初から思っていませんでした。裏話をするとですね、本当は別の新人賞に応募するつもりだったのです。それがぎりぎり間に合わず、募集期間の近い賞から選んだ（これこそ運命ってヤツですよね！　ポジティブ！）ところが、講談社ラノベ文庫新人賞でした。それがあれよあれよと選考を通り、受賞までたどり着いてしまったことには本当に驚きました。

「本当に自分でいいんですか？」

　そう、担当の重しげ田たさんにかなり早い段階でお尋ねした記憶があります。それを受け止め「お前が面白いと思うものを書け」と言ってくれた重田さん。「ああ、もうこの人についていくしかねえな」と思いました（かなりガチで）。いつも私の意見を最大限に尊重してくれる重田さんのお陰でここまで来られました。この場を借りてお礼を申し上げます。

　そしてこの作品の世界とキャラクターたちを、美しく、色鮮やかに描き出してくれたイラストレーターのやすもさん。表紙のイラストを拝見した時の感動は忘れ得ません。やすもさん抜きにこの作品は有り得ませんでした。この出会いにも本当に感謝です。

　空と海と、風と雲と、男の子と女の子と、そして飛行機。私の「好き」を、私の「好き」に書きました。妥協なく詰め込みました。誰得って言われれば自分得でしかないんですけどそれだけは保証します。太鼓判！

　そして願わくは、これを読んでくださった皆様の中に「自分も好きだよ！」と思ってくださる方がいらっしゃるのなら、これほど嬉しいことはありません。あっ、続刊が出たらもっと嬉しいですね！　もっと嬉しいですよ！（大事なことなので二回言）




　このあとがきを書いている今、私の勤める学校では卒業式の間近、別れの季節です。三年生の担任をしている私としては、万感の思いがあります。教員生活で初めて、自分が担任として送り出す生徒たちです。先日は予餞会がありまして、なんというか、コイツらとバカ騒ぎをするのももう終わりなんだなあと思うと、少し寂しくなります。

　この文章が皆様の目に触れる頃には、生徒たちも、私も、それぞれの場所で新しいスタートを切っていることでしょう。自分の道を歩み始める彼らに「私も頑張っているよ！」と届くような仕事がしたい。今はそう思っています。皆様に楽しんで頂ける作品を書き続けることで、それが果たせるはず。作家一年生、チャレンジの年です。がんばるぞい！

　最後に。この本に出会って頂き、本当にありがとうございました！　またどこかでお会いしましょう！




　二〇一七年二月吉日　春の芽吹きを待つ仙台より


阿あ部べ藍あい樹き
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本作品は、二〇一七年三月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







白はく翼よくのポラリス
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